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プロローグ




　――黒竜騎士団、墜おつ――




　その激げき報ほうは大陸中を駆け巡った。

　人々はこの報に大きな衝撃を受けた。

　が、話はここで終わらない。

　五ご竜りゆう士しの死に関する情報はいまだ錯さく綜そうのさなかにあった。

　理由は一つ。

　誰が五竜士を殺したのか、という謎が残っているためである。







　マグナル王国。

　その北の大国の最南地方に鎮座する古城。

　名を魔ま防ぼうの白はく城じよう。

　白城以南に広がるは大遺跡帯。

　別名、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい。

　陥落した大誓壁ナイトウオールは北の防衛の要。

　この白城は南の防衛の要といえた。

　城内――集しゆう狼ろうの間ま。

　各国代表が円卓を囲み顔を並べている。

　マグナルの白はく狼ろう王おう――背後に控えるは、白はく狼ろう騎士団の副長。

　ヨナトの女王――背後に控えるは、ヨナトの聖女。

　ミラの狂きよう美び帝てい――彼は配下を傍そばに置いていない。

　ウルザの魔ま戦せん王おう――背後に控えるは、魔戦騎士団長。

　アライオンの堅けん王おう――背後に控えるは、女神ヴィシス。

　白城は各国の代表が集うのに程よい位置にあった。

　現在、マグナルの北には大たい魔ま帝ていの軍勢が留とどまっている。

　各国代表は精鋭戦力を伴って訪れていた。

　危急があれば即座に精鋭を動かし、対応が可能である。

　当然、各国とも十分な戦力を国に残してはあるが……。

「よもやあの五竜士が固有部隊ごと全滅とはな」

　おもむろに口を開いたのは、白狼王。

「おれは決してバクオスによい感情を持っているとは言えないが、五竜士――特にシビト・ガートランドの実力は認めざるをえなかった」

　白狼王が、鍛え抜かれた鋼のような硬い声で問いを投げた。

「して、五竜士死亡の報は確かな事実なのか？　あの〝人類最強〟が死んだなど、おれは今も信じられんのだが」

　問いを向けられたのはウルザの魔戦王ジン。

　白狼王が座しているのは、ジンの正面の席だった。ジンは内心ため息をついた。

（相変わらず愛想の欠片かけらもない男だ）

　質問がジンへ飛んできた理由は明白である。

　黒竜騎士団が壊滅したのがウルザ領内だからだ。

　が、ジンも大した情報は持っていなかった。

（えらいことになったものだ……とはいえ、黒竜騎士団のウルザ入りを拒否するわけにもいかなかった……）

　ジンは大物感を出すべく、ゆったり口を開いた。

「五竜士の死体は、ワシも確認しておる。彼らの死体は先日バクオスへ引き渡し済みだ」

　空席へ目をやるジン。

　バクオスの皇帝はこの集いに不参加を表明した。

　仕方あるまい。大陸最強を誇った自国戦力が一夜にして壊滅したのだから。

　五竜士の喪失はバクオスにとっては痛手すぎる。

　マグナルの白狼騎士団。

　ヨナトの聖女。

　ミラの狂美帝。

　ウルザの竜殺しドラゴンスレイヤー。

　アライオンの異界の勇者。

　各国の誇る最大戦力。バクオスはそれを失った。

　今、バクオスの宮廷は蜂の巣をつついたような騒ぎとなっていることだろう。

「現在、黒竜騎士団の件は調査中にある。これまでに得られた情報では……まあ、すべてが明らかになったとは言えぬでしょうな」

　卓に肘をつき、白狼王が唸うなる。

「ふむ」

　白狼王がジッと黙視してきた。

　威圧感を与える広い肩幅。薄い灰色のその瞳は、冬の荒れ地を思わせた。

　虚偽がひと粒でも見つかれば掬すくい取ろうとしている目。嫌な目つきだ。

　ここで目は逸そらせない。逸らせば先の言を偽りと勘違いされかねない。

（やれやれ）

　正直、ジンとしては調査など早々に打ち切りたい。

　ネーア侵攻の頃から不安はあった。

　自国領の目と鼻の先で黒竜騎士団がうろついている状況。

　先日など強引に入国してきた。

　ウルザにとって黒竜騎士団は目の上のたんこぶだったのだ。

　が、今やその危惧は消え去った。

　そう、今回の件はウルザからすれば朗報だったのである。

（このままバクオスが弱体化してくれれば……）

　願ったりかなったりと言える。

（本音を言えば、五竜士を殺した者に褒美を出したいくらいだ）

　調査は女神の機嫌を損ねぬ程度でいい。

（もし五竜士殺しがウルザに忠誠を誓う者なら、爵位を与えるのと引き換えに魔戦騎士団へ入団させるのも手かもしれん……いや、さすがに騎士団入りはまずいか。そうだな……他国の心情を考慮すれば、騎士団入りはまずい……）

　後ろ暗い点はないと判断したのか、白狼王の視線が他の者へ移った。

「今回の件、アライオンは何か有力な情報を？」

　白狼王の視線はアライオンの王ではなく女神を捉えていた。

　素通りの問いに不快感を示すこともなく、堅王が呼びかける。

「女神よ」

「お任せくださいませ」

　女神が上品に会釈し、前へ出て堅王の隣に立った。

　今日も神の名に値する美しさである。

（あの落ち着きぶりも見習いたいものだ）

　ウルザの王たる自分より堂々としている。

（いや、女神に場数で勝る者などおらぬか。あの腰の据わり方も、当然なのだ……）

　神族が羨ましい。年を重ねても容姿が変わらないのだから。

（寿命という概念すら、あるのかどうか）

「私もすべてを知ったわけではありませんが、入ってきた情報をまとめるくらいはしております。黒竜騎士団はどうやら、セラス・アシュレインを追っていたようです」

　これはジンも把握済みだ。

　ヨナトの女王が反応する。

「ネーアの元聖騎士団長ね？　バクオスに侵略された際、姿を消したとか」

「我がウルザを訪れていたようです」

　ここぞとばかりに答えるジン。

「彼女は聖なる番人ホワイトウオーカーという賞金稼ぎに追われており、ついこの間までウルザの南方にいたと聞きました。逃亡中は、精霊術で変装していたようですな」

　女王にはつい白狼王より丁寧な対応になってしまう。

「追っていた賞金稼ぎたちは今どこに？」

「闇色の森で彼らの死体が発見されています。死体は黒竜騎士団の面々と同じく、森の魔物や獣に食い荒らされて無惨な状態だったようですが……」

「セラス・アシュレインの死体は見つかっているの？」

「いえ。ただ、血ち塗まみれになった衣服の切れ端が見つかっていまして……相当な深手を負っているのではないかと」

　女王が黙考する。眉間には深いシワが寄っていた。

「すでに息絶えて、死体を獣に食われているかもしれないわけね。精霊術で変装して、ミルズで治療を受けているという線は？」

「五竜士の死後、何者かが傷の治療のためミルズを訪れた形跡はありません。ミルズ近辺の人家も一応あたらせましたが、匿かくまっている様子はありませんでした。また、人のいる方角を避けたのか、セラス・アシュレインがさらに南へ向かったと思おぼしき足跡が発見されています。何より――」

（積極的に調査しているとここで主張しておかんとな……あと、王としてそれなりに頭が回るということも）

「出血量から考えますと、魔術師ギルド秘蔵の最高位の治癒術式、聖女殿の持つ回復呪文、異界の勇者の持つ特殊能力あたりを用いてでもいなければ、まず助からないかと」

　夥おびただしい出血量。血に飢えた獣や魔物から逃れられるとは思えない。

　女王が鋭く尋ねてきた。

「傷を治癒できる未知の精霊術がある可能性は？」

「ぅ、ぐっ」

　ジンは言葉に詰まった。精霊術には詳しくない。

「なかったと、記憶しておりますよ？」

　代わりに回答を口にしたのは、女神。

「私もこの大陸で長らく生きておりますが、治癒を施す精霊術は存じておりません。何よりそんなものがあるのでしたら、移動する前にまず出血を止めるのではありませんか？」

「なるほど、確かにそうね」

　納得した様子の女王。

　ジンはひと息ついた。

（そういえば、女神が所有する廃棄遺跡があるのも闇色の森だったか……）

　ジンは知っている。

　あそこは地下墓地とは名ばかりの場所。

　本当は女神が〝廃棄物〟を送り込むための場所なのだ。

（とはいえ今回も調査隊の報告に変わった点はなかったようだし……ウルザとしてはあまり深く関わりたくないところだな……）

　と、女神がこちらを見ているのに気づく。

　ジンは媚こびた笑みを浮かべた。

　彼は女神を恐れていた。逆らうなどもってのほかである。

　先日、ウルザに派遣されていたヴィシスの徒を女神が呼び戻した。

　ヴィシスの徒は各国の監視役の側面もある。

　が、今のウルザに監視役は不要と女神は判断した。

　ジンが従順だと確信しているからだ。つまり、信頼されている。

（さて……わ、話題を闇色の森の方向から変えた方がよいのか？）

「と、ところで――ネーアと言えば、聖王の話はもうご存じですかな？」

「聖王？　確か王の座を退いたのちは、バクオス本国で隠居暮らしをしているのだったかしら」

　女王が話題に乗ってきた。

「昨晩亡くなったそうです。どうも死の直前は正気を失っていたようで〝早くここへ死体を持て〟などと、意味のわからぬことをずっと喚わめいていたとか」

　白はく狼ろう王おうが鼻を鳴らす。

「戦いもせず自国を明け渡し、己は敵国の領地で悠々自適に余生を送るなど……王の風上にもおけぬ男だったな」

　白狼王はバクオスによい感情を持っていない。

　大たい魔ま帝てい降臨後にネーアへ侵攻したためだ。

　その一方で、一切抵抗せず降伏した聖王にも一家言あるらしい。

（無意味に討ち死にするよりは、何倍もマシだと思うが……）

　さりとて話の流れが変わってジンはホッとする。彼はさらに別方向へ舵かじを切った。

「しかし対大魔帝の最大戦力として期待をかけていた黒竜騎士団亡き今、女神殿は今後についていかようにお考えですかな？」

　女神が微笑ほほえむ。

「おっしゃるように、黒竜騎士団の退場は我々〝神しん聖せい連れん合ごう〟にとっては大きな痛手でした。ですから今後はより一層、異界の勇者の存在が重要となってくるでしょう」

　女王とジンへ視線を巡らせる女神。

「こたびの四し恭きよう聖せいと竜殺しの快い派遣に対し、アライオンは深い感謝の念を表明します。ああ、マグナルは対大魔帝の最前線ですのでそう多くを望みはしません。狂きよう美び帝ていも、大魔帝の軍勢が本格的に動いた際はよろしくお願いいたしますね？」

　ミラの狂美帝ファルケンドットツィーネ。

　その金髪の美青年は毛先を弄いじりながら、ずっと黙したまま会話を聞いていた。

　最初の挨拶以降、ひと言も喋しやべっていない。

「巨魔来たりて、栄えしは、アライオン」

　つと、狂美帝がそうポツリと口にした。

　透明感はあるが湿り気も含んだ声。朝露のような声と評したのは、誰だったか。

　女神の笑顔が深さを増す。

「あらあら？　どことなく、含みのある言い方ですねぇ？」

「根源なる邪悪が現れると、他国はアライオンの勇者に頼らざるを得なくなる」

「それは仕方がありません。この世界に生きる者は一人残らず邪じや王おう素そによる負荷を受け、本来の力を出せませんから。この世界で生まれるのが原因なのか、勇ゆう血けつの一族ですら負荷の影響は免れませんし」

　だから異界の勇者が必要となる。

　邪王素の影響を受けない異世界人。神族ですら邪王素の負荷は免れない。

「そしてアライオンは召喚した異界の勇者にこの世界の説明をし、説得し、育てなくてはなりません。もちろん他国の手厚い支援には心から感謝しております。ですが、勇者を召喚するすべを持つのはアライオンのみ。ゆえに勇者と共に歩む宿命も、我がアライオンが背負わねばなりません。いわば、アライオンは重責を負った被害者でもあるのです」

　女神はニッコリ笑う。

「責を負う者に正しき対価を――さて、今の説明に何かご不満がございますか？　狂美帝？」

　薄い艶を乗せ、狂美帝が細い息を吐く。

「神殺しの伝承を？」

　女神が両手を合わせ、苦笑した。

「あの、そのお話って長くなりますか？　この場でする意味がある内容なのでしょうか？　大丈夫ですか？」

「…………」

「え？　そこで口を閉ざすのは一番だめな反応だと思うのですが……あの、もしかして私が何か間違っていますか？　つまりこの世においては、あなたがすべて正しいということでよいのでしょうか？　自分の方がズレているかもしれないと考えたことなど、まさか一度もありませんか？　大丈夫ですか？」

　狂美帝がフッと微笑んだ。

　何かを確認できて満足した。そんな笑みに思えた。
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「話の腰を折って悪かった、ヴィシス」

　白い手を滑らかに差し出し、促す狂美帝。

「続けてくれ」

「ふふふ、相変わらず狂美帝は変わったお方です。あ、ですが勘違いなさらないようお願いいたしますね？　あなたが守るのは私ではなくミラ帝国です。輝き煌こう戦せん団だんのお力、頼りにしていますよ？」

「その話、長くなりそうか？」

「え？　もうおしまいですけど？」

　会話の当事者ではないのに、ジンは冷や汗をかいていた。

（つ、つくづく空気を読まぬ男だ……しかしあれでミラ帝国における最強の戦士だというのだから、不思議なものだ）

「では、お話を戻しましょうか」

　女神がさらに一歩前進する。今や彼女は、堅けん王おうよりも前へ出ていた。

「先日、大誓壁ナイトウオールを占拠した大魔帝の軍勢に動きが出始めたのはご存じのことと思います。我々連合もより一層、気を引き締めねばなりません。我がアライオンも異界の勇者の成長をさらに急ぐ予定です」

「五ご竜りゆう士しを欠いた今、より強く各国が手を取り合う必要がありそうね」

　女王が言った。

　彼女の背後に控える聖女。その聖女の視線は狂美帝を捉えていた。

　二人は、犬猿の仲と聞く。

　白狼王が硬そうなあごを撫なでた。

「……ところで、改めて各人へ問いたい。くだんの五竜士殺し、セラス・アシュレインの仕業と思うか？」

　皆、薄々勘づいている。

　セラス・アシュレインではない。

　別の〝誰か〟だ。

　しかし誰も思いつかない。

　異界の勇者たちはその時、全員アライオンにいた。

　各国の主戦力もウルザ南方にはいなかった。

（名のある勇血の一族か？　いや――）

　相手はあのシビト・ガートランド。

　生半可な相手ではない。

（対抗できそうな者といえば、四恭聖、竜殺しドラゴンスレイヤー、勇の剣……あとは、ヴィシスの徒か？）

　いずれも当時の現場にはいない。聖なる番人も死んでいる。

（名の知れた勇血の一族の線も薄いか……そういえば、金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいに隠れ住むとされる禁忌の魔女などはどうなのだろうか？　その強さの話は、あまり聞こえてこぬが……）

　とにかく心当たりがない。

　まだ世に名を知られていない隠れた強者なのだろうか？

　ジンは一つ提案してみた。

「人側の者であれば、対大魔帝の戦士として招き入れるのも考慮すべきかもしれませぬ」

「魔族の仕業だとしたら、厄介ね」

　女王が言った。白狼王が問う。

「マグナル以南での魔族の確認報告はない、だったな？」

　その時、白狼王の配下が部屋へ入ってきた。

　白はく狼ろう騎士団の副長にその配下が何か耳打ちする。次いで、副長が王に小声で伝えた。

　白狼王は一つ頷うなずくと、正面へ向き直った。

「黒竜騎士団を壊滅させたと主張する者が、ウルザにて見つかったそうだ」

　ジンは慌てて振り返った。

　背後の魔戦騎士団の団長を。

　白狼王は今〝ウルザにて〟と言った。

　自国の話だ。なのに、他国の方が早く情報を摑つかんでいる。

　どういうことなのかと視線で問い詰めるが、騎士団長は戸惑った顔で首を振った。

　白狼王が続ける。

「自分たちの呪術によって、シビト・ガートランド以下、五竜士を死に追いやったと触れ回っているらしい」

（――あっ）

　ジンは思い出した。

　最近〝呪術〟の噂うわさが国内で広まっている――先日、そんな報告があったことを。

（ん？　自分たち？　つまり……五竜士殺しは集団なのか？）

　そのジンの内なる問いに答えるように、白狼王が言った。

「五竜士殺しを名乗っているのは、アシントと称する呪術師集団だそうだ」







１．王都モンロイ




　ひしめく建物の上を見れば、青空が広がっている。

　俺たちはウルザの王都モンロイに立ち寄っていた。

　異世界ファンタジー風のいかにもな城下町である。

　この世界の巨大都市を目にするのは初めてだ。

　アライオンでは、室内の風景しか目にしていない。

　……城内から廃棄遺跡へ一直線だったからな。

　ピギ丸が「プニュリィ～」と小さく鳴いた。

「しっかり隠れてろよ」

「ピッ」

　ローブ下のピギ丸は普段通りである。

　黒竜騎士団と戦った後、俺たちは数日かけてモンロイに到着した。

　追手の気配はいまだなし。

　ここまで三つの村に立ち寄った。

　道中、旅人や傭よう兵へいから例の噂は耳にしていた。

　五竜士の死と、消えたセラス・アシュレイン。

　この二つの話題はそこそこ耳にしているが、知ることができたのはそこまでだった。

　各国の反応やバクオスの動きまでは不明である。

　この王都では、また違った情報が得られるかもしれない。

　王都の大門を振り返る。

　門はあっさり通れた。検問っぽいことをしている感じもなかった。

　血眼になってセラスを捜している空気もない。

　壊滅したのは他国の騎士団。

　だからウルザとしては、犯人捜しにそれほど興味がないのかもしれない。

　もしくは、俺の偽装が予想以上に効果を発揮したか。

「案外、ウルザとしては隣国のヤバい騎士団が消えてくれてホッとしてるのかもな」

「ありえますね」

　後ろを歩くセラスが言った。

　今、彼女の顔は変化している。名前も〝ミスラ〟という偽名を使っていた。

「ウルザの魔戦騎士団は、他国の主戦力と比べるとやや劣ると言われています。当然、黒竜騎士団とぶつかれば敗北は必至だったでしょう」

「今まで生き残れているのは、女神の口利きのおかげか？」

「それもあるとは思いますが、現在のウルザには〝竜殺し〟と呼ばれる男がいます。彼を召し抱えることでウルザは他国へ力を示しています。戦争がなくとも、力の誇示は必要ですから」

　抑止力ってやつか。にしても――たった一人の男が、そこまでの抑止力になるのか。

「けど、その竜殺しでも五竜士を駆逐まではいかなかったんだな」

「竜殺しといえど、さすがにシビトには勝てなかったと思います。シビトの陰に隠れていましたが、他の五竜士も並外れた実力者でしたし……それに、竜殺しは生来の無精者とも聞き及んでいます。どのみち、五竜士との衝突は避けたかと」

　ものすごい面倒くさがり屋なのだろうか？　さて、

「まずは、今日の宿を探すか」

　俺たちは一日だけモンロイに滞在する。

　魔群帯へ入る準備を整えるためだ。

　背負い袋を見る。

　中には『禁術大全』が入っている。

　あの本には色々な薬の製法も載っていた。魔群帯でその素材が手に入るかもしれない。

　だから作製用の道具を揃そろえる。魔群帯の中でも、作れるように。

　ここは王都だ。ミルズになかった道具も置いてあるだろう。

　これも、目的の一つ。

「宿は、ここがよさそうだな」

　探した結果、ほどほどの安宿に決めた。入る前、セラスに聞く。

「部屋は別々でいいな？」

　王都は人でごった返している。

　ミルズは、門番が人の顔を覚える程度には小規模な都市だった。

　近辺を行き交う人の数も多いとは言えなかった。

　そのため、歩いている者が目立った。

　なので〝怪しげな二人組〟は目立っただろう。

　が、ここは雑多に人々が溢あふれている王都。よそ者もたくさん訪れるはずだ。

　今のセラスは容貌や服装も変えている。

　ウルザが本腰を入れてあの件を捜査している気配もない。

　ミルズ近辺ほどには、警戒も必要なさそうだ。

　だからもう一緒に行動しても問題あるまい。俺はそう判断した。

　ただ、セラスは女である。

　男と同じ部屋ってのもな……。

　やはり部屋は別々にすべきだろう。俺にもそのくらいの配慮はある。

　と、考えていたのだが――

「路銀ももったいないですし、ひと部屋で取るのが賢いかと。我が主あるじがお嫌でなければ、ですが」

「俺も一応、男だぞ」

　キョトンとするセラス。彼女は次に口もとへ手をやった。

　何か考えているようだ。

　と、セラスが咳せき払ばらいする。言葉の意図を理解したらしい。

「私は問題ありません」

　セラスが胸に手をあてる。

「ミルズ遺跡では同じ小部屋で寝たわけですし、さして問題はないと考えますが」

　あの時はピギ丸で気を逸そらさせて【スリープ眠性付与】をかけたりもしているのだが。

「……そっちが気にしないなら、いいけどな」

「まったく気にならないわけでもありませんが……あなたでしたら、私は問題ありません」

　ま、節約の積み重ねは叔父さんも推奨してたしな。

「じゃあひと部屋で取るか。あとで文句を言っても取り合うつもりはないぞ？　いいな？」

「は、はい」

　小走りで後をついてくるセラス。

　信頼する相手だとやはり警戒心は薄くなるようだ。

　忠誠を誓った相手となると、なおさらか。

　……ここまで薄くなるのは予想外だったが。

　俺たちは宿に入った。

　主人に話しかけ、手続きをする。

　宿帳を書き終えると、書き込みを眺めていた主人が俺たちの顔を見た。

「お二人は傭兵なのですね？」

「ええ。まだ傭兵ギルドには未登録ですが」

　未登録の傭兵もたくさんいると聞いた。不自然さはないはずだ。

「モンロイを訪れた目的はやはり血けつ闘とう場じようで？」

「目的の一つではあります」

　もちろん噓うそだが。

　血闘場の話はセラスから事前に聞いていた。

　奴隷や傭兵が殺し合う闘技場。古代ローマの剣闘場みたいな感じだろう。

　戦う者は〝血けつ闘とう士し〟と呼ばれるそうだ。

　セラスはこう説明していた。

『今は民衆の娯楽の面が強いですが、その起こりは傭兵団が入団させる戦士を品定めする場だったようです。一応、今でも傭兵として引き上げる文化は残っていると聞きますが』

　なので、傭兵が血闘の観覧目的でモンロイを訪れるのは珍しくないらしい。

『試合に勝てば報酬が得られます。そのため、食い扶ぶ持ちに困った傭兵が出場することも多いようですね。人気の奴隷血闘士は所有者にとってよい稼ぎ頭にもなりえますので、傭兵団へ売らず、あえて人気者として血闘場に残しておくこともあるとか』

　血闘場の運営母体は二つ。

　ウルザの公爵家と、傭兵ギルドだそうだ。

　にしても、セラスを仲間に引き込んだのは大正解だった。

　この世界の大抵の基礎知識は知っている。

　歩く人間辞書――いや、エルフ辞書か。

「傭兵ギルドってのは色んなトコに嚙かんでんだな」

　俺は書状マークの看板を眺めた。

　今は宿を出て、俺たちは大通りを歩いていた。

「ギルドは国を跨またいで活動しています。国を渡り歩く傭兵にとっては頼りになる組織ですね。中でも傭兵ギルドと魔術師ギルドは、各国における影響力も大きいです」

　傭兵ギルドか。確かミルズ遺跡の探索にも嚙んでたな。

　俺たちは、まず道具屋に足を運んだ。

　なるたけそこで持ち運びやすそうな器具を揃えた。

　セラスの値切りは今回も冴さえていた。

　道具屋を出たあと、俺は懐の小袋に触れた。中には青せい竜りゆう石せきが入っている。

　換金は――やめておいた。

　市場へ出回れば少なからず話題が広まる。当然、売った者も話題になるだろう。

　無意味に目立つのは避けたい。

　小袋の口をしめる。幸い、懐はまだまだ温かい。

　廃棄遺跡のペア骸骨から得た金。

　セラスを追っていた四人組から奪った金。

　ミルズ遺跡で得た宝石＆装飾品の高価買取。

　合計するとけっこうな額になっていた。

　金銭面では恵まれている。路銀の心配がないのはありがたい。

　とはいえ、節約は必要だ。

「相変わらずあんたは値切り交渉が上う手まいよな」

　値切り交渉になるとセラスはチョロくない。

　露骨な威圧はせず、物腰は柔らかに。

　が、折れないところは絶対に折れない。

　セラスが苦笑する。

「ケチくさい性格なのですよ」

「倹約家と言うべきだろ。卑下する必要はないさ」

　フッと笑むセラス。

「我が主は、配下の心を摑つかむのがお上手ですね」

　もう意識はすっかり配下状態らしい。

「ところで、ミルズ遺跡で見つけた黒い卵のこともできれば調べてみたいんだが」

　モンロイには公開書庫があるそうだ。簡単に言えば、お国の図書館みたいなものか。

「そこって誰でも自由に出入りできるのか？」

「モンロイの公開書庫は、確か――」

　記憶を呼び起こすセラス。

「非認可の王都民は許可証の発行が必要だったはずです。一日だけ有効の」

　黒い卵についてはエルフ辞書のセラスでも知らなかった。

　となると公開されている書物に載っている確率も低い、か。

「あの卵のことは、目的地にいる人物に聞いてみるのがいいかもな」

　禁忌の魔女なら、何か知っているかもしれない。

　それから俺たちは、酒場で夕食をとることにした。

　情報収集も兼ねての酒場行き。盛り場は最新の話題を得るには絶好の場だ。

　二人で大きめの酒場に入る。

　まずハーブ水と料理を頼んだ。飲みはしないが、酒も頼んでおく。

　場に溶け込むためだ。

　異世界なので未成年云うん々ぬんの法律は関係ないのかもしれない。

　ただ、実の親のせいで酒にいい印象がない。

　だから酒は好きになれない。酒自体に罪がないのは、わかっていても。

　ちなみにセラスは少し飲めるそうだ。といっても、好きではないらしい。

　食事をとりながら俺は聞き耳を立てた。

　近くの席の会話が聞こえてくる……。

「おい、聞いたかよ？」

「うぃぃ～……ん？　何をだよ？」

「黒竜騎士団の話だよ」

「またその話かよ」

「違う違う。壊滅させたやつの話だ」

「お？　何か新情報でも出たのか？」

「こいつは王城の人間から流れてきた話らしいんだがな？」

「ほほー、そいつは信用できそうだなっ」

　関係者筋によると、ってやつか。

「壊滅させたと思われていたセラス・アシュレインは、もう死んでるらしい」

　セラスの表情が急に苦しげになった。

「むっぐ!?」

　食べものを喉に詰まらせたようだ。

「むぐ、ぐ……ッ」

　水を差し出す。

「大丈夫か？」

　セラスが水を飲み、ひと息つく。

「ありがとうございます……も、申し訳ありません」

　突然この場にいる自分が死んだなどと言われたのだ。不意をつかれ、驚いたのだろう。

　男たちは、こちらを気にせず話を続ける。

「五ご竜りゆう士しと相討ちになったのか？」

「いや、セラス・アシュレインは普通に負けて死んだっぽいぜ」

「え？　じゃあ誰が五竜士を殺やったんだ？」

「へへ、やっぱまだ知らなかったか。五竜士をぶっ殺したのは、アシントだって話だ」

　アシント？

「あ！　このところ噂うわさになってる呪術師集団か！」

「五竜士は自分たちの呪術で命を落としたと、そう主張して回ってるらしい」

　セラスと視線を交わし、声を潜める。

「どう思う？」

「ここ最近、呪術の噂が各地で流れているという話は聞いたことがあります」

「その呪術ってのは一般的なのか？」

「いえ、一般的ではありません」

　セラスが軽く説明してくれた。

　術式と詠唱呪文。一般的に知られているものはこの二つ。

　あえて三つ目を入れるとすれば、勇者の〝スキル〟だそうだ。

「精霊術ってやつは？」

「そうですね、精霊術は――」

　セラスによると、あまり一般的ではないらしい。

　そういえばミルズの酒場客も曖昧な認識だった。

　そもそも精霊術を使えるエルフ自体、レアな存在っぽいしな……。

　呪術が広まったのは、最近とのことだ。

　広めているのはアシントという呪術師集団。

「呪じゆ神しんを崇拝している集団だと聞きます」

「要は、そいつらは自分たちの呪術をどこかへ売り込みたいわけか……」

　五竜士を殺した犯人役を進んで引き受けてくれるなら、好都合かもしれない。

　いずれはバレるだろう。が、犯人捜しを多少はかく乱できるはずだ。

　異世界の情報網がどの程度かはわからないが……。

　まあ、俺たちはもう少しで魔群帯に入る。それまでの時間稼ぎになればいい。

　ちなみにそのアシントとやらは、今どこに――

「私たちは、アシントの守り人！」

　酒場の扉が、大仰に開け放たれた。

「我々は呪神の落とし子たるムアジさまを守りし呪じゆ兵へいです！　さあ、席をお空けなさい！」

　紫のローブを着た集団がゾロゾロと入ってきた。

　例の呪術師集団。

　ウルザにいたらしい。

「へぇ」

　スプーンをくぐらせ、俺はスープを掬すくった。

「あれが、五竜士を呪い殺したっていう呪術師集団か」

　奥の広い卓の客たちが席を譲る。

　席を譲らせたことに引け目を感じる様子もなく、アシントが次々と腰をおろしていく。

「早くお酒を持ってきなさい！　我々は、ウルザの救世主でもあるのですよ！」

　噂は噂。

　自称は自称。

　さりとて噓うそとも言い切れない。

　本当に五竜士を殺したのかもしれない。

　違うと断定できる者はいない――そう、現場にいた者以外は。

　……にしても、堂々としている。

　コソコソした感じはない。

　最強を誇った騎士団の崩壊。

　それを行った張本人ともなれば、国とかが動きそうなものだが……。

　あるいは、もうウルザあたりが抱き込んでるのか……？

　酒場の客は関わり合いになりたくないという空気を発している。

　俺はアシントの連中を観察してみた。

　今のところシビトほどの威圧感はない。確実に、ない。

　見る限り今のところ酒場で楽しむだけのようだ。

　……ひとまず、放っておいてよさそうか。

　俺のデコイとして、当面の間がんばってほしいところだ。

　酒場の客たちも次第に自分のペースへ戻っていった。

　水を飲み干し、セラスに言う。

「残ってる料理を平らげたら、宿に戻るぞ」

　一応、来店したアシントの連中の顔も覚えた。

「わかりました。少々、お待ちを」

　セラスが食べ終わるのを待つ。

　彼女は少食ではないが、ひと口がとても小さい。なので食べる速度が遅い。

　セラスが、慌てて料理を口へ運ぼうとする。

「……ゆっくりでいいぞ」

「も、申し訳ございません。あむ……もぐ、もぐ……」

　待つ間、また隣の席で会話が始まった。

「あいつらが例の〝黒竜殺し〟か？」

「やっぱ連中が呪い殺したんかねぇ？」

「ま、たとえ他のやつが殺してようと〝自分たちの呪いが効いたおかげだ〟って言っちまえば、それまでだしなぁ」

　なるほど。そういう捉え方もあるか。

「仮に他のやつが殺してたとしても、あの五竜士だぞ？　たとえば誰だよ？　強いって噂されてる有名どころは当時ウルザにいなかったんだろ？　あ、死んじまったセラス・アシュレインと都合よく相討ちになったって説は、ひとまずナシで」

「むぐぐぐ」

　セラスが苦しげに胸をトントンする。

　自分の名が唐突に出るのに慣れないらしい。こういう点は、微妙に脇が甘い。

　男たちの話は続く。

「今まで出てないので五竜士に勝てそうなのっていうと、血けつ闘とう場じようの豹ひよう人じんとか？」

「あ～、ありゃあ確かに相当なバケモンだなぁ」

　血闘場にも有名人がいるようだ。

「あ、そういや禁忌の魔女ってもう出てたか？」

「大遺跡帯にいるって言われてる例の魔女か？　ダークエルフなんだよな、確か」

「聞けばすげぇ大魔術を使うって話じゃねぇか。禁忌の魔女なら、五竜士も殺せるんじゃねぇのか？」

「けどもう十年以上誰も姿を見てねぇんだろ？　あの恐ろしい大遺跡帯なんかに居を構えてるって話だし、もう生きてるかどうかすら――」

「実はよ？　その禁忌の魔女に会ったことのあるやつが、この王都にいるらしいんだよ」

　ん？

「しかも、居所まで知ってるって話だ」

「大遺跡帯のどこかにいるって話か？　そんなのおれだって知ってるぞ」

「違うんだよ。大遺跡帯の〝どこ〟にいるかを、知ってるんだと」

「そいつは魔女の知り合いか何かなのか？」

「そこまではわからねぇが……聞いて驚くなよ？　禁忌の魔女の居所を知ってるってやつの名は、何を隠そう――」

「ふへへ、そんな話にゃ興味ねぇよ。生きてるのかどうかすらわかんねぇダークエルフの話なんかな」

　もう一人の男が話の腰を折った。

「それより、アブロムの娼しよう館かんにアライオンの女神に顔や衣装を似せた娼婦が入ったらしくてな？」

「ほぉ？　で？」

「ところが、実際は似ても似つかぬ顔だったらしくて、憤慨したズアン公爵がその場で娼婦を斬り殺しちまったんだと！」

「わははは！　で、表沙汰になったわけか！」

「そしてそして、公爵様が次に要求したのがヨナトの聖女に似せた娼婦だったそうで――」

　話が逸それてきている。禁忌の魔女と面識のある人物が誰なのか知りたい。

　俺は数枚の銀貨を摑つかみ、腰を浮かせた。

「もぐもぐ……我が主あるじ？」

「少し、行ってくる」

　男たちの卓の空席に手をかける。

「すみません。この席、ご一緒していいでしょうか？」

「あ？　なんだ兄ちゃん？」

「突然すみません。禁忌の魔女に会ったという人の話、是非とも続きをお聞きしたいなぁと」

「あ～？」

　娼婦の話を切り出した男が不快そうになる。

「なんだてめぇ？　いきなり入ってきて――」

「あ、その前に好きなお酒を一杯ずつ……いえ、二杯ずつ奢おごらせていただきます。料理も一品ずつ頼んでください。もちろんこっちも僕が持ちますので」

　不満げだった男の表情が一変した。

「――わ、わははは！　そうだった、そうだった！　禁忌の魔女の話だったな！　すまんすまん！　つい話の腰を折っちまったぜ！　実を言うと、おれもそっちの話に興味あったんだ！」

　もう一人も乗り気になる。

「いいぞ少年！　知的好奇心を満たすのは若者の醍だい醐ご味みだものなぁ！　よし、おじさんたちが教えてやろう！　おいねぇちゃん、同じ酒をおかわりだ！」

　今度は男たちから勧められて椅子に座る。予想よりチョロかった。

「禁忌の魔女に会ったことがあるらしいってのは、このモンロイで最強と謳うたわれる血けつ闘とう士しさ。名を、イヴ・スピード」

　血闘士か。

「そのイヴさんが持っている情報は、よく耳にする〝金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいにいると知っている〟とは違うのでしょうか？」

「魔群帯のどの辺にいるかまで知ってるんだとよ。血闘士仲間に一度だけそう漏らしたことがあるとか」

「眉唾の可能性もあるわけですね……？」

「かもな！　だとしても酒は奢ってもらうぜ～!?」

「ええ、もちろんです」

「よし、気に入った！」

　がははと笑い合う男たち。

「…………」

　禁忌の魔女は、金棲魔群帯に隠れ住むダークエルフらしい。

　今までに得られた情報はこれくらいか。

　そうだな……一度、その血闘士に会ってみるのも手か。

「そのイヴさんにはどうすれば会えますか？」

「血闘場に行けばいるんじゃねぇか？　あのバケモン、寝起きしてるのも確かあん中だろ？　ま、今じゃその辺を普通にうろついてるけどな。血闘場を取り仕切ってるズアン公爵に話を通せるなら、余裕で会えるだろうさ」

「そうですか、ありがとうございます。では僕はこの辺りで――」

　宿の大扉の方がドッと沸いた。すると、隣の男が俺の肩に手を置いた。

「よかったじゃねぇか。少年は運がいいな」

　革製の軽鎧よろい。帯剣している。

　スラリとした細身。細いながらも筋肉はありそうだ。

　ただ、最初に目を引いたのは別の部分。

　豹頭。

　人間の姿に多少の獣要素、という感じではない。

　豹の頭はネットで見たことがある。頭部ほぼそのままな感じだ。

　二足歩行の人型。黄、黒、茶の体毛。

　豹人間、とでも言えばいいのか。身体からだつきからすると、女のようだが。

「がはは、豹人を見たのは初めてか？　ま、珍しい種族らしいからな。驚くのも無理はないっ」

　隣の男が、ポンッ、と俺の肩を叩たたいた。

「あれがモンロイ最強の血闘士、イヴ・スピードだ」

　豹人はカウンター席に座った。両隣の席は空いている。

　俺は店の主人の反応をうかがった。馴な染じみ客を相手にする雰囲気だ。

　一応、アシントの様子も確認する。連中は奥の席で満足げに酒を飲んでいる。

　豹人を強く意識している様子はない。態度は悪い感じだが……。

　豹人自体は見慣れている印象だ。

　それは店全体にも言えた。見慣れた著名人が来店したくらいの反応。

　ただ、話しかける者はいない。

「さっきの禁忌の魔女の話が真実かどうか、本人に直接聞いてみます」

　俺は同卓の男に言った。男は笑って、俺の肩から手を離す。
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「若いのは度胸があっていいねぇ。さぁて、おれたちはそろそろ出るかな……今日はいつもより飲んだから、酔っちまった。外の空気が恋しいぜぇ……うぃぃ～」

　同卓の二人組が席を離れる。二人は、千鳥足で酒場を出て行った。

　俺はセラスのところへ戻った。耳打ちを終え、銀貨を手にする。

「じゃ、行ってくる」

「必要とあらば、すぐに割って入ります」

「荒事を起こすつもりはないが、いざとなったら頼む」

　ここでのスキル使用はできれば避けたい。

　こういう時頼りになるのは、セラスの戦闘能力だ。

「頼りにしてるぞ」

　引き締めた表情で胸へ手をやるセラス。

「お任せを」

　俺はカウンター席へ足を運んだ。

　豹人の隣に座ってハーブ入りの水を注文。そして、一枚の銀貨を豹人の前に置く。

「何か奢らせてもらえませんか？」

　豹人が視線だけで俺を見た。やや黙ったあと、

「なんの用だ」

　と尋ねてきた。人語は通じる。コミュニケーションに障壁はなさそうだ。

　豹人の声は力強かった。その一方、落ち着きがある。

　声質は想像よりも野太さがない。どころか、通りのよい澄んだ声だ。

「あなたの噂うわさを聞いて一度お会いしてみたいと思っていました。僕はハティといいます。傭よう兵へいをやっています」

「イヴ・スピードだ」

　名乗ったあと、イヴは暫しばし凝視してきた。

「豹人を見るのは初めてか？」

「はい」

「その割にあまり物珍しそうな反応をしないのだな」

　迂う闊かつな返答はできない。どこが逆げき鱗りんに触れるかわからないからな……。

　俺はニコニコして言った。

「旅の途中で様々なものを目にしてきました。失礼かもしれませんが、豹人くらいでは驚きませんよ」

　というか、廃棄遺跡には人型の双頭豹とかがいたのだ。

　他にも合成獣っぽいのがわんさかいた。あの魔物たちに比べれば驚きも少ない。

　ブチィッ！

　イヴが骨つき肉を豪快に嚙かみちぎった。

　てのひらの脂を彼女がペロッと舐なめ上げる。その間も、猫目はジッと俺を見ていた。

「いい食べっぷりですね」

「ふむ、野蛮人を見る目をしないか」

　いきなり見せつけるようにしてあんな食べ方をした。

　何か測られていた――どうやら、俺の反応を見たかったようだ。

「僕は上品な人間とは言えません。それに、食事は形よりもおいしく食べるのが一番です。ああ、そういえば血闘士って――」

「目的を、言え」

「…………」

「そなたは血闘士としての我に興味があるわけではない。違うか？」

　俺は困った笑みを浮かべた。

「ば、バレましたか……さすがですね……」

　まあ、あえてそういう空気を出していたのだが。むしろ気づいてくれてよかった。

「我にどんな用件だ」

　ふむ。聞く耳は持ってくれる、か。

　恐る恐るの体ていで聞く。

「あなたは、禁忌の魔女の居所をご存じとのことですが……」

「魔女は金棲魔群帯にいる。この噂なら、誰もが知っているだろう」

「あなたはその魔群帯の〝どこにいるか〟を知っていると、聞いたのですが……」

　喉奥でくぐもった笑いを鳴らすイヴ。

「そなたも、ひとり歩きした噂を信じ込んだクチか」

「ということは、例の噂はガセなのですか？」

「確かに我は魔女が住むという金棲魔群帯へ踏み入った過去がある。が、禁忌の魔女に会ったなどという過去はない」

「血闘士仲間に居所を知っていると話したとか」

「……二週間ほどあの魔群帯を彷徨さまよった経験があってな。生きて戻れたのは、禁忌の魔女が魔法で助けてくれたのかもしれない――以前、そんな冗談を他の血闘士に話した記憶はあるが」

「なるほど、その冗談に尾ひれがついて伝わったと……つまりあなたは、禁忌の魔女の居所を知っているわけではない？」

「悪いが、その通りだ」

　俺は肩を落とした。

「そう、ですか」

「期待にそえず悪いな。が、それが真実だ」

　イヴが肉を平らげる。手を拭きながら、彼女は俺に尋ねた。

「なぜそなたは禁忌の魔女を？」

「探究心、ですかね。将来の夢は学者なのです」

　今日買った器具の一部を懐に入れておいた。

　それを見せる。

　学者志望がいかにも持っていそうな道具。まあ、俺のイメージだが。

「このモンロイで傭兵を雇い、魔群帯の魔女に会いにいきたいと考えているのです。未知の植物なんかも、あるかもしれませんし――」

「やめておくことだ」

　警告するように、イヴが遮る。

「あそこは人が踏み入って生き残れる場所ではない。モンロイの血けつ闘とう場じようで最強と言われている我ですら半月で根をあげた場所だ。失礼を承知で言うが、そなたでは三日と生き残れまい」

　俺は俯うつむいて微笑した。感謝の情をまじえて。

「イヴさんは僕の身を案じてくれているのですね。ありがとうございます」

　イヴが、少し意外そうな反応を示した。豹ひようの顔でもけっこう表情がある。

「ふん」

　呆あきれたようにイヴは息をついた。

「お人ひと好よしだな、そなたは」

　俺は照れくさそうに頭を搔かく。

「よく言われます」

　確かによく言われた。叔父夫婦に引き取られたあとの話だが。

「見るところそなたはまだ若い。命は大切にすることだ」

　俺が置いた銀貨をイヴが手に取る。彼女はそれを、俺の前に置いた。

「といっても……命を粗末にする代名詞のような血けつ闘とう士しの我が言っても、説得力など皆無かもしれぬがな」

　そう言い残し、イヴは酒場を出て行った。

　銀貨を懐にしまって席を離れたあと、俺はイヴの消えた酒場の扉を眺めた。

　……少し、似てるかもな。

　そして、俺は背後の〝彼女〟に声をかけた。

「ミスラ」

　今使っているセラスの偽名。

　イヴとの会話中、彼女はずっとカウンター席の近くの柱に寄りかかって待機していた。

「出るぞ」

「はっ」

　俺たちはそのまま酒場を出た。少し歩き、立ち止まる。

「さっきのイヴ・スピードの話、どう思う？」

　ひとまず必要だったこと。

　眉唾か否か。最初に明らかにすべきはそこだった。

　そう、つまり――

「彼女は噓をつきました」

〝禁忌の魔女の居所を本当に知っているのか？〟

　この問いにイヴは〝知らない〟と答えた。

　セラス・アシュレインは噓がわかる。

　指示通り、セラスは近くの柱に寄りかかって俺たちの会話を聞いていた。

　真偽を判断するために。

「否定することで、逆説的に証明してしまったわけだ」

　つまり、

「イヴ・スピードは、禁忌の魔女の居所を知っている」







　俺はセラスと宿に戻った。

「ピユ～♪」

　ベッドの下からピギ丸が出てくる。

　俺は気づく。

「しまった」

　剣を壁に立てかけ、セラスが聞く。

「どうされました、トーカ殿」

　呪術師集団、豹人の血闘士、禁忌の魔女……。

　慌ただしくて意識から抜け落ちていた。

「ピギ丸の食事を持ってくるのを、忘れた」

「ピニュイ～」

　ピギ丸が左右に激しく揺れた。まるで、首を振るみたいに。

　どうも〝大丈夫だよ～〟と伝えたいらしい。

　あごに手をやる。

「久しぶりにアレを使うか……」

　背負い袋から皮袋を取り出すと、セラスが不思議そうな目をした。

「それは……皮袋、ですよね？」

　宝石に魔素を送ると、皮袋が淡い光を発する。

「これはな、俺がこことは違う世界の人間だと証明する手段の一つだ」







「モッキュキュ～♪」

　食べ終えたピギ丸が薄ピンク色になる。

　今回出てきたのはチーズタルト。

　半分はピギ丸が平らげ、残りは俺とセラスで分けた。

　ピギ丸がそうしたいと意思表示したからだ。

　このスライム、やはり気の回し方が尋常ではない……。

「焼いた硬めのパン生地と……これは、チーズですか？」

　くんくんニオイを嗅ぐセラス。異世界にチーズタルトはないのか……。

　ちょっと警戒気味にセラスが口に含む。

　俺も口に入れた。

　少し硬めのクッキー生地。濃厚で甘い味つけのチーズ部分。

　チーズには適度な硬さの歯ごたえ。ほんのりとレモンの風味が続く。

　周りのクッキーとそれらが口の中で合わさっていく……。

　この濃い目のクリームチーズがまたウマい。クッキー生地との硬軟の食感も楽しい。

「……っと、クッキー生地をベッドの上にこぼさないようにしないとな」

　まあ、いざとなればピギ丸が掃除してくれるが。

　食べ終えたセラスが頰を押さえた。

「――おい、しい」

　目が点になっている。

「トーカ殿っ」

　力強い語気。セラスがベッドに膝をつき、顔を先頭に上体を押し出してきた。

「これはなんなのですか？　あなたの世界では、一般的な食べ物なのですか……っ？」

「……そうだが」

　なんだこの前のめり感は。まるで俺を押し倒す勢いだ。

　ハッとしてセラスが素早く身を引く。

　咳せき払ばらいし、服の裾を上品に直しながら彼女は姿勢を正した。

「し、失礼を」

「異世界の食べ物がお気に召したのか？」

「……はい、頰が緩むほどの美味でございました」

「もっと食べさせてやりたいところだが、残念ながら俺の意思で同じものは出せないんだ。何が出てくるかは俺にもわからなくてな。また使えるようになるまで、時間もかかる」

　差し出した皮袋をセラスが受け取る。

「勇者の異界道具、ですね？」

　一応ユニークアイテムの存在も知られているらしい。

　俺は、皮袋の効果を説明した。

「そいつがなければまず廃棄遺跡からの生還はなかった。あそこには、食料や水がなかったからな」

　今回、飲み物は出てこなかったが。

「初めて耳にする異界道具です……基本、勇者のステータスを高める装具と聞いていましたので」

　チーズタルトの包装を手に取り、つぶさに観察するセラス。

「これは、透明な袋……？　記されているのは――文字、ですか？　一体、どんな材料と製法で作られているのでしょうか……？」

「俺たちの世界の特別な技術だ。その技術は、企業とかが持ってる。俺じゃ作れない」

「ほほぅ……キギョーですか」

　セラスは物珍しそうに観察を続けている。

　読み通り包装紙は異世界人の証明として使えそうだ。

「トーカ殿」

「ん？」

「綺き麗れい、ですね」

　ビニールの包装を綺麗と感じるのか。

　片や俺は、ハイエルフを見て綺麗だと感じた。

「自分の世界にないものほど、美しく映るのかもな」

　まあ……セラスの場合、ハイエルフというだけではない気もするが。

　俺は、ピギ丸を抱いてベッドに座った。

「さて、今後の方針を考えるか」

　禁忌の魔女の居所。大体の場所だけでもいい。

　わかれば相当な時間短縮になるはずだ。闇雲に捜すより、何倍も。

「あの血闘士から情報を聞き出す手があるといいんだが」

　スキルでの解決は難しそうだ。

　眠らせたあと催眠術をかけて吐かせる。

　そんな芸当ができるのなら別だが……。捕まえて拷問は今のところ選択肢にない。

「イヴ・スピードがどこぞのヴィシスクソ女神みたいなクソッタレなら、話は早かったかもな」

「ひとまず彼女の情報を集めてみますか？」

「そうするか」

「彼女がどういう目的を持った血闘士かがわかれば、方針も立てやすくなるかと。金銭目的で望んで血闘士を続ける者、生き残りを最優先にしつつどこかの傭よう兵へい団だんから引き上げられるのを待つ者、得た賞金で所有者と折り合いをつけて自由の身を買う者……血闘士も様々と聞きます」

「目的によって交渉のやり方も変わってくる、か。効果的な交渉材料が見つかれば、利用していきたいところだな」

　禁忌の魔女の居所は知りたいが、あまりモンロイに長居もしたくない。

　短期間で済ませたいところだ。

「……セラス、改めて聞きたいことがある」

「なんなりと」

　俺には一つの案が浮かんでいた。さっきのセラスの説明で気づいた。

　どんな血闘士にも一つ共通点がある。

　イヴの状況にもよるが……意外と、解決は早いかもしれない。

「血闘士が命の次に優先するものって、なんだ？」

　時に、命を懸けてでも得ようとするもの。

「大半はお金かと。望んで血闘を行う者の目的もお金ですし、傭兵団に引き上げてもらいたい者や、足を洗いたい者にしても、お金さえあれば基本は所有者から〝自分の身を買い戻す〟制度を使えるわけですから」

　血けつ闘とう士しは金で自由の身を買える。モンロイの血けつ闘とう場じようにはそんな制度があるという。

　いわゆる〝上がり〟というやつだろう。

　この制度のおかげで血闘士になりたがる奴隷も多いのだとか。

　束縛された身分から抜け出せるかもしれない。そんな一いち縷るの望みを抱ける。

　結果、血闘時のモチベーションは上がる。

　すると血闘が盛り上がる。必然的に見せ場も増える。

　客は喜ぶ。話題になって、客が客を呼ぶ。

　運営側にとってもメリットのある制度といえる。

「ただし血闘士が〝自由の身〟を買うには、やはり莫ばく大だいなお金が必要になるようです」

「莫大な金、か」

　懐に手を潜り込ませ、俺は青せい竜りゆう石せきの入った小袋を握り込んだ。

「目立つからなるべく避けるべきとは、思うんだが」

　……ちょうど〝莫大な金〟を得るのにうってつけの換金物が、手もとにあるんだよな。







　◇【セラス・アシュレイン】◇




「――よし、と」

　衣類を放り込んだ編み籠を抱え、セラス・アシュレインは宿の洗い場を目指していた。

　一階の裏手に回ると、せり出した屋根のついた小屋がある。

　そこがこの宿の洗い場だ。

（ここでしたら、女性客でも気持ちよく利用できそうですね）

　ミルズの宿の洗い場は清潔感に欠けていた。

　見渡すと、この宿は乾かしている洗濯物も敷布類しかない。

　洗った衣類は宿泊部屋の室内で干すのだろう。

　ひと気はない。のびのびした気分で、セラスは洗い場に足を踏み入れた。

　手短に準備を終え、置いておいた籠から衣服を取り出す。

　自分の分をサッと終えると、次は、傍そばに掛けておいた男物の衣類に手を伸ばす。

　手に取ったあと――暫しばし、その衣類を見つめる。

（トーカ、殿の）

　ついでだからと、実は本人の了解を得ず持ってきてしまった。

（思えば……）

　異性の衣類を洗うのは初めてだ。

　と、その時だった。

　ふと魔が差したとでも言おうか。

　セラスは不意にスッと通ったその小さな鼻先を――トーカの衣服に、うずめた。

　たおやかにまつ毛を伏せ、持ち主の姿を脳裏に思い浮かべる。

　まぶたを閉じ、セラスはその名を心の中で呼んだ。

（トーカ殿……）

　経験したことのない不思議な感覚が、身体からだの中を緩やかに駆け巡る。

　まるで、自分の中に彼の要素がまじり合っていくような感覚。

（ニオイだけで――こんなにも、他者を感じることができるのですね……）

　セラスの内にはしばらくの間、奇妙な感情が強く留とどまっていた。

　それは、安心感と微かすかな興奮の入りまじったとても不可思議な感覚で――

　閉じていた目が、パッと開かれる。

（――馬鹿、なッ）

　セラスは慌ててトーカの衣服から顔を離した。

　両頰がみるみる熱くなっていくのを感じた。心臓がドクドクと、鼓動を速めていく。

（……私は、何を？）

　視線を辺りへ右往左往させる。

（誰にも見られていない、ようですね……）

　胸にジワリと安あん堵ど感かんが広がる。緊張が緩み、肩から力が抜けていく。

　手の甲を口もとに添えたまま、彼女は、暫し硬直状態になっていた。

（なぜ、このような……）

　自分自身への驚嘆を隠せない。

　吸い寄せられたかのように、彼の衣服のニオイをなぜか嗅いでしまっていた。

（いくら好意を寄せている相手、とはいえ……）

　あまりに恥ずべき行為。続いて胸へ押し寄せてきたのは、自責の念。

（なんて――卑ひ怯きようで、卑劣な……）

　瞬間、

「ちょっと、いいか」

　驚きのあまりセラスの身体は、ピンッと跳ね上がった。

「ひぁっ――申し訳ございません！」

「……なんで謝る？」

　いつの間にか、なんとトーカが洗い場に姿を現していた。

　跳ね上がった心臓が一層、心音を加速させていく。

（いつから……ッ？　トーカ殿は、い、いつからいたのですか……ッ？）

　焦点が定まらず、思考は混乱の極みに達しかけていた。熱で耳がチリチリする。

「すみません、い、いらっしゃったことに気づかず……突然背後から声をかけられたもので、驚いてしまいまして」

「悪かったな」

「あ、いえ…………その、こちらにはいつ……？」

　背中越しでよかった、と思った。

　今は振り向いて顔を直視できない――罪悪感と、自責によって。

「ん？　ああ、ついさっきだ。来てみたら何やら口もとに手をやって固まってたが……嫌いな虫でもいたのか？」

「――は、はい」

「……ま、詳しくは聞かないでおくさ」

　軽く肩を竦すくめるトーカ。

　今の反応――多分、噓うそだと見透かされた。追及しないのは、彼なりの優しさだろう。

「と、ところで私に何かご用でしたか……？」

「俺の衣類がなくなってたから……一応、確認に」

「あ――申し訳ありません、勝手かと思いつつ、私のものと一緒に洗ってしまおうかと思い……」

「だったらいいんだ。……って、俺の分も頼んじまっていいのか？」

「そこはどうかお気になさらず。あなたには返さねばならぬ恩義がまだまだありますし、洗うのは慣れていますから」

「洗濯なら俺も慣れてるし……洗い物は当番制にするか？　まあでも……男に衣類を触れられるのには抵抗あるだろうから、個々人で別々に洗うようにした方がいいか」

　ふと〝トーカ殿〟と呼びかけて思い直す。

　一応ここは〝二人きり〟とは言い難い空間。

　トーカも〝セラス〟と口にしていない。

「あなた――でしたら、私は気にしませんが……」

「そうか？　なら……ひとまず当番制にするか。その方がフェアだしな」

　セラスは、つと疑問を覚えた。

　自分の衣類に対し彼は何一つ思うところがない様子だ。

　やはり自分のように不意の誘いに惑わされたりはしないのだろうか？

　なんというか……彼は恐ろしいほど自制心が強く映る。

「あの、一つお聞きしたいことが」

「なんだ？」

「あなたは誘惑に強いのですか？」

「……なんの話だ」

「あ……いえ、その……」

　言い淀よどむセラス。すると、トーカはあごに手をやって少し考え込んだ。

「そうだな……今は、強い状態かもしれない」

「今は強い、ですか？」

「ああ」

　口の端を歪ゆがめるトーカ。攻撃的に歪むその口端からは、白い歯が覗のぞいている。

「今は何よりも復ふく讐しゆうが最優先だからな。他のことへ意識が向きにくくなってる気はする――ある意味、呪縛だな」

「呪縛……」

「ただ、その復讐さえ済めば他のことにも意識が向くようになるだろ。それまでは……ま、呪われてるみたいなもんか」

「その、呪い――」

　胸元に抱えていたトーカの衣服をキュッと抱き締める。

「早く解けるよう、私も全身全霊をもって協力いたします」

　フン、と鼻を鳴らすトーカ。

「ああ、頼りにしてる」

　恥じらいと嬉うれしさの混在した微笑ほほえみで、セラスは応えた。

「はい、我が主あるじ」







　◇【三森灯河】◇




　セラスが精せい式しき霊れい装そうの姿に変身する。宿の室内で。

　いつ見ても魔法少女の変身シーンみたいだ。

　もちろん、演出用の振りつけなどないが……。

　さて、なぜセラスはこんな場所で精式霊装を身に纏まとったのか？

「この状態での勘が、鈍りますので」

　と説明された。

　自身の最大パフォーマンス時の動きを鈍らせたくない――そんなところか。

　部屋には俺、セラス、ピギ丸の三名だけ。

　窓も閉め切っていて、さらにカーテンを引いている。

　ドアも鍵を掛けてある。……少し、空気はこもるが。

　幸い両隣の部屋も空いている。

　他にもし人の気配があればピギ丸が教えてくれる。俺もそこは気をつける。

　なので、ここで正体バレを意識する必要はない。

　セラスが剣を抜き、素振りを始める。

〝素振り〟という単語から俺がイメージする動きとは、違う感じだ。

　たとえば〝演舞〟と呼んだ方が似合いそうだ。

　華麗な剣けん捌さばき。多分、脳内で想定した相手と剣を交えている。

　動きには緩急があった。長い髪が遠心力によって流され、布地がそれに合わせて翻る。

　当人は真剣そのもの。

　俺は壁に背をあずけて腕を組み、その様子を眺めていた。

　声をかけるのはよしておこう……邪魔をすべきではない。

「――――――――疾シッ」

　空を切る刃。

　斬ったのは空気。が、まるで質量を持った何かがそこにいるみたいだ。

　動きの全体像にリアリティがある、とでも言えばいいのか。

「ん？」

　俺の足元の脇にポヨンッと座って（？）いたピギ丸が、

「プユッ、プユッ、プユッ」

　セラスの動きに合わせて、左右斜めにキビキビ身体を振っている。

　……自分も特訓している感覚なのだろうか？

　剣を振るセラスの身のこなしは、流麗という表現がふさわしい。

　あれなら、つい見み惚とれて動きの止まる者がいても誰も責められまい。
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　門外漢なので偉そうには言えないが、空間の使い方も見事と言っていい。

　室内がそこそこ広いのもあるが、彼女は限られたスペースを縦横無尽に使用していた。

　汗ばむ白い肌から時おり汗が弾はじけ飛ぶ。飛散する汗は、俺の頰にまで届いた。

　その集中力は凄すさまじい。

　付着した汗を袖で拭いつつ、俺はそのままセラスの動きを眺めていた。

　……やっぱりシビトが敵として期待を寄せただけはある。

　ステータス補正値では埋まらない溝。

　培われた戦闘技術。俺にはないものだ。

　セラスの肢体の放つ熱によってやや暑さを覚える頃、自主特訓は終わった。

　剣を立てかけたのを見計らい、手にしていた白布をセラスへ放る。

「ほら」

「あ――すみません、ありがとうございます」

　薄うつすらと火照る白はく皙せきの首筋。そこに煌きらめく珠汗が浮いていた。

　張りついた髪をのけ、セラスは手にした布でその汗を拭う。

「――ふぅ」

　呼吸を整えるセラス。

「氷の精霊の力で部屋の温度を下げたりとかできないのか？」

　苦笑するセラス。

「できなくは、ありませんが」

「わかってる。冗談だ」

　精霊の力。使わないに越したことはない。

　睡眠欲の対価の件もあるが、セラス自身に負荷もかかる。

「今回の分は終わりか」

「はい。鈍っていないか確認できればよい、という程度ですので」

「その……近接戦闘ってのは、何か簡単なコツとかあるのか？」

　頰を拭うセラスが、察した反応をする。

「近接戦闘にご興味が？」

「けど、本格的にやるなら特訓を習慣化しないとだよな？」

「そうなりますね……一朝一夕で身につくものではありませんから」

　今の俺の近接戦闘は、ステータスによるゴリ押し感が強い。

「スキルに頼りすぎってのもな……いざという時に、必要になるかもしれないし」

「――承知しました」

　布を畳みベッドに置くと、セラスが近寄ってきた。

「武器の構え方、それに伴う重心の入れ方……そのあたりが適切ですかね」

　セラスが薄い笑みを浮かべる。

「どうした？」

「いえ……聖騎士団長時代にも、こうして騎士団員に指導していました。ふと、それを懐かしく思いまして」

　女だけで構成された例の聖騎士団か。

　ま、セラスは面倒見もよさそうだしな。好かれていたのは容易に想像がつく。

　思い出に浸ったあと、元聖騎士団長は表情を引き締めた。

「では――」

　足を揃そろえ、俺の前に立つセラス。

「私を、襲ってください」

「――わかった」

　おそらく、襲いかかられた時の対処法を教えるのだろう。

　と、

「あ、いえそのっ――」

　慌てて、セラスが言い足す。

「襲えとは言いましたが、あくまで〝暴力を用いて私を倒そうとしてください〟という意味の〝襲う〟でして……ッ」

「言われなくてもわかってる。それじゃ、行くぞ」

「……ッ、――――はい、いつでもどうぞ」

　セラスが再び表情を引き締める。

　……目つきと表情だけで軽い威圧感がある。

　何かと敵対した時のセラスは、ああなる。

「全力でお願いします。攻撃の狙いは私のこの左頰で……当たった場合、多少腫れるくらいは想定しています。そこはどうか、ご心配なく」

　俺は一つ頷うなずく。それから――床を踏み込み、殴りかかるようにして前へ出た。

　腰を捻ひねってこぶしを繰り出す。

　速度は乗せたが、力はさほど込めていない。

　が、頰に当たれば腫れるくらいはするだろう。

　それはそれでやはり、少し気が引け――

　パシッ、グイッ！

「――――、…………ッ」

　殴りかかったこぶしは、ほんの数瞬の間に捻り上げられていた。

　前方に立っていたセラスは今、俺の後ろに立っている。

　手首から肩にかけて、鈍い痛みが感じられた。




「こうしますと、最小限の動作で相手の動きを封じることができます」

「……すごいな」

「もう少し動きを封じたい場合は、このように――」

「ぐ、ぅ……っ」

　背後からセラスが身体からだを密着させてきたと同時に、鈍い痛みが増した。

　フリーだった左腕が摑つかまれ、後方へ引っ張られている。

　さらに左腕も捻り上げられており、ねじれと圧迫感を同時に覚える。

　これで、両手が完全に封じられた。抜け出そうと力を込めようとしても、

「力が、上う手まく入らない」

「はい、そうなります」

　不思議なことに、腰にも力が入らなかった。

　相手を殺傷せず無力化する技、か。格闘技とかに近い技術だろうか？

　短く、ふぅ、と呼吸を整えるセラス。

「この技なら武器も不要ですし、深い傷を与えたくない相手にも使えます」

　声の調子が少し柔らかさを取り戻していた。なるほど、

「ステータスが上がっても、これは確かに覚えられないな」

「ある程度の反復は必要ですが……これでしたら、短い日数でも私が手取り足取り指導すれば……すれ、ば……、――ッ！」

　バッ！

　突如セラスが拘束を解き、飛び退のいた。

「すみません――汗を搔かいた状態で、密着してしまって」

　セラスが、自分の二の腕あたりを控えめに嗅ぐ。

「……こう距離が近いと、汗くさいかもしれませんし」

　後半は声が小さくなっていた。

　あえて気にしないで指導しているものと思っていたが……。

　鈍かっただけらしい。

　それにセラスの体臭は薄い。……不快に思うニオイでもないしな。ただ、

「密着に抵抗があるなら、形だけ教えてくれればいい」

「と、トーカ殿は今のような感じの指導で……大丈夫でしょうか？」

「俺の方はな。細かいことは気にせず真剣にやるつもりだ。それより、あんたの方はどうなんだ？」

　こういう場合は、むしろセラス側の意思確認の方が大事だろう。

「もちろん私の方は、問題ありません……ッ」

「なら問題ないな。それじゃあ――続けてくれるか？」

　無料タダで戦闘技術を学べる。短い期間で基礎を覚えられる。

　こんなにもありがたい機会はない。俺としては活用すべきだ。

　セラスは胸を撫なで下ろすと、乱れた呼吸を整えた。

「では、次へ行きましょう」

　俺も気を入れ直す。

「――ああ、頼む」







　今、セラスはベッドの上で眠りについている。

　規則正しい寝息。ゆっくり上下する胸。

　寝顔は穏やかだった。

　先ほどセラスに【スリープ眠性付与】をかけた。

　精霊への対価で眠れそうになかったが、今夜の彼女には疲れがうかがえた。

　なので、提案して【スリープ】で眠らせた。

　疲労具合を見てスキルで眠らせる。これができるのは大きい。しかし、

「…………」

　俺に眠らされるのを微み塵じんも警戒していない。

　スキルによる睡眠は俺が解除しない限り決して目覚めない。

　何をされても、起きることができないのだ。

　セラスもそれを承知している。

　……あの血けつ闘とう士しは、俺をお人ひと好よしだと言った。

「ん、ぅ」

　寝返りを打つセラスを眺めながら、俺は呟つぶやく。

「本当のお人好しってのは、こういうやつのことを言うんだよ」

　お人好し。

　真っ先に思い浮かぶのは叔父夫婦。

　次に思い浮かんだのは、クラスメイト。

　カーテン越しに窓の外を見やる。

　鹿か島しま小こ鳩ばとと十そ河ごう綾あや香か。

　あの二人は今どうしているだろうか……。

　俺はそれから、眠らずに起きていた。

　もう夜も深い。床に座り『禁術大全』のページを捲めくる。

　傍らには禁術製道具を作るための器具を置いてある。灯あかりは、小型ランプのみ。

　と、背中越しに衣きぬ擦ずれの音がした。

　そうか……もう【スリープ】の効果が切れる時間か。

「まだ起きておられたのですか、トーカ殿？」

　音には気をつけていたつもりだったが。

「悪い。うるさかったか？」

「あ、いえ……音や光で起きたわけではありませんので。その――」

　言い淀よどむセラス。声に躊躇ためらいがあった。

　……ああ、なるほど。

　振り向く。

「言わなくていい。それと――」

　敷布を手でのけつつ上体を起こしているセラスは、薄着も薄着だった。

　ランプの小さな暖色が露あらわになった肢体を淡く照らし出している。

　太ももの傍らでは、脱いだ上着がしおれた状態で丸まっている。

　視線を再び『禁術大全』へ戻す。

「途中で誰かに見られてもいい恰かつ好こうはして行けよ。それと……顔を変化させておくのも、忘れないようにな」

「――ぁ、すみませんっ……はい、変化の方も忘れぬようにします」

　せわしなげな衣擦れの音が続く。慌てて着衣を整えているようだ。

　意図せず露出姿を披露するハメとなったセラスから伝わるのは、恥じらい。

　寝起きでぼんやりしていて今の自分の姿にまで気が回らなかったらしい。

　ページを一つ繰り、言う。

「やっぱり部屋は、分けるべきだったか」

「いえ、同室を了承したのは私ですから。こういった、その……予期せぬ事態が起こるのも覚悟していました。それに……今のは恥ずかしながら、気が抜けていたというか、私の不注意が招いたものですし――」

「セラス」

「は、はい」

　ドアの方を指差す。

「起きた理由を考えると、その……行かなくていいのか？」

　……直ちよく截せつ的な指摘は、さすがに控える。

「ぁ――――」

　セラスはベッドから出ると、顔を変化させた。

　そしてなぜか俺に一礼し、足早に部屋を出て行った。

　足音が遠ざかっていく。

　やがて室内には静けさが戻ってきた。今はピギ丸もおとなしい。

　パラッ

　ページを繰るそんな音すら、鮮明に聞こえる。

「…………」

　静かな夜は不思議と落ち着く。昔は、夜は不安で眠れなかった。

　夜通しビクつかなくてよくなったのは、叔父さんたちと暮らし始めてからだった。

　……ビクつくといえば、セラスも同じだったはずだ。

　逃亡者として身を隠す生活。

　俺と違うのは、名や顔が広く知られている点か。

　有名歌手や芸能人が身を隠しながら移動する感じだったのかもしれない。

　掛け布の捲めくれ上がったセラスのベッドを見やる。

　一人旅をしている頃よりは、眠れているようだ。当人もそう話していた。

「――蠅はえ王おうと姫騎士、か」

　主従関係。

　立場の上下があるからこそ無用な重圧は与えるべきではない。

　むしろ主あるじは、安あん堵どを与える存在でなくてはならない。

　むしろ主は、奮起を促せる存在でなくてはならない。

　そして三み森もり灯とう河かは、主の役を演じなくてはならない。

　演技は、得意だ。

「……それに」

　ページを繰る手を、止める。

　なんとなくだが……セラスも、自分の役割を演じようとしている。

　懸命に俺の〝剣〟たらんとしている。

　強く意識して〝従〟の役割を演じている――そんな気がする。

「俺としては、ありがたいことだけどな……」

　反面、セラスがある種の本心を押し隠しているのもわかる。

　彼女の寝ていた空っぽのベッドをジッと眺める。

　空っぽの空間に向かって、俺は言った。

「色んな感情を抑えて接してくれてるのには、感謝してるさ」

　視線を紙面に戻す。

　しばらくすると、セラスが戻ってきた。

　室内に入った彼女が後ろ手にそっとドアを閉める。

「トーカ殿は、まだお眠りにならないのですか？」

「ん？」

　セラスが、わざとらしく咳せき払ばらいする。

「あなたは私に眠りの重要性を説いたのですよ？　説いた当人が寝不足では、いくらなんでも格好がつかないかと」

　ページを、繰る。

「睡眠が必要だと感じたらしっかり寝るさ……どんな生き物でも、寝不足は悪でしかないからな」

　逆に言えば熟睡は正義だ。この点においては、正義と悪の関係性は絶対と言っていい。

　指で眉根を揉もむ。

「といっても、眠れない夜ってのもあるんだよな……」

「――わかります」

　頷うなずいて同意を示すと、セラスは自分の荷物のところへ向かった。

　そして中身をゴソゴソしだす。それから戻ってきて、俺の傍らに膝をついた。

　彼女の手もとには数本の小瓶があった。中には刻まれた葉っぱらしきものが見える。

　セラスは蓋を開けると、その中身をてのひらに出した。

「これは、薬草の一種でして」

「寝入りがよくなる、とか？」

「ふふ、お察しの通りです」

「いくつか種類があるんだな……微妙に色合いが違う」

　もう片方の手で別の瓶を摘つまみ上げるセラス。

「はい。この薬草は色こそ似ていますが、あちらとは逆でして……この薬草を飲むと精がつき、気を昂たかぶらせる効果があると言われております」

　言ってから、セラスは気まずそうに俯うつむいた。自省の雰囲気を発し始める。

「――失礼しました。ご不快でしたら、申し訳ありません……その、決して他意はありませんので……」

「わかってる。それに、不快感は持ってない。にしても――」

　薬草か。

「アレに混ぜて飲むと、いいかもしれない」

　俺は荷袋から、コンソメスープの素もとを取り出した。

　これは旅の途中で魔法の皮袋から転送したものだ。

　保存がきくので、取っておくのもアリかと思っていたが……。

「待ってろ」

　俺は立ち上がり、共同の階下の炊事場で早速お湯を沸かしてきた。

　借りた鍋で温めた湯。これを、こちらも借りてきた椀わんに分ける。

　そこへコンソメスープの素を投入。木製スプーンで、かき混ぜる。

　セラスが生唾を吞のむ。

「よい、ニオイです……」

「シンプルだけどウマいんだよ、これ」

　湯気を伝って鼻の奥に広がる独特のニオイ。

　こんな時間に嗅ぐせいか余計に食欲を刺激してくる。

　……しかしセラス、わくわくしすぎだろ。

「薬草を入れる前に、ひと口飲んでみるか？」

「――是非」

　セラスがスープを口に含む。軽快に喉を鳴らし、スープは彼女の胃へと向かう。

　頰に手を当てるセラス。独り言のような「美お味いしい」が、続いた。

「味の加減が、絶妙です」

「絶妙か」

「はい、絶妙です」

　セラスが、包装の袋を物珍しそうに摘まみ上げた。

「この粉を湯に入れるだけでスープになるのですか……旅の最中や戦時の携帯食としても、優秀に感じます」

「ところで……薬草の方も、そろそろお願いできるか？」

「ぁ――はい、ただいま」

「何か手伝うことは？」

「このくらいでしたら、私一人で問題ありませんよ」

　適量を量りつつ、セラスが薬草を振りかける。

「あ――しまった」

「…………」

　力加減を誤って最初の一杯がドバッと入ってしまうハプニングこそあったが、

「できました」

「……量をミスった方は、俺が飲もうか？」

「いいえ、これは私が飲みます。どうか、この責任だけは取らせてください」

「わかった」

　というわけで、俺は適量の方を飲むことにした。

　薬草入りのスープ。口に椀を近づけ、そっと啜すする。

「ずず……ごくっ――」

　ピリッとする感じ。山さん椒しようとかに似ているだろうか？

「量を誤ったので濃いかもしれませんが……やはりこれを飲むと、スッとしますね」

　飲み切った後、俺は椀を片手に眉根を寄せる。

「スッとする？」

　感想は、マチマチなのか？

「トーカ殿は違いますか？　この薬草ですと普通は……、――ッ!?」

　セラスが、青ざめた。彼女は急いで小瓶を確認する。……まさか。

「間違えたか」

「はい」

　まさかあのセラスがこんなお約束をしでかすとは。

　一杯目の分量をセラスは誤った。

　そして二杯目。一杯目の失敗直後のせいで彼女は動揺していた。

　その動揺の影響で、よく手もとの瓶を見ずに投入してしまったのだろう。

「トーカ、殿」

　気遣わしげな目つきのセラスが胸に手を当てて、俺を見た。

　申し訳なさそうな雰囲気が染み出している。

「その、本当にすみません……眠りに入りやすい薬草とは真逆のものを……」

「いいさ。おかげで今夜は、こいつをもう少し読めそうだしな」

『禁術大全』を掲げてみせる。……そうだ、強がりだ。

　心臓の脈動は異様に速くなっているし、身体からだも熱い。神経も興奮状態にある。

　……まいったな。

　気が、鎮まりそうにない。

「気が鎮まらないようでしたら、その――何か、私にできることはあるでしょうか？」

　わかっていて、言っているのか。

　何もわからず、言っているのか。

　判断はつかない。

　まあ……いずれにせよ、セラスの出番はない。

「もう寝ておけ。明日は情報収集になる」

「ですが、トーカ殿は……」

「俺も適当に寝ておくさ。というわけで、また【スリープ眠性付与】を使うぞ」

　セラスは「お願いします」と言って、おとなしくベッドへ戻った。

「私としては、もうひたすらに申し訳ないとしか……あの、本当に大丈夫ですか？」

　仰あお向むけの状態で、横目で俺をうかがってくるセラス。

「……大丈夫だ。いいから、寝ろ」

「――はい」

　俺が【スリープ】をかけると、やがて規則的な寝息が聞こえてきた。

　ちなみに同対象への連続付与不可のルールだが、クールタイムを置けば問題ない。

　廃棄遺跡の時は効果切れの直後に使おうとしたから、連続付与が無理だったらしい。

　セラスが寝たのを確認すると、俺は『禁術大全』の続きを読み始めた。

「ピユ～」

　今まで黙って部屋の隅に待機していたピギ丸が這はい寄ってきた。

　ポヨッと跳ね、肩にのってくる。

「ん？　なんだ、おまえも眠れないのか」

　眠る概念があるのかすら、不明だが。

「さて、俺はいつ頃眠くなるのか……」

　ま、徹夜くらいの無理はきくだろう。

　俺は『禁術大全』を一度閉じ、天井を仰いだ。

「そういえば叔父さんが言ってたっけ。無理がきくのは、若いうちだけだって」

「ピニ～」

「そういや、おまえっていくつなんだ？」

「ピギ？」

「そっか、わからないか」

「ピギ」

「……ん」

　と――ピギ丸が変形し、俺の側頭部や肩、腰を揉みほぐし始めた。

　なんだか、心地好よくなってくる……。神経の昂ぶりも落ち着いてきた気がする。

　眠れず困っていると察し、どうやらリラックスさせようとしているらしい。

「ピギ丸、おまえな……いくらなんでも、頼りに……なりすぎだろ……」

「ピギ～♪」

　スライムマッサージのおかげか、俺は予想より早く眠ることができた。







　翌朝。

「着替え終わりました、トーカ殿」

　セラスが背後で着替えを終える。

「じゃ、行くか」

　ピギ丸を撫なでる。

「今日も留守番、頼んだぞ」

「ピッ！」

　今日はまず血けつ闘とう場じようへ足を運ぶ。イヴ・スピードの情報を集めるために。

　宿の一階で朝食を終えた俺たちは、外へ出た。

「……ん？　どうした？」

　セラスが自分に呆あきれるみたいに肩を縮めている。

「食べるのが遅く、申し訳ありません」

「気にするな。それより、睡眠の方は大丈夫そうか？」

　セラスの顔の変化能力は精霊の力を借りている。

　対価として差し出すのが睡眠欲。

　昨夜はセラスに【スリープ】をかけた。

　レベルアップで持続時間は増えている。今は、最大三時間まで効果が持続する。

「あれから三時間後に起床しました」

「起きたあとはずっと朝まで？」

「はい、起きていました。対価は支払わねばなりませんから。ですが、払い切るまでまったく熟睡できなかった日々より何倍も調子がよいです」

　確かに声の感じが以前より健康的になった気がする。

　今までセラスは旅の道中でまとまった睡眠を挟めなかった。

　対価を払い終えるまでずっとまともに眠れなかった。

　が、今は【スリープ】で挟める。この違いは大きいだろう。

　少し、ズルをしている気分もあるが。

「ミルズ遺跡の時はヘロヘロだったもんな」

「……そ、その節はご心配をおかけしました」

「けど考えようによっては、あの状態であれだけ動けてたわけだろ？　むしろ、意志の強さを誇っていいんじゃないか？」

　苦笑するセラス。

「我が主あるじは、何かと褒めてくださるのですね」

「基本、褒めて伸ばすタイプだからな」

　血闘場に到着する。場所は大通りから外れた地区である。

　血闘場を目にして最初に連想したのはやはりというか、コロッセウムだった。

　古代ローマ系の物語とかでよく目にするアレだ。

　俺は内部の地図が場外に掲示してあるのを見つける。

　観客席が中心のフィールドをぐるりと取り囲む形状。

　この形はどこであろうと不変なのだろうか。

　血闘場の外の広場では人々が行き交っている。

　場内から空へ歓声が上がった。今も血闘中らしい。

「さて、どうしたもんかな……今日は、イヴ・スピードの血闘は――」

「イヴ・スピードの血闘はないようですね」

　貼り出しの方へ顔を突き出したセラスが、言った。

「そうか」

　ま、現状だと血闘を見ても何か進展するわけでもなさそうだしな……。

「とりあえずその辺の人間にイヴ・スピードの評判やこぼれ話でも聞いてみるか。……ネットのない世界だと、こういう不便さは痛感するな」

　だからこそ物知りなセラスの存在はありがたい。

「ネット、とはなんですか？」

「ん？　ああ、俺のいた世界には世界中の情報を閲覧できる便利な手段があるんだよ。ま、秘匿性の高い情報は閲覧できないらしいけどな」

　とはいえ基礎になる情報はネットで十分集められた。

「誰もが入れる書庫、のようなものですか？」

「少し違うかな」

「ここだとそのネットは使えないのですね？」

「そうらしい」

　スマホは電源すら入らなかったようだし。

　人の往来を眺める。

「ひとまず、基礎情報を固めるぞ」

　豹ひよう人じんに興味津々な王都初心者の田舎者――装うのは、こんなところか。

「二手に分かれますか？」

「そうだな。時間も惜しい」

　昨晩小分けにした硬貨袋をセラスに渡す。

「必要ならこの金はあんたの判断で使っていい。食い物の一つでも奢おごれば口が軽くなるやつもいるだろ」

　血闘場前には屋台も出ている。

「……よいのですか？」

「いわゆる〝経費〟ってやつだな。いや、実のところ俺も経費のことはよくわからないんだが」

　以前、叔父さんが経費の話をしていた。

　仕事で使うお金のことをそう呼ぶのだとか。俺の理解ではそんな程度だ。

　これが〝仕事〟かは、微妙なところだが。

　俺たちはイヴの情報を集め始めた。

　そして三時間ほどが経たったあと、俺たちは再び血闘場の前で落ち合った。

「しばらく姿が見えなかったな」

　途中から、セラスの姿をまったく見かけなかった。

「実は、別地区まで足をのばしていまして」

「そうか」

　判断はセラスに任せてある。彼女のことだ。サボってたわけでもあるまい。

「で、どうだった？」

「さすがは人気の血けつ闘とう士しと言いますか……イヴ・スピードの話となると、冗舌になる者ばかりですね」

　俺の方も同じだった。

　皆、イヴ・スピードの強さについては嬉き々きとして語った。

　人は好きなものの話だと快く話す。おかげで情報は集めやすかった。

　俺たちは気になった情報をすり合わせていった。

　イヴは元々奴隷だったらしい。奴隷商から血闘場へ売られたそうだ。

　さて――イヴが売られた頃、当時の客たちは最近の血闘に飽きてきていた。

　そこで運営は珍しい種族の豹人を投入した。

　すると、初戦から大いに盛り上がった。

　こうして血闘は息を吹き返したらしい。

「三年間、負けなしってのはすごいよな」

「イヴのいる側が必ず勝つので、半年前から団体戦への参加は認められていないそうですよ」

「団体戦の勝敗を決定づけるほど、イヴ個人の能力が高いってことか……しかも、イヴの支持者はかなり多い印象だ。負けを期待してるヤツが、ほとんどいない」

　同じ者が勝ち続けると飽きが出てくるものだが、イヴの場合は少々違うようだ。

「彼女は魅せる戦い方を心がけているのでしょう。多分、観客の望む勝ち方を心得ているのです。皆、彼女が勝つのを見に来ている印象を受けました」

　だからこその人気、か。

「明日がイヴ・スピードの最後の血闘って話はもう聞いたか？」

「はい、私も同じ情報を得ています」

「最後の血闘ってことは、もう自由の身を買えるだけの金をほぼ稼いだわけか……となると、金を提示しての交渉は微妙かもな」

　目を＄マークにするタイプにも見えなかった。

「ただ、気になる情報が」

　セラスが身を寄せてきた。声を潜め、彼女が続ける。

「彼女は、自分の身を買い戻せるだけの金額をすでに二年前に得ているそうなのです」

「ん？　じゃあ、残りの二年間は自由の身になったあとで使う金を稼いでたのか？」

　ま、それもアリか。で、貯蓄もたっぷりできたと。

「ところが、どうも違うようでして」

「どういうことだ？」

「彼女は自分以外の者の身を買い戻そうとしているらしいのです」

「……それで二年間、余分に金を稼いでたのか。どこの誰の身を買い戻そうとしてるかまでは――さすがに、わかってないか」

　セラスがスッと紙片を差し出してきた。

「これを」

　受け取って中身を確認すると、軽い情報と名前が記されていた。

「子ども？」

「このモンロイで奴隷商がイヴと同時期に売り払った子どもとのことです」

「イヴの娘か？」

「いえ、豹人ではないようですね」

「ふーん」

　何か複雑な事情がありそうだ。

「いずれにせよ、金でどうこうできる余地は少なそうか……」

　禁忌の魔女の話をイヴとした時のことを思い出す。

　あの感じ……サラッとしつつ、頑かたくなな印象があった。

　禁忌の魔女に恩義でもあるのかもしれない。

　話させるには、それ以上の恩義が必要か。

　俺は思案する。

「さて、何を交渉材料にしたものか……」

　先ほど話に出てきた娘を買い戻す金。イヴはそれを、すでに稼ぎ切っている……。

　これはもう、イヴをスルーして魔群帯入りすべきか？

　あるいは――自由の身になったイヴを、護衛として雇うか。

「あの、もう一つお耳に入れておきたい話が」

「…………」

　なんだ、このセラスの情報量は。俺が集めた量と比較にならないぞ。

「その前にいいか？　今の情報、どうやって得た……？」

　躊躇ためらいがちにセラスが答える。

「情報屋を、使いました」

「情報屋？」

「ミルズにはなかったようですが、モンロイのような大規模な都市であれば表に出ない情報を扱う情報屋がいるものです」

　それで、別地区へ行ってたのか。

　青せい竜りゆう石せきの換金先の心当たりといい、こういうところはあなどれない。

　そういえば、騎士団の団長とかやってたんだよな……。

　日頃から情報屋を使って裏情報を得たりしていたのだろうか？

「〝薄暗い場所〟のことは姫さまから学びました。宮廷内も策謀渦巻く時代があったと聞きます。姫さまはそういった裏世界の者も巧みに使い、己の身を守っていたそうです」

　汚れ仕事を取り扱う裏の世界。

　この世界では〝薄暗い場所〟と呼ぶようだ。

　なるほど。セラスが精通している理由は、仕えていた姫さまの影響だったか。

「一人で黙って情報屋に足を運んだことについては、申し訳ございませんでした。ただ、自分たちの存在を知らない者が同行するのを彼らは極端に嫌いますので……」

「判断はあんたに任せてあるから、そこを気に病む必要はない。ちなみに、その知ってるか知ってないかってのはどこで判断するんだ？」

　純粋に興味が湧いて聞いてみる。

「私は彼らの〝作法〟を知っています。その〝作法〟は情報屋の〝客〟でなければ身につかないものです。そして〝作法〟は〝客〟の証明になります。付け焼刃の〝作法〟は、彼らも簡単に見抜きますから」

　わかるヤツにだけわかる暗号みたいなものか。秘匿性を徹底している集団らしい。

　セラスが一人で行った理由もわかった。俺は〝作法〟とやらを知らない。

　同行していたら情報屋を無闇に警戒させてたかもしれない。

「しかし、情報屋を使うことくらいは伝えるべきでした……申し訳ございません。あの、それと――」

　セラスが恐る恐る何か差し出してきた。それは、空の小袋だった。

「いただいたお金はすべて情報を得る代金に使ってしまいました。その……彼らに対して値切りの交渉は悪手でして」

「それは問題ない。おかげで貴重な情報が得られたんだしな。むしろ俺が礼を言う側だ」

　ホッとした顔をするセラス。

「我が主あるじは、やはりお優しいですね」

　……普通に考えてここで叱りつける道理はないだろ。

「で、もう一つの耳に入れておきたい話ってのは？」

「はい、それなのですが――」

　セラスは神妙な面持ちになった。

「過去に最強と謳うたわれた血闘士の大半が最後の試合で死亡している話は、もうご存じでしょうか？」

「ああ、その話は俺も聞いた」

　最後の試合で大半が敗北を喫している。だからこそ最後の試合は盛り上がるそうだ。

　生き残るか、否か。

　超低確率の生存率。まるで廃棄遺跡だ。

「けど、それは最後の試合だからこそ一筋縄じゃいかない相手をぶつけてるだけなんじゃないのか？」

　それくらいなら表に出せない情報ではない気もするが。ところが、

「どうも、それだけではないようでして」

　セラスが周囲をうかがう。次いで、彼女はさらに身を寄せてきた。

　少し伸びあがって俺の耳もとに口を近づけてくる。

「血けつ闘とう場じようを運営している公爵家の一つが、血闘士にとって不利になる行為を試合の日に行っているようなのです」

　それは決して褒められた行為ではない。

　否、卑劣とさえ言える。血闘士の希望を不当に踏みにじる行為だ。

　が、それを俺は――

「ふーん」

　好機かもしれないと、捉えてしまった。自分がクズだとつくづく自覚する。

「糸口は、そこにあるかもな」

　セラスが首を傾かしげつつ疑問符を浮かべる。

「ですがなぜ、晴れの舞台である最後の血闘でそのような工作をするのでしょうか？」

　最後の血闘を人気の血闘士が勝利で終える。

　間違いなくハッピーエンド――そう、血闘士にとっては。

　が、残された血闘好きの客たちにとってはどうか？

「客を呼べる血闘士が去ったあとは、次の人気者が必要となる。さて……一夜にして次の人気者を作るなら、どうするのが効果的だと思う？」

「あっ」

　セラスも思い至ったようだ。

「そうだ。人気の血闘士を殺した者は一気に〝次の人気者〟へと駆け上がる」

　最高の形での〝世代交代〟。

　運営側は次の客寄せニユーヒーローを用意したい。

　人気者の最後の血闘を、利用して。

「客寄せとして大して優秀じゃなかったヤツは、そのまま勝たせて自由の身を与えてたんだろう」

　自由の身を得た者もいる。

　ゼロではない。ここが重要だ。

　少数ながらも成功例を示す。

　ここに生まれるのが〝希望〟というまやかし。

「ただしイヴ・スピードは無敗の王者。人気も絶大。その人気を超える人気者を作り出すなら――」

「ほぼ確実に運営側は、最後の血闘で彼女を殺しにくる……次の人気者を、作り出すために」

「そういうことだ」

　イヴ・スピードを殺した者が得るのは、無敗殺しの称号。

　翌日にはイヴのいた座に腰を据える。

　納得し切っていない顔をするセラス。

「しかし、彼女は血闘好きの市民に人気なのですよね？　皆、彼女が勝つ姿を見たくて足を運んでいる……ならば、彼らが望むのは最後に勝利を摑つかんで自由を得たイヴ・スピードの姿なのでは？」

　セラスの人間観では、そうなるか。

「残念ながら、そいつは違うだろうな」

「ど、どういうことですか？」

「血闘場に集まる客たちが好きなのは〝自分たちを楽しませてくれるイヴ・スピード〟だ。客たちは別に、イヴ・スピード本人を好きなわけじゃないと思うぞ」

　その二つは似ているようで違う。

　血けつ闘とう士しでないイヴ・スピードは、彼らにとって無価値に等しい。

　客たちはイヴの〝血闘〟を見たいだけなのだ。

「な、なるほど……血闘を好む客であれば、言う通りな気がします……」

　作者の生み出す作品は好きだが、作者本人が好きなわけではない。

　作品を生み出さない作者に価値はない。興味もない。

　そういう価値観に近いだろうか。

　接着レベルで身を寄せていたセラスから少し身を離し、俺は話を切り替えた。

「まあ、重要なのはそこじゃない」

　重要なのは一つ。

「運営側にいる公爵とやらはまず間違いなく、明日のイヴの血闘でなんらかの工作を仕掛けてくる」

「つまり明日、私たちがそれを喰くい止めるのですね？」

　セラスは乗り気のようだ。心情がイヴ側に寄っているのだろう。

「いや、そのつもりはない」

「え？」

　血闘場を見る。

「ご丁寧に――わざわざ明日を待つ必要も、ないだろう」







２．豹人と、少女




　日も暮れかけた頃、血闘場を出る豹ひよう人じんの姿を確認する。

　懐中時計に視線を落とす。

　――情報通りに出てきた。

　午前中の情報収集。

　俺は俺でセラスとはまた別の情報を得ていた。

　イヴ・スピードはこの時間に外出する頻度が高い。

　血闘場の衛兵からその情報を手に入れた。

　ただ、気がかりもあった。

　大事な血闘の前日に出歩けるのか。もしくは、イヴ自身に出歩く気があるのか。

　それが気にかかっていた――が、取り越し苦労だった。

　最強の血闘士の特権か。はたまた積み重ねてきた信頼のおかげか。

　余裕で出歩けるようだ。そして、出歩く気もあるらしい。

　イヴは大通りの方へは向かわなかった。治安の悪そうな地区へ向かっている。

　暗い路地に入るイヴ。

　途中、彼女が足を止めた。腰の剣に手をかけている。

　背中越しに、豹人が問うた。

「我に、何か用か？」

　やはり尾行はバレていたようだ。

　暗がりの路地。周囲に人の気配はない。

　まあ、ここでいいか。

　イヴがゆっくりと振り向く。

「……そなたか」

「イヴさんにお話があってきました。少しお時間をいただいても？」

「禁忌の魔女の件は噂うわさの独り歩きだと、判明したはずだが」

「あれは、その……噓うそですよね？」

「……失礼な男だな」

「禁忌の魔女に恩義が？」

「ない」

　背後のセラスが一歩前へ出た。

「今のは噓ですね」

　演技を、停止。

「なるほど――あんたは禁忌の魔女に、恩義があるわけか」

　イヴの目つきが鋭くなる。警戒心が膨れ上がったのがわかった。

「何者だ、貴様」

「お互い――」

　表情も、元に戻す。

「化かし合いはここまでにしようか、イヴ・スピード」

「……我はそなたに対し、偽りなど口にしていない」

「今のも、噓です」

　イヴの視線がセラスを射抜く。

「なんの根拠があってそのような決めつけをする？」

「根拠はあります。いずれにせよ私の指摘は当たっているはずです。それは、あなた自身がよくわかっているのではありませんか？」

　獣じみた低い唸うなりを漏らすイヴ。彼女が剣の柄つかを握り込む。

「……目的を、言え」

「あんたを助けたい」

　理解不能の空気がイヴを覆う。

「我を助ける、だと？」

「明日が最後の血闘なんだろ？」

「……そうだ」

「運営側の公爵がよからぬ工作を企たくらんでる。イヴ・スピードが敗北するための工作をな」

「なんだと？」

　俺はセラスの得た情報を伝えた。聞き終えたイヴが、訝いぶかしげに問う。

「……真偽はともかく、なぜそなたが我を助ける？」

「理由は簡単だ。禁忌の魔女の情報を持ってるあんたに死なれると困る。ま……明日の血闘前に情報を渡してくれるなら、別だが」

　原理まではわかっていないが、自分の噓がバレるのをイヴは察している。

　噓の情報を渡してこの場を去るのは不可能だと、理解している。

「公爵が工作を行う証拠はあるのか？」

「確たる証拠はない」

「ふむ……」

　考え込むイヴ。

「どうした？」

「我はズアン公爵の所有物だが……まあ、あの男なら十分にありうると思ってな」

　所有者との信頼関係は薄いようだ。これはプラス材料か。

　少し考えてから、聞く。

「モンロイへ一緒に来たっていう少女を今夜攫さらって、そのまま逃げるってのはナシなのか？」

　イヴの喉奥から重々しく強い唸り声が発せられた。

「貴様……もし、あの子に手を出したら――」

「安心しろ、手を出す気はない」

「…………」

「あんたの事情も知っていると伝えたかっただけだ。自分の身を買い戻す金が貯たまったにもかかわらず、そこから二年間、その少女の身を買い戻すための金を稼いでたって話も知ってる」

　イヴの怒気が鎮まっていく。

「工作の件を伝えてくれたのには礼を言おう。しかし――」

　質実にイヴは宣言した。

「明日の血闘から、我は逃げるわけにはいかぬ」

　瞳にはブレがない。

「不利な工作をされようと……我は明日の血闘で勝利し、この手で自由の身を手に入れなくてはならぬ」

「なぜ攫って逃げる案は取れない？　もし魔女の居所を教えてくれるなら、俺たちが逃亡に協力してやるぞ？」

「どこへ逃げろと？」

　イヴの声には諦念がうかがえた。

「制度を使って正式に自由の身にならなければ、我とあの子はズアン公爵に追われ続ける身となる。さらに血けつ闘とう場じようの運営者でもある傭よう兵へいギルドが関わってくれば、大陸中の傭兵が賞金目当てで我らを狙い始める。どこへ逃げても、追われ続ける日々になる」

　イヴの瞳に哀切が滲にじむ。

「我だけならかまわぬ……が、あの子にそんな過酷な逃亡生活をさせるわけにはいかぬ。逃亡するだけの日々など、もうごめんだ」

　が、このまま血闘へ挑んでも死ぬ確率は高い。

「いい隠れ場所があると言ったら？」

「……聞くだけは、聞いてやろう」

「あんたの方が詳しいかもしれないけどな」

「？」

「禁忌の魔女の棲すみ家かだよ」

「…………」

「あんた魔女の居所を知ってるんだろ？　そこで匿かくまってもらえばいい」

「だから魔女のもとへ連れて行け、と」

「ま、そういうことだ」

「ふん」

　苦笑っぽく鼻を鳴らすイヴ。

「仮に我が魔女の居所を知っていたとしても、辿たどり着くのは不可能だ」

「なぜ？」

「魔群帯の奥地には誰も辿りつけぬ。言ったはずだ。あそこは、人の踏み入る場所ではない」

　……今、イヴは〝奥地〟と言った。居所を知る者でなければまず出ない言葉。

「俺たちが同行すれば辿り着けるかもしれない。その少女も全力で守ると約束しよう。どうだ？　そこに賭けてみる気はないか？」

　イヴが目を細め、セラスを一いち瞥べつする。

「そちらの剣士は武芸の心得があるようだが、そなたの身構えには技を持つ者の気配がうかがえない。万が一我がその案に乗っても……あの子とそなたの二人を我とそこの剣士で守って、魔群帯を進むというのか？　無謀だ。非戦闘員を二人も抱えて魔群帯入りするなど、自殺行為に等しい」

　セラスが何か言おうとしたが、俺は手で押しとどめた。

「これでも俺には魔術の心得がある。一応、スケルトンキングを余裕で倒せるくらいの力はな」

　強くて有名らしい魔物名を挙げてみた。

「スケルトンキング、か……確かに凶悪な魔物だが、魔群帯を進んだ先にいる魔物とは比較にならん」

　魔群帯の魔物がスケルトンキング以上なのは、確定か。

「なら――」

　多少のリスクを覚悟で、俺はそのカードを切った。

「黒竜騎士団の五ご竜りゆう士しを殺したのが――この俺だと言ったら、どうする？」

「何？　そなたが、五竜士を殺しただと？」

「喧けん伝でんするつもりはないけどな。自分たちが呪い殺したと吹ふい聴ちようしてるアシントの連中は、いい隠かくれ蓑みのになってくれそうだ」

「馬鹿な」

　イヴは、俺の言葉を斬って捨てた。

「ありえぬ」

　手を突き出す。

「証拠になるかは、わからないが――」

　怪け訝げんそうに身を構えるイヴ。

　――タンッ――

　瞬間、セラスが踏み込んだ。

「！」

　イヴが踏み込みに反応する。セラスに気を取られたその隙を見て、

「――【パラライズ麻痺性付与】――」

　俺は、状態異常スキルを使用した。

「――ぬ、ぐっ!?　なん、だと？　身体からだ、が……ッ」

「無理に動かない方がいい。力任せに動こうとすると身体中から出血するオマケつきなんでな」

「ま、さか……これ、は……状態異常、系統の……術式、なのか……？」

「枠外の状態異常付与の力、とでも言うかな……ちなみにコイツは、最後の血闘で人気者が死ぬ確率より成功率は高い」

「馬鹿、な」

「その通り。この馬鹿げた力のおかげで、俺みたいな弱者がシビト・ガートランドを殺せた」

「ぐ、ぬぅっ」

「忠告したはずだ。無理に動かない方がいい。これは、脅しじゃない」

　イヴに近づく。

「今、しゃべりやすくしてやる」

　頭部のみ麻ま痺ひを部位解除。これで、イヴも普通にしゃべれる。

「――む？　楽に、しゃべれる……？」

「他にもいくつか強力な状態異常付与の力が使える。この力で俺は五竜士を殺した。なんだったら、五竜士全員の死にざまを教えてやってもいいぜ？」

　害意がないのを察したのか、イヴの戦気はもう失うせていた。

「本当に……そなたが五竜士を？」

「もう一つ証拠を提示しましょう」

　ん？　セラス？

　胸に手を当て、セラスが言った。

「五竜士が追っていたセラス・アシュレイン。それが、この私です」

　イヴの耳がぴくりと反応する。

「そなたが、セラス・アシュレインだと？」

「我が主あるじがその力で、五竜士から救ってくださったのです」

「……芝居は通じぬ。話に聞く元聖騎士は、エルフ族と聞いて――」

　イヴの目が見開かれる。

「！」

　その反応でわかった。俺の背後のセラスが一瞬、変化の力を解いたようだ。

「おわかりいただけましたか？　今は精霊の力を借り、外見を変えています」

「……む、ぅ」

　イヴが唸うなる。内心、俺も唸っていた。

　今のセラスの行動は予想外だった。まさかここで正体を明かすとは。

　イヴにそれだけ同情的になっているのだろうか？

　案外、どうにかして救おうとしているのかもしれない。

「我が主は五竜士をくだしています。実際に私がこの目でその一連の光景を見ています。いえ……正確に言えば、私が死にざまを目撃したのは四人だけですが」

　俺に譲るようにセラスが一歩後ろに身を引いた。俺は口を開く。

「魔群帯の魔物がシビト・ガートランド以上なら、俺もお手上げかもしれないがな」

「……確かに、強力な力のようだ」

「五竜士殺しの話を信じるかはあんたに任せるさ。実際その目で見たものしか信じないヤツなんざいくらでもいる。ただ、この力は見せておきたかった。俺の力の証明として」

　イヴが鼻を鳴らす。

「証明はされた。しかし――不毛な証明だったな。いずれにせよ明日、我は血闘に挑む。魔群帯へもゆかぬ。それは変わらん」

「血闘で勝ったとして、ズアン公爵ってのは本当に約束を守るのか？」

「何？」

「求めていたイメージと違っただけで娼しよう婦ふを斬り殺すような公爵サマだぜ？　いくつか評判を聞いた限りでも、ロクな男とは思えねぇが」

　イヴの情報収集をした時、ついでにズアン公爵の評判も軽く調べてみた。

　少なくとも善人のニオイはしない。むしろ〝あいつら〟と同類に思える。

　出会ってきたクソどもの、同類に。

「クズの思考はよくわかる」

　俺も、お仲間だしな。

「あんたが明日の血闘で勝っても……どーも俺には、その公爵が素直に自由の身を与えるとは思えなくてな」

　イヴは黙した。何か考えているようだ。俺は、少し話題を変えてみた。

「――そういえば、とある血けつ闘とう士しの話を聞いた。その男はあんたと同じく最強と謳うたわれた血闘士だったそうだ」

　イヴは、黙って耳を傾けている。

「その男は最後の血闘で勝利した。が、勝利した翌日に死体で発見された。早朝、王都内を流れる川に死体が浮かんでいたとか」

「自由を得た直後に命を落とした血闘士の話か……当時の詳細は知らぬが、我も聞いたことがある。その男は勝利の祝杯をあげていた酒場で傭兵たちと揉もめ事ごとを起こした。男は深く酒に酔っていた上に武器を持っていなかった。そして加減を知らぬ傭兵たちに殴り殺された、と」

「表向きには、そうなってるらしいけどな」

「表向きには？　どういう意味だ？」

「死んだその男が想おもいを寄せていた娘の話は知ってるか？」

「……初耳だが」

「小汚い酒場で働く奴隷の娘だったそうだ。男は、どこかの誰かさんみたいにその娘の身を買い戻そうとしていたらしい。ところが……どうも妙でな？」

「何があった」

「娘の身は買い戻されなかった。しかも、男が祝杯をあげた場所は娘の働いている酒場でもない。普通、真っ先に想い人のところへ行って自由の身にしてやるものじゃないか？」

「その男の人となりを我は知らん……祝杯をあげた後、買い戻しに行くつもりだったのではないか？」

「かもな。ただ、気になるのは娘のその後だ」

「その後？　娘は……どうなったのだ？」

「男が死んだ後、その娘はズアン公爵に引き取られて二年ほど公爵家の屋敷で働いてたって記録がある」

「！」

「そのあとは娼しよう館かんに売り飛ばされたようだ。意味は、わかるだろ？」

「……っ」

「しかも男を殴り殺した傭よう兵へい連中のうち一人が、最強の血闘士を殺した者としてのちに血闘士になっている。傭兵ギルドの強い推薦でな。確か名前は――ギルムッド、だったか」

「ギルムッド？　その男の名は知っている。ここへ我が来た時にはもう死んでいたようだが……しかし、そなたはどこでそんな話を？」

「〝薄暗い場所〟とだけ答えておく。解釈は、ご自由に」

「む……」

　イヴの反応は〝薄暗い場所〟の存在を知っているそれだった。

「ま、俺もズアン公爵本人から直接真実を聞いたわけじゃない。真実かどうかなんざ俺にはわからない。当然、問い詰めてもズアン公爵は知らぬ存ぜぬだろうしな」

「男の死は、ズアン公爵や傭兵ギルドが仕組んだものだと？」

「俺はそう読んでる」

「そして――我も、同じ末路を辿たどると？」

「かもな……で、どうする？　残って最後の血闘に挑むか、例の娘を連れてこれから俺たちと魔群帯へ行くか」

　イヴと目を合わせる。

「判断するのは、あんた自身だ」

「我は――」

　イヴは目を逸そらさず答えた。

「この手で、自由を摑つかみとってみせる」

　明日の血闘に挑む未来を、イヴ・スピードは選択した。

　……なんとなく、そんな気はしていた。

「必ずや我は勝つ。血闘による勝利で我は様々なものを得てきた。血闘での勝利がいつも、我が道を切り開いてきたのだ」

　イヴが俺たちを見据える。

「それに、そなたたちを信用し切れぬ。ゆえに、禁忌の魔女の情報も渡せん」

　たまらずといった勢いでセラスが口を開く。

「我が主はあなたのことを、救おうと――」

「そなたたちは、昨日今日己の前に現れた者の言を無闇に信じられるか？　逆に血闘の世界と我との間には、長く積み重ねてきたものがある」

　……ま、そうなるよな。

「あんたの意思と理屈はわかった。が、ズアン公爵を信用できるか？」

「確かにあやつは人として褒められた男ではない。しかし、我が結果を出せばそれに応えてきたのもまた事実」

　それはイヴ・スピードに今後も使い道があったからだ。

「最後の血闘を盛り上げるために、我に対し不利な状況を用意することはありうる。さりとて、公爵も人の子。我とのつき合いも長い。そなたが言うほど無慈悲ではあるまい」

　甘い。

「今まで関係を積み上げてきた血闘の世界とそなたたちを比べれば、どちらを信用すべきかは一目瞭然だ」

　積み上げてきたもの、か。実際それは――人が思うより、あっさり瓦解する。

「我はそなたたちよりも、今の己を作り上げてきた血闘の世界を信じる」

　イヴは言い切った。俺は口の端を歪ゆがめた。

「なぜだ、イヴ・スピード？」

「何がだ？」

「なぜそんなにも、俺に対して血闘の世界を信じているという言葉を重ねる？」

「何を――」

「言葉を投げかけていたのは、本当は自分自身に対してじゃないのか？」

「…………」

「力の証明は、済んだ」

　パラライズ麻痺性付与を解除。

「色々と無礼を言っちまったが……明日の血闘、あんたが勝てることを祈ってるよ」

　踵きびすを返し、歩き出す。

「行くぞ」

「は、はいっ」

　セラスが続く。

「待て」

　イヴが呼び止めた。

「なぜ我を解放した？　そなたは絶対的な優位にあった。禁忌の魔女の情報を吐かせるのであれば、他にやりようもあったはず。我はそなたたちの秘密も知った。なのに、無条件で解放するというのか」

　足を止める。

「伝えるだけ伝えておく。俺たちは、明日の早朝までにモンロイを発たつ予定だ」

　イヴの問いに返答はしなかった。する必要もあるまい。

「日づけが変わるまで大門前にある橋のあたりで待つ。もし気が変わったら、来るといい」

　もうイヴの方へは振り返らず、俺はセラスとその場を立ち去った。







　宿へ戻る途中、セラスが口を開いた。

「申し訳ございませんでした」

「ん？　なんの話だ？」

「勝手に私の正体を明かしてしまって……」

「ああ、さっきのあれか」

「あなたの許可を取らずに自己判断であのような……もちろん、罰はお受けいたします」

　セラスの表情がどんより沈んでいる。……というか、罰？

「正体を明かすのは予定になかったが、結果的には俺の話に説得力を持たせる効果があった。だから気にしちゃいないさ」

　イヴの反応を思い出す限り、ほぼセラス本人だと信じた反応をしていた。

　賞金首の似顔絵あたりで顔を知っていたのだろう。

「ですが結果として見ればの話です。もし我が主あるじの策を、台無しにしていたらと思うと――」

「悪手だったかは、俺が判断する」

　俺はセラスの言葉を遮った。

「結果がよければ俺は何も言わない。もし俺が悪手だと判断した時は咎とがめる。で、今回の結果はいい方向へ進んだ。この方針に、何か不満は？」

「――わかりました。我が主が、そうおっしゃるのでしたら」

　……元いた聖騎士団の影響かもな。規律とか重んじるタイプっぽいし。

　形的に主従の関係を結んでいる以上、適度な締めつけは必要かもしれない。

　とはいえこの〝傭兵団〟は俺がルール。咎めるか否かもすべて俺が決める。

　セラスの表情から緊張感が消えた。彼女は立ち止まり、恭しく頭を下げた。

「寛大なご処置、感謝いたします」

　最近すっかり仕えし者って感じだ。

　再び歩き出した俺は、控えるようにして少し後ろを歩くセラスに声をかけた。

「他に何か、気になることでも？」

「あ、いえ……」

「言ってみろよ。俺が寛大なのはさっきわかっただろ？」

　俺の顔色をうかがいながら、セラスが尋ねた。

「その――先ほどの血闘士の昔話は、偽りのものですよね？」

　やはり気づいてたか。そう、セラスは噓うそがわかる。

「その通り。さっきのアレは、適当に思いついたでっち上げだよ」

　自由を得た男がその翌日に死体で発見された話。

　ギルムッドという実在した血けつ闘とう士しの名。

　実際はここに脚色を加えただけだ。真実は、部分部分のパーツのみだった。

「あまり褒められたやり方じゃないが、話をでっち上げてでも今のイヴ・スピードには〝不信感の種〟を植えつける必要があった……ズアン公爵や傭兵ギルドに対しての、な」

　そして、イヴの信じる血闘の世界とやらにも。

　懐から懐中時計を取り出す。

「あとは……植えつけた種が、どのタイミングで芽を出すかだ」

　不信感の種を植えつける。

　漫画やアニメでよく目にした手法。

　噓を織り交ぜたもっともらしい話で不信感を煽あおり、仲間を裏切らせる。

　逆にこちら側は誠実な態度を見せ続ける。そうして、心に揺さぶりをかける。

「種、ですか？」

「ああ」

　正義の主人公側の絆きずなを引き裂こうとする際に使用されるイメージが強い。

　要するに、

「どちらかと言えば、悪役の側が使うやり口だな」

　俺たちはそのまま大通りまで戻った。

　と、いくつものランタンの灯あかりが目に入ってきた。人だかりができている。

　セラスが立ち止まった。

「何かあったのでしょうか？」

「……少し見てくる」

　目立たないように自然と人の輪に加わる。

　俺は人の間を縫って前へ出た。すると〝それ〟が目に飛び込んできた。

　人だかりは一軒の家の前に集まっていた。両隣と比べて、その家だけ異質だった。

　異様なのは外壁。奇怪な模様が描かれている。

　黒い紋様？

「何か、あったんですか？」

　隣の女に聞く。彼女は誰かとしゃべりたそうにウズウズしていた。

　待ってましたとばかりに女がしゃべり出す。

「アシントの仕業よ」

「ああ、例の呪術師集団の……」

「昨日の夜、アシントの連中と酒場で揉もめた男がいたんですって。酒場での勝手ぶりが目に余ったとかで、やつらに注意をしたそうよ」

「ここはその注意した人の家なんですか？」

「そうよ」

「彼は家の中に？」

「アシントの連中に袋ふくろ叩だたきにされて、今は治療院にいるわ」

　治療院。病院みたいな場所か。

　女が首を振る。

「一緒に住んでた彼のお父さんも、さっき治療院に運ばれたの」

「父親まで袋叩きに？」

「いいえ、お父さんの方は呪いでやられたみたいよ。呪じゆ神しんに牙を剝むいた報いとして、父親にも恐ろしい呪いをかけてやったとか言ってたわ」

　女が通りの向こうを見る。

「ついさっき、ちょうどここでアシントが意気揚々と演説していったところよ」

　だからこんな人だかりができてたのか。

「あの壁の紋様は呪神とムアジに逆らった罪の証あかしなんですって。家にいた父親は、この紋様の呪いで倒れたそうよ」

「呪いなんて本当にあるんですかね？」

「父親が喉を搔かきむしりながら家から出てきて、泡を吹いて倒れたの。でも、暴行された感じじゃなかったし……あれが呪いってやつなのね、きっと。ああ、怖い」

　呪い、か。

「五ご竜りゆう士しを殺したって話も本当なのかも。どんなに強い人でも、呪いにだけは勝てないんだわ……そりゃあ公爵様も目をつけるわよねぇ……」

「目をつけたその公爵って、ズアン公爵ですか？」

「噂うわさじゃそうだが、実際に抱え込もうとしてるのは魔ま戦せん王おうじゃないかって話だぜ」

　突然、近くで聞いていた男が割り入ってきた。

　俺たちの会話を傍そばで聞きながらソワソワしていた男だ。

　女がムッとする。会話に割り込まれてイラッとしたのだろう。

　俺としては、話したがりが多くて助かるが。

「黒竜騎士団の崩壊はおれたちウルザの人間にとっちゃむしろ吉報だったからな。女神の影響力で守られてると言われちゃいるが、ネーアを侵略したバクオスをウルザの人間は怖がってた。〝人類最強〟を中心とした五竜士なんかは、魔戦騎士団や竜殺しドラゴンスレイヤーですら勝てないって言われてたし」

「ウルザからすれば〝黒竜殺し〟は英雄ってわけですね」

　男は力強く頷うなずいた。

　アシントの言葉を思い出す。自分たちを、ウルザの救世主とか言っていた。

　にしても……アシントが名乗っている〝黒竜殺し〟という名称。

　噂の竜殺しに被かぶせている感があるのは連中なりの対抗アピールなのかもしれない。

　黒竜騎士団をくだした自分たちの方が遥はるか上の〝竜殺し〟なのだ、という。

「うちの王としては多分その英雄サマを抱き込みたいのさ。他の国に対抗する戦力としてな」

　この期に及んで国同士でけん制し合ってるのか。

　大たい魔ま帝ていの軍勢が動き出しているというのに。

　ただこれは面白い情報でもある。

　女神は各国をコントロールし切れていない、とも取れる。

　……魔戦王は直々に召し抱えず間に公爵をかませた。

　これは他国への配慮だろう。いざとなれば言い逃れもできる。

　ズアン公爵が勝手に召し抱えた。

　王家は関与も把握もしていなかった。

　そんな言い訳が立つ。

　一方で手もとには置いておきたい。他国に取られて後悔するのは避けたい。

　ウルザの王の考えは、そんなところか。

　女がため息をつく。

「五竜士を殺したっていう呪いの力はいよいよ本物みたいだし……この家の親子のことと、あのズアン公爵家に召し抱えられるって噂が事実だとすると……今後はアシントに逆らおうなんて人間も王都じゃ出なくなるわねぇ」

　男がぼやく。

「さっさと連中が王都から出てってくれると、いいんだけどなぁ」

「しっ！　アシントの人が近くにいたら、あんたも呪われるわよ！」

「おっと、いけねぇ」

　男が周りをうかがう。俺は怯おびえた顔をした。

「アシントって、お、恐ろしい集団なんですね……」

　男が俺の肩に手を置く。

「わはは、兄ちゃんも呪われんよう気をつけることだ！　ま、兄ちゃんは自分より強い相手に盾突く感じにゃ見えねぇから大丈夫か！」

　大笑する男に礼を言い、俺はその場を離れた。

　輪のすぐ外に立っていたセラスと合流し、連れ立って再び宿の方を目指す。

　俺は得た情報をセラスに伝えた。

「アシントの言葉が偽りと明らかになるのは、いつでしょうか？」

「魔群帯に入るまでもてばいい」

　セラスが後ろを振り返る。

「それにしても、彼らの傍若無人さには少々腹立たしさを覚えます」

「どうも連中、本気で自分たちが五竜士を殺したと思ってる節があるな……」

　初日に酒場でアシントと遭遇した時のことを、先日セラスから聞いた。

　あの場所にいた連中は噓をついていなかった。

　つまり心の底から自分たちが五竜士を殺したと信じている。

　おそらく――誰かが信じ込ませた。

　完全に〝真実〟だと信じ込んでいる。

　その場合、セラスの力では噓と判定できない。

　アシントのボスは話に聞いたムアジとやらだろう。

　連中に信じ込ませたのもそいつか？

　……とすれば、相当な詐欺師だな。

「ま、今の俺たちにアシントをどうこうする余裕はない。宿で荷物をまとめて、今夜中にここを発たつ。それが最優先だ」

「そうですね……遺憾では、ありますが」

　そうして、俺たちが宿の近くまで来た時だった。

「お、おやめくださいっ」

　見覚えのある集団が目に入った。集団の先頭にいる男が、女の腕を摑つかんでいる。

　女の方は一般市民か。

「我らと共に来るのです。光栄に思いなさい。あなたは我々に選ばれたのですから。栄誉なことです。さあ、おとなしく我々と来なさい」

　アシント。

　連中、酒が入ってるな……。

　酒の入った感じはよくわかる。しょっちゅう酒を飲んでた実の親のおかげだ。

「お、お願いします……放してください……」

「なんと無礼な女なのですか！」

　先頭の男が女の頰を平手打ちした。

「きゃっ!?」

「これはいけませんね！　あとでムアジ様のところへ連れて行って、あなたを改心させるための祝福をお願いしなくては！」

「う、うぅ……」

　酒に酔って女に絡んでんのか……ほんとロクでもない連中だな。

　腕を摑まれた女は涙目になっていた。

　窓から様子を見ている市民が確認できるが、助けに行く様子はない。

　アシントを怖がっているのだろう。他のアシントは、ニヤニヤ眺めている。

　セラスは剣に手をかけているが、出てはいかない。彼女は悔しげに唇を嚙かむ。

「くっ……」

　セラスは理解している。この場で騒ぎを起こすのはまずいと。

　今、俺たちはトラブルを起こすわけにいかない。

　ここで無闇に注目を浴びるのはリスクが高い。

　最悪、今夜中に王都から出て行けなくなるかもしれない。それは困る。

「とはいえ〝五竜士の死〟はどこかの誰かさんのせいでもあるしな……連中を増長させた責任の一端は、俺にもあるか」

「あ、あの……？」

「おまえは手を出すなよ」

「は、はい」

　少しアシントと距離を縮め、俺は物陰に身を隠した。

　物陰から手を突き出す。

　目標は、集団の最後尾にいる男。

　射程距離は――問題なし。




「【バーサク暴性付与】」




　瞬間、

「ガァァァアアアアアアッ！」

　最後尾にいたアシントの一人が暴れ出した。そいつが近くにいた仲間に飛びかかる。

「うわぁっ!?　どうしたのですか!?　な、何を――」

　暴性状態の男が、仲間の腕に嚙みついた。

「ひぎゃぁぁああああっ!?」

「離れなさい！　き、急にどうしたのです!?」

　狼ろう狽ばいする仲間が後ろから引きはがそうとする。

　しかし暴性を付与された男は、その仲間の顔を殴り飛ばした。

「ぐぁあっ!?」

「【ダーク闇性付与】」

　殴られた男に闇性を付与。

「ぐっ……あ、あれ？　見えない……？　真っ暗だ……目が、見えない！　き、きっとおまえが殴ったせいだぁぁ！　わぁぁああああ――――っ！」

　絡まれていた女が慌てて逃げていく姿が確認できた。

　女が場を離れたのを見計らい、

「【バーサク】」

　他のアシントにも暴性を付与。

「グガァァァアアアアアアッ！」

「うわぁぁ!?　お、おまえまでどうしたのですかぁぁっ!?　ぎゃぁああっ！」

「くっ!?　酒を飲みすぎましたか！　酔いが深く回って理性を失っているのかもしれません！　お、押さえつけなさい！」

「ガァァアアアアッ！」

「くっ!?　お、落ち着きなさい！　この……ッ！」

　……あと一人くらい追加するか。

「【バーサク】」

「ウガァァァアアアアアアッ！」

「うわーっ!?　こ、こっちも!?　なんなのですかこれはぁぁああああッ!?」

　ほどなくして、

「おい、何ごとだ!?　何をしている!?」

　数人の兵士が駆け寄ってきた。巡回中の衛兵だろう。

　通りはちょっとした騒ぎになっているが、あの騒ぎと俺たちは〝無関係〟だ。

　アシントの何人かが急に暴れ出した。

　はたから見ればそうとしか映らないはず。

　なので〝俺たち〟が注目を浴びることはない。

「ま、連中が気にくわなかったのは事実だしな」

　ちょうどスキルの試し撃ちもできた。心置きなく使える実験台は貴重だ。

　アシントはまだひどい混乱状態にあった。

　思わず、凶笑が浮かんでくる。

「カカカ、なかなかイイ踊りっぷりじゃねぇか――〝黒竜殺しアシント〟」

　が、ここで殺すのはやりすぎだ。

　連中にはまだまだ隠かくれ蓑みのとして踊ってもらわないとだからな……。

「ここで殺しちゃあ、意味がない」

　俺は宿の方へ足を向けた。

「行くぞ」

「は、はいっ」

　小走りで俺に続くセラスの声は、少し弾んでいた。







　宿に戻った俺たちは、まず着替えを済ませることにした。

　今、俺は市民に紛れ込みやすい服装をしている。

　肌着や下着類は替えられる時に替えておくべきだろう。

「しばらく部屋を出てた方がいいか？」

「あ――いいえ、問題ありません」

「わかった」

　互いに背を向けて着替え始める。

　二種類の衣きぬ擦ずれの音。音の感じが違う。俺の方が、荒っぽい感じがある。

　こういうトコでも性格って出るのかもな……。

　俺はセラスより少し早く着替え終えた。

「じゃ、荷物をまとめるか」

　セラスがベルトを締め終える。
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「はい」

　次に荷物をまとめ、留守番だったピギ丸をローブ下に巻きつける。

「プユ～♪」

　微笑ほほえましげな表情になるセラス。

「ピギ丸殿は本当にトーカ殿がお好きなのですね」

「ピユ！」

「俺の方もピギ丸は好きだぞ」

「ピッ！　ピュゥ～ン♪」

　背負い袋を担ぐ。

　荷物もそれなりに増えてきた。いずれ、専属の荷物持ちでも考えるべきか。

「さて……準備はできた。あとは、予定通り大門前の橋でしばらくあいつを待つ」

　手続きを済ませ、宿を出る。まだ時間帯的に行き交う人の数は多い。

　夜風は幾分ひんやりしていたが、ほどよい涼しさとも言える。

　キュルルゥ～……

「――ぅ」

　今の音、セラスの腹の虫か？

　気まずそうに視線を逸そらすセラス。

「これは、その……お恥ずかしいところを」

「そういや、夕食がまだだったな」

　俺たちは大通りに出て、屋台で軽い夕食を買った。

　でかい都市はこういう点が便利だ。夜でも普段から屋台が出ている。

　さすがに24時間営業のコンビニ、とまではいかないが。

　買ったのは肉が刺さった串もの。……つくね串っぽいな。

　かぶりつく。

　……ふむ、味つけはけっこう薄めか。まあ、今は腹が膨れればいい。

　食べながら橋を目指す。

「あむっ、はむっ……先ほどこの串を買ってる時も、思ったのですが」

　少しずつ食べ進めるセラスが、話しかけてきた。

「あなたが演技をしている時、ふと、知らない人間が目の前にいるような錯覚に陥ることがあります。あっという間にその場の風景に溶け込んで、目立たなくなると言いますか……」

　叔父夫婦を思い出す。

「見破られる演技は、できなかったからな」

　俺は〝優しい三み森もり灯とう河か〟を演じていた。そう――叔父夫婦に見破られないように。

　見破られたら気を遣わせてしまう。それが、わかっていた。

　俺が無理をして〝イイ子〟を演じていると勘づけば、叔父夫婦は気を病んだだろう。

　自分たちが気を遣わせてしまっている、と。

　だから〝無理をしていない自分〟すらも演じる必要があった。

「必要に迫られて、会得したものなのですね？」

「……ああ」

　口端に肉カスをつけているセラスを見る。

「逆に、おまえは目立ちすぎるかもな」

「や、やはりそうでしょうか？　私なりに風景に溶け込んだり、気配を消したりする努力はしているつもりなのですが……」

　光の精霊による変化は、元の姿からは大きく離れられない。

　変化してもその美しさは完全に覆い隠せない。

　結果、人目を惹ひいてしまう。

　美しさ以外にもセラスは異性を惹きつける要素に溢あふれている。

　情報収集中も何度か街行く男たちから誘いを受けたそうだ。

　まあ、なんというか――セラスにモブ要素はない。

「当人の努力でどうにもならない領域もあるし、何ごとも完璧にとはいかないだろ。たとえば、そういうところも」

　俺は自分の口端に指を添えてみせた。肉カスがついているのを教えるために。

　ハッとしたセラスが、懐から白い布を取り出す。

　次いで、俺の方へ距離を詰めてきた。

「気が回らず失礼いたしました……ここをお拭きすればよろしいのですね？」

　俺の口端を拭こうと手を伸ばすセラス。俺は、彼女の腕を摑つかんだ。

「？　あ、あのっ……」

「俺の方じゃない」

「……え？　あ――」

　ようやく気づいたらしい。

「貸せ」

　布をひったくり、セラスの口端についた肉カスを取ってやる。

「ぅ……申し訳ございません」

　なんというか、

「変なところでニブいよな、おまえって」







　大門前の橋が見えてきた。辺りにひと気は少ない。

　セラスと橋の脇に寄る。一応、大門から死角になっている場所に位置取った。

　衛兵に見られるのを避けるためだ。荷物を一度おろし、懐中時計を見る。

　……リミットまで約四時間か。

「信念のある愚直な善人ってのも、なかなかやりづらいもんだな」

　愚直な分、やりやすい面もあるが。何よりイヴは……。

「あなたは、彼女を魔群帯に同行させたいのですよね？」

「最強の血けつ闘とう士しだしな。ただ、それ以上に別の面でイヴを仲間に引き込むメリットは大きいはずだ……そう、今後を考えるなら」

「私は、あなたの決定に従うまでです」

　セラスのそれは迷いのない微笑だった。俺は血けつ闘とう場じようの方角を見やる。

「……生き残ったとしてもどの道、イヴ・スピードはモンロイから逃げ出す決断をせざるをえなくなるはずだ」

　問題はそれが〝いつ〟かだ。

　血闘前か、血闘中か、血闘後か――

「どこかの時点で、あいつは現実を知る」

　しかし明日になればもうアウトだ。どのタイミングであっても。

　明日になれば俺たちの介入は困難になる。

　イヴを救うこと自体はできるかもしれない。

　が、俺の読みだと明日イヴは王都から出られない。

　何せ明日は大注目の血闘当日。イヴの身の回りを関係者が固めるのは必然だ。

　となれば――最悪、俺とセラスが血闘場で大立ち回りを演じるケースもありうる。

　つまり王都内で大々的に騒ぎを起こすことになる。

　結果、クソ女神に俺の存在を知られる危険性が高まる。

　まだそれは避けたい。

　禁忌の魔女の居所と、クソ女神に俺の生存を悟られるリスク。

　二つを天てん秤びんにかけた俺は、後者を避ける方を選んだ。

　だから日づけが変わった時点でイヴを忘れてモンロイを発たち、そのまま魔群帯を目指す。

　タイムリミットは指定した時刻まで。このあたりが、妥協点だ。

　あとは――イヴ次第。

　セラスが俯うつむく。

「彼女が血闘士として自由の身を得て、例の娘と平和に暮らせる未来はないのでしょうか」

「ないな」

　と、俺は断じる。

「話を聞く限りイヴの所有者のズアン公爵はクソ野郎で決まりだ。明るい未来なんざ待ってるわけがねぇよ。真性のクズってのは善人にとっちゃ毒にしかならねぇ」

　クズの毒性はよく知っている。

「真性のクズは善人をとことん喰くらい尽くす。骨までしゃぶり尽くそうとする……使い物に、ならなくなるまで」

　だから叔父さんは兄である俺の父親と縁を切った。

　それでも父親は縁を切っていた叔父さんに俺を押しつけた。

　哀れな子どもを見捨てられない性格だと知っていたからだ。

　セラスの表情に影が差す。

「幸せな結末は、ないのでしょうか」

「ない」

　俺はクズと断じた相手を信用しない。希望的観測など、持たない。

「イヴ・スピードが愚直な善人である限り、幸せな結末は訪れない。そう――」

　毒を持った誰かが、その毒をもって今現在イヴを蝕むしばんでいる毒を制さない限りは。

　時間が経たつにつれ、視界を行き交う人の数は少なくなっていった。

「――彼女、来るでしょうか？」

「さあな……俺も確信はない」

　イヴの人間性、イヴを取り巻く人間たち、イヴを取り巻く環境。

　そして、俺たちの態度……。

「最善は、尽くしたつもりだ」

　あとはどちらの目が出るか。

　これまでも、賭けばかりだった。

　廃棄遺跡で魂たましい喰ぐいとやり合った時も、シビトと相対した時も。

　絶対も確実もなかった。

　だから今回も、賭けになる。

　勝つか負けるか。天秤が、どちらへ傾くか。

「ただまあ――」

　鼻を鳴らす。

「勝算がなけりゃ、わざわざここで待ちやしねぇさ」

　ポツポツと灯あかりの消えていく通りを眺めながら、俺たちはその時を待った。







　◇【イヴ・スピード】◇




　イヴ・スピードは血闘場に戻った。

　門の前に見覚えのある馬車がとまっている。傭よう兵へいギルドの支部長のものだ。

　ズアン公爵の馬車も確認できた。

　明日の血闘は運営側にとっても大事な一戦。前日の打ち合わせでもしているのだろう。

「…………」

　門をくぐって血闘場の中に入る。

　血闘場の端に設けられた居住区。原則、血闘士はここを住まいとしている。

　金はかからないし、食事も提供される。奴隷と比べれば格別の扱いである。

　しかしその一方で明日とも知れぬ命。血闘士は命を差し出して衣食住を得ている。

　廊下を抜けて自室へ戻ったイヴは、部屋に入るなり寝具に寝そべった。

（……胸騒ぎが、おさまらぬ）

　明日が最後の血闘だからではない。

　原因は明白。ハティと名乗るあの男と話したせいだ。

　自由の身を得た翌日に殺された血闘士の話。

　想おもい人を買い戻そうと、戦った男。

（我と似ている……死んだ血闘士の想い人の、あの話……）

　すべて仕組まれていたのだろうか？　ズアン公爵がその女を手に入れるために。

　小さく灯ともった疑念が膨らんでいく。

（やつは、時おりあの子の話をしていた）

『あの子の成長がワタシも楽しみで仕方がないよ』『いやぁ、将来が楽しみだねぇ』『しかし君にしか懐いていないのが気になるなぁ』『今はまだいい。しかし、いずれは君なしで自立すべきと思うがね』『ワタシが信用に足る男だと、君から言ってやってくれないか？』

　今まではさほど気にしていなかった。

（だが……）

　今は引っかかりを覚える。目をつむり、イヴは迷いを遠ざけようとする。

（惑わされるな……これは、魔女の情報を得るためにあの男が仕掛けた詐術に違いない……）

　ハティと名乗った男は、不思議な男だった。

　丁寧な物腰とは言えない。言動も公爵の方が丁寧と言える。

（だというのに、なぜかハティという男の方が誠実に感じられる……）

　ハッと思い直す。

（馬鹿な）

　公爵だって今まで約束を守ってきたではないか。

　ましてやイヴはその公爵に多大な貢献をしてきた。莫ばく大だいな利益を、与えてきた。

（我は所有者への義務を十二分に果たした。やつも満足なはずだ。これまでの貢献に対する慈悲くらい、持つに決まっている……）

『言葉を投げかけていたのは、本当は自分自身に対してじゃないのか？』

　ハティのあの問い。

　途中で自分の言葉に一つの変化があった。のちに、イヴはそれに気づいた。

　ズアン公爵と傭兵ギルド。

　信じる対象として自分は最初その二つの名を口にした。

　しかし、途中から別の言葉に置き換わっていた。

（そう……気づけば〝血闘の世界〟に置き換わっていた。ズアン公爵や、傭兵ギルドではなく……）

　姿勢を横にする。

（心の奥底では、我は公爵や傭兵ギルドを信じていない――そういう、ことなのか？）

　胸のざわつきが鎮まらない。どころか、時間が経つほど大きくなっていく。

（あの子と穏やかに暮らしたい……そんなにも、大それた望みなのだろうか？）

　夢見た幸せな未来。

（二人でひっそりと平和に暮らす……我はもう血闘などしたくない……）

　客を喜ばせるための戦い。見世物としての戦い。

　残虐に殺せば殺すほど客は喜んだ。

　比例してたくさん金も得られたが、もはやそこに戦士の誇りはなかった。

（今まで戦い続けられたのは、あの子の存在があったからだ）

　でなければ、とうの昔に自害していただろう。

　豹ひよう人じんの戦士としての誇りなど消えうせた。

　道化の戦士でいい。そう覚悟を決め、戦い続けた。

（だがもし、公爵があの子を狙っているとすれば――）

　具合が悪くなってきた。自分が混乱しているのがわかる。

　強く目を閉じるが、眠気はさっぱり訪れない。

　原因は、わかっている。

（……この疑念を、消し去りたい）

　寝具から起き上がると、イヴはそっと部屋を出た。







　イヴは、血けつ闘とう場じようの二階廊下にいた。

　二階部分にはズアン公爵の私室がある。

　部屋の前には男が一人立っていた。

　私兵長コステロ。ズアン公爵の腹心だ。鉄のような印象を持つ男である。

　公爵に逆らった者を何人も殺してきたと聞く。

　イヴの最後の血闘相手として市民が望む一人でもあった。

　つまりそれほど腕に覚えのある戦士である。

　周囲に他の気配はない。が、コステロがいるため扉には張りつけない。

　イヴは廊下の角に背をあずけて隠れた。ここなら、コステロからは見えない。

　公爵の自室からここは少し離れているが、会話内容は問題なく聞こえた。

　豹人は人間より耳がいい。離れていても、集中すれば室内の会話を聞き取れる。

　耳のおかげで人の気配も感知しやすい。

　ハティらの尾行に気づいたのも耳のよさゆえだった。

（まあ、向こうも我が気づいていることに気づいていたようだが）

　イヴは己に問うた。

　なぜ自分は今ここにいるのか？

　それは、確認したいからだ。公爵やギルドを本当に信じていいのかどうかを。

　最初は部屋を訪ねて直接確認を取ろうとした。

　明日勝てばちゃんと自由の身になれるのか？

　そう尋ねようとしたが――しなかった。真実を話すとは思えなかったからだ。

（つまり……我はすでに、やつや傭兵ギルドを疑ってかかっている……）

　そんな自分に驚きを覚えつつ耳に意識を集中させる。

　室内の会話が聞こえてきた。

　しばらくの間、イヴは会話を聞いていた。

　怪しい内容はない。ほとんどが明日の最終確認のようだ。

　明日の相手は多少強そうだが問題あるまい。

　運営側も強い対戦相手くらいは当然用意する。

（ふぅ……）

　胸のつかえが取れた気分だった。卑劣な企たくらみなど、存在していない。

　ホッとしたイヴはその場を離れようとした。

「ところで――イヴ・スピードは予定通り、確実に死ぬのですね？」

　足が、止まる。

「もちろんですとも。慣例に従い、血闘前に痺しびれ薬を飲ませる予定です」

　支部長の問いに公爵はそう回答した。

「ふふふ、最後の血闘前に儀式として取り行う〝禊みそぎの杯さかずき〟……あれはよい案でしたな」

　禊ぎの杯。

　最後の血闘前にだけ飲む儀式用の酒。

　酒を飲んで激しく動き回ると思考が鈍る。

　最後の血闘は命を落としやすい。原因は酒の影響だとも言われている。

　しかし儀式的な取り決めなので拒否はできない。

　それでも酒程度であれば問題はない。

　イヴには自信があった――が、酒だけではなかった。

（薬を、混入していたのか）

　全身が総毛立つ。

「弱めの痺れ薬なのが肝ですな。あまり強い痺れ薬だと、観客も違和感を抱きますから」

「客が見たいのは小細工なしの純粋な殺し合いですからなぁ……小細工がバレたら気前よく金を落とさなくなる。やれやれ、小金持ちの市民とは面倒なものです」

「イヴはもう血けつ闘とう士しを続けるつもりはないと？」

「誘いはしましたが……もう足を洗うと突っぱねましたよ。このような戦いはもう続けられないとか、クソみたいなたわごとを言い出しましてなぁ。完全にふざけてますよ」

「もったいないことです。あれほど客の喜ばせ方を知っている血闘士も、なかなかいませんからね」

「強すぎるゆえにああいうナメた戦い方をする余裕があるのでしょうな。いやしかし、少々ワタシも甘やかしすぎたかもしれません。はぁ……せっかく小汚いヒトもどきに輝ける場を用意してやったのに、まさか不義理を働くとは……」

「所詮は獣ですな」

「ですが、獣ゆえによい使い道があります」

「おや？　何か妙案が？」

「アレの上半身の皮を剝はいで、その皮を明日の血闘の勝者に被かぶらせるのです。装飾用の被り物として」

「おぉ、素晴らしい！　その者を〝豹殺し〟として喧けん伝でんするわけですな!?」

「で、次の血闘前にイヴの肉を食わせる催しをやろうかと。これは絶対、盛り上がりますよ」

「最強の肉を食らい次なる最強へ、ですか！　いやぁ実に素晴らしい思いつきだ！　その演出、客は必ず喜びますよ！　さすが公爵どの！　感服いたしました！」

「これで次の人気者は用意できます。ですので、イヴが消えてもしばらく血闘場は安泰でしょう」

「ただ……もしも明日の血闘でイヴが勝ち残ったら？」

「ん？　どの道、殺しますが？　アレが生きて王都や他の場所をうろついていたら客はどう思います？　イヴの姿を目にするたび〝まだここに最強の血闘士がいるのに〟と残念な気分になるでしょう」

「ふむ……イヴ・スピード不在の血闘場に物足りなさを覚える、と」

「そういうことです。ですが、さすがに死んでしまえば客も諦めがつくでしょう。他の人気者を据えるにしても、アレが生きていては商売の邪魔になるのです」

「やはりあなたは先を読む力に長たけていますなぁ。しかし、アレをそう簡単に殺せますか？」

「ご心配なく。いざという時の手配は、済んでいますよ」

「さすがはズアン公爵。ところでご存じとは思いますが……とある元奴隷の娘の身を、イヴが買い戻そうとしている話は――」

　イヴの耳がピクッと反応する。

「白はく足そく亭ていのダークエルフですか」

　支部長が言い終えるより前に、公爵が先回りして言った。

「そうです。その少女のおかげでイヴは予定より長く血闘士を続けてくれました。どうでしょう？　温情として、その少女を自由の身にしてやるというのは？」

「ははは、実はあの娘はワタシが引き取ることになっておるのですよ」

「ほぅ？　やはりあなたにも同情心が――」

「今はまだ小便くさいガキですが、あれはいずれ物もの凄すごい美人になります。ダークエルフの綺き麗れいドコロは前々から欲しいと思っていたのですよ。ふふふ……引き取ったあとは、この手できっちり仕込んでやるつもりです」

「こ、これまではイヴがいたから手を出せなかったわけですな？」

「忌々しいことにそうなのです。とはいえ人間のなり損ないと暮らすより、ワタシのような貴族に飼われた方があの娘も本望なはずです。ま、飽きたら娼しよう館かんに売り飛ばしますがね……エルフほどでないにせよ、ダークエルフも珍しいですから。きっとよい客寄せになるでしょうなぁ！　わははははっ！」

「は、ははは……し、しかしあなたもイヴとはけっこうな時間を共にしてきたと思います。情の一つも湧かないものですか？」

「おや？　支部長どのは奇妙なことをおっしゃる」

「？」

「人間以下の獣風情に、ワタシが情など抱くわけがないでしょう」

「――――」

　今すぐ部屋に乱入して、殺してやろうかと思った。

　イヴは同時に、今まで公爵の本心を見抜けなかった己の不明を恥じた。

（これほどまでの、外道だったか）

　怒りをぐっと堪こらえる。

　扉の前にはコステロがいる。その強さは未知数。手こずったら終わりだ。

　時間がかかれば他の私兵も集まってくる。多勢に無勢で、殺されるかもしれない。

「…………」

　自分の命だけならば、どうでもいい。

（しかし我がここで死んだら、あの子はどうなる……？）

　白足亭の女主人をイヴは好ましく思っていない。

　あの場所にずっと置いてはおけない。

（我が助け出さねば、あの子は救われない）

　殺意をのみ込んでイヴはその場を離れた。

　音を立てぬよう気を配りつつ一階へ戻る。自室を目指す途中、

「これはこれは、誰かと思えばイヴ・スピード殿ではありませんか」

　声をかけてきたのはフードを被った男。細い糸目が印象的だった。

（この男いつの間に……？　何者だ？）

　気配を、感じなかった。

「明日の血闘、楽しみにしています」

「……ああ」

　イヴはそれだけ答えた。そして彼女が場を離れかけた時、

「ここにおられたのですか、ムアジさまっ」

　ローブを着た男がこちらへ駆け寄ってくる。

　イヴは振り返った。声をかけられたのは、糸目の男だった。

「少々問題が起きまして」

「何があったのですか？」

「先ほど、酒を飲みすぎた者が酔いの勢いで仲間に襲いかかりまして――」

（ムアジ？　では、あの男がアシントを率いる者なのか……）

　しかし今はアシントにかまけている余裕はない。

（急がなくては）

　自室に戻り、イヴは荷物をまとめ始めた。

（結局……）

『クズの思考はよくわかる』

（――あの者の、言う通りだったか）







　イヴは静かに血けつ闘とう場じようを抜け出した。

　人目につかぬよう身を隠しつつ移動を開始。

　稼いだ金の大半は持ち出せなかった。

　金のほとんどは自由の身を得た際に渡されるからだ。

（仕方あるまい）

　大通りを避けて裏路地を進む。

　人通りの多い場所を回避しつつ、イヴは路地を一つ抜けた。

（我は、耳を塞いでいたのかもしれん……）

　逃げていた。現実から――あの男の言葉から。

（平和に静かに暮らす夢を、叶かなえたかった）

　もう少しで手が届きそうだったのだ。

　あと一歩だと、そう信じていた。

　明日さえ終われば夢を摑つかめると思っていた。

　この人生に疲れ切っていた。早く、楽になりたかった。

　楽な方の未来へ飛びつきたくなった。

（だが心の奥底では、知っていた気もする……）

　現実は甘くないと。それに、

（あの子を理由にして、我は自分を救いたかっただけなのかもしれぬな……）

　救われたかったのは、むしろ自分の方だったのか。

（我は――）

　雑念を、払いのける。

（いや……）

　いずれにせよこのままだとあの子は不幸になる。

　まずは、あの子を公爵の魔の手から救い出す。

「つまらぬ自己憐れん憫びんは、そのあとだ」

　大門の見える辺りまで来た。

　目的の白足亭は王都の隅に位置している。

　大門前は途中で立ち寄れる場所だった。周囲の様子をうかがう。

（一応あの子のところへ向かう前に、確認しにきたが……）

　あの二人組の姿は見当たらない。

（すでに、発たったか）

　背後に足音。

（……いや、違う）

　二人分の気配。

　剣に手をかける。イヴは、ゆっくり背後を振り返った。

「予想よりは、お早いご到着だったな」

　闇の中から一つの人影が歩み出た。

　あの男――ハティ。

「ここに来たってことは――」

「ああ、そなたの言う通りだった」

「ま、自分の目と耳で知った〝現実〟ほど説得力のあるモンもないからな……」

　ここへイヴが来るのを確信していた。そんな口ぶりだった。

　剣の柄つかから手を離す。

「疑って、すまなかった」

「かまわねぇさ。あんたも言ったように、普通に考えて昨日今日会ったばかりの相手を信用しろって方が無理だろ」

「…………」

「で、例のあんたの大事な娘は連れてくのか？」

　彼の背後にはあの女剣士の姿もあった。

　イヴは白足亭の方角を見やる。

「……無論だ。あの子を、ここへ残して行くわけにはいかぬ」

「つまりあんたはこのまま俺たちと魔群帯へ行く。そう理解しても？」

「あの子と二人で安心して暮らせる場所など……もはや、今の我にはあの魔女の棲すみ家かくらいしか思いつかん……」

　もうどこか別の場所へ預ける気にもなれない。

（この世界は……あの子がたった一人で生きていくには、あまりに残酷すぎる……）

　イヴは決意を固めた。

　魔群帯の魔女のところへあの子を連れて行く。

　そう、この命に代えてでも。

「条件つきでだが、我はそなたに魔女の居場所を教えるつもりだ」

「クク、ならひとまず決まりだな。それじゃあ――」

　白足亭の方へ向き直ると、ハティは邪悪に微笑ほほえんだ。

「人ひと攫さらいと、いこうか」







　◇【白足亭の少女】◇




「ほら、リズ！　ボサッと突っ立ってないでさっさと運ぶんだよ！」

　リズベットはコクッと素直に頷うなずいた。次は、謝罪の言葉。

「ごめん、なさい」

　ボサッと突っ立っていたつもりはなかった。

　帰った客の食器をまだ下げている最中だった。

　けれど反論してはいけない。口答えをすればどうなるかは、わかっている。

「お待たせ、しました」

「遅おせぇぞ！　半額にしろ！　謝れ！」

「申し訳、ありません」

　白はく足そく亭ていの客は質しつが悪い。イヴが前にそう言っていた。

「リズ！　まーたあんたはポカやってんのかい!?　ほんっといい加減にしなよ!?　誰があんたの寝床と飯を用意してやってると思ってんだ！　おい黙るな！　返事しろーっ！」

「……はい」

「ナメてんのか！　謝れ！」

「ごめん、なさい」

「客だけじゃなくてあたしにも謝るんだよ！　ほら！」

「ごめんなさい、おかみさん」

「ああわかったわかった！　ほらボサッとすんじゃないよ！　次はコレ運びな！」

「……はい」

　おかみが客席を指差した。

「さっさと、運べぇぇええええーっ！」

　今日も怒鳴られながらお仕事をする。

　大丈夫。明日になればイヴが迎えにきてくれる。

　イヴはこう言った。

　迎えに来るまで耐えてくれ、と。

　必ずここから助け出すと言ってくれた。

　イヴは噓うそをつかない。だから今日までがんばってこられた。

　リズベットにとっての希望はもうイヴの存在しかない。

（おねえちゃん……）

　イヴがくれた木彫りの首飾りを握り込む。

　ここにいるのは辛つらい。だけど、イヴに迷惑はかけたくない。

　イヴも大変なのは知っている。

　血けつ闘とう士しとしてずっと命を懸けて戦っている。こんな自分のために。

　イヴは自分の何倍も大変なのだ。

　だから――自分も戦う。

　強くならないといけない。イヴみたいに。弱音も、吐かない。

　リズベットが食器の水を切っていると、

「まーだあんたは洗い物やってんのかい!?　トロいんだよ！　ダークエルフってのはほんと使いもんになんないね～っ！　ふざけるなーっ！」

　自分はできない子なのだ。だめな子なのだ。

　ここに来てよくわかった。

　何をやっても遅いと言われる。手際が悪いと言われる。

　褒められたことなんて一度もない。でも、

（めげちゃ、だめ）

　イヴの言葉を思い出す。

『我ら二人で戦って、我ら二人で自由を勝ち取ろう』

（わたしたちは二人で戦ってるんだ。わたしも負けない……負けちゃだめ）

　男客は陽気になっていた。今、残っている客はその男だけだった。

「ごく、ごくっ……わはは！ったく！　酒でも飲まないとやってらんねぇぜ！」

「ちっ、あんたもいつまでいるんだい？　もう店じまいの時間だよ。それを飲んだら帰っておくれ」

「わかってるって」

　とろんとした目の男客がリズベットを見る。粘っこい視線だった。

「しっかし、この店に入った頃と比べるとこの子もちったぁ色気が出てきたんじゃねぇか？　へへ……店の手伝いよりもっと向いてるコトがありそうだけどなぁ？　こんな小汚ねぇ店の小間使いよりは、よっぽど稼げると思うがねぇ……？」

「あぁ!?　ざけんじゃないよ！」

　おかみが男客を怒鳴りつける。

「いずれこの子は、とあるお方に引き取られる約束になってるんだからね！　最初からあたしはそのお方に渡すために預かってんだ。だから手を出したら許さないよ？　綺き麗れいなまま渡さないとあたしの首が飛んじまう……絶対にキズモンにするわけにゃいかないのさ。だからほら、痣あざ一つないだろ？」

　おかみは傷や痣が残る暴力を振るわない。

「へへ、どこぞのお貴族さまの目にでも留まったか？　うらやましいねぇ？　ひひ、残念残念」

　リズベットを引き取る相手。

（きっと、おねえちゃんのことだ）

「けど一人の男のモンになるたぁ、もったいねぇなぁ？」

　男じゃないのに、とリズベットは思った。

　と、男客が腕を摑つかんできた。リズベットは慌てて手を振りほどく。

　胸をかき抱き、客から離れる。腕には鳥肌が立っていた。

「おいあんた、手ぇ出すなつってんだろ!?ったく、うちの客はほんと質が悪いねぇ！」

「へへへ、悪い悪い」

「あんたもあんただよリズ!?　ガキのくせに客に色目なんか使いやがって……若いからってなんだぁ？　あたしへの当てつけか!?　ナメてんのか!?」

「ごめん、なさい」

　男客がゲップをした。

「にしても愛想のねぇガキだなぁ……笑いもしなけりゃ泣きもしねぇ。ちゃんと感情あんのか？　そんなんじゃ、身請けしてくれる旦那サマもつまらねぇだろうに」

「あはははっ！　ところがどっこいさ！　生意気なことにこのガキ、実は強がってるだけなんだよ！　けどね、このあたしにゃ勝てねぇのさ……見てなよ～？」

　おかみが息巻いて腕まくりする。

「おらぁ！」

　スパンッ！

　おかみが、リズベットの後頭部を平手で叩たたいた。

「そら！　そら！　そらぁ！」

　何度も後頭部をはたかれる。手慣れた動作で。

「そらそら！　そらそらそらぁ！　おらおらぁ！　いつまで我慢できるかな～!?」

　おかみは頭を叩き続けた。

　そして、十数発を超えたところで――

「……ぐすっ」

　リズベットの目尻に涙が滲にじんできた。続き、かすかな嗚お咽えつ。

　口もとを結んでリズベットは耐えようとした。

　けれど、嗚咽は止まってくれない。

「ぐす……ぐすっ……ぐすっ……」

「へへ……ほら見なよ？　澄ましてるように見えて、ちゃ～んと効いてんのさ。ま、これも躾しつけさね」

「いや……まあ、わかったけどよ……さすがに今のは、ちょっとかわいそうじゃねぇか？」

　男客の笑みは引き攣つっていた。

　涙をぬぐい、リズベットは呼吸を整える。

（負けちゃだめだ）

　気持ちだけでも、強くならないと。イヴみたいに。

「かわいそうだぁ？　ハッ！　かわいそうなのはあたしの方さ！　こんなにがんばってんのにロクなことがありゃしない！　このガキで溜たまったモン解消して何が悪いんだい!?　で――あんたもなんだ!?　す～ぐ泣き止やみやがって！　へへ、けど知ってんだよ？　あんたが苦手なことはねぇ!?」

　おかみがリズベットの耳に顔を寄せた。息を吸う音。

　次の瞬間、
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　おかみが大声を出した。

　耳元で威圧的に、恫どう喝かつ的に、大声を出され続ける。

　リズベットはこれが苦手だった。

　足がすくみ、思わずその場にしゃがみ込んでしまう。

　頭を抱え込み、目をつむる。

　耳を塞げばおかみは耳をきつくツネる。だから耳は、塞げない。

「ぅ……ぐすっ……」

　また、涙が滲んできた。

（弱い子でごめんなさい、おねえちゃん……）

「お、おれはこのへんで帰るとするぜ……まあなんていうか、あ、あんまやりすぎんなよ……？」

　引き気味に男客が席を立った。

　扉が閉まる。男客は店を出て行った。

　が、おかみの大声は止まらない。いつまで続くのだろうか。

（おねえ、ちゃん……）

「調子乗ってるとぶち殺すぞクソガキぃぃぃいいいい[image: ][image: ]！　[image: ]ーっ！　[image: ]ぁぁぁああああ[image: ][image: ]っ！」

「ぐすっ……ふぐっ……おねえ、ちゃん……」




　バンッ！




　店の扉が開く音が、した。

　おかみの大声が止む。先ほどの客が戻ってきたのだろうか？

「あ、あんたは――」

　足音が近づいてくる。

「ぶぎゃっ!?」

　おかみの濁った悲鳴。続けて、人が強く卓に打ちつけられる音。

　リズベットは目を開いた。

（あれ？　この、におい……）

「ここまでとは、聞いていなかった」

　恐る恐る顔を上げる。

　豹ひようの顔の〝おねえちゃん〟が、立っていた。

「おねえ、ちゃん……？」

　明日は大事な血闘だと聞いていたから、今日は来ないと思っていた。

　イヴがズカズカとおかみに詰め寄る。

「ひぃぃ！」

　おかみは尻餅をついたまま手で制した。

「な、何をするのさ!?　あんた明日は最後の血闘なんだろ!?　さっさと戻らないと――」

　ドカッ！

「ぶぎぇっ!?」

　イヴがおかみを蹴り飛ばした。

「こ、公爵さまに言いつけるよ！　こんなことしてタダで済むと――」

「もう終わりだ」

　イヴの声。今まで一番、怖い声だった。

「この子は我がこのまま連れて行く。そして、貴様は――」

「ひぃぇええ！　許しておくれぇ～！」

　おかみは床に膝をつくと、祈るような姿勢になった。

「あたしは、この子を厳しく躾しつけるようズアン公爵さまから命じられただけなんだよ～！　あとあと扱いやすいように心を折っておけとか指示されてぇ……あ、あたしだって本心じゃこんなことしたくなかったんだ！　けど仕方ないじゃないかぁ！　拒否したら、あたしだって殺されてたんだよぉ！」

　おかみがガタガタ震えながら床に額を擦りつける。

「あたしにだって大事な人がいるんだよぉぉ……こんなあたしでも死んだら悲しんでくれる人たちがいるんだぁぁ。だから、命だけは助けておくれぇ～！」

「む、ぅ……」

「あんたがどこへ消えようとあたしは何もしゃべらない！　誓うよ！　あの子もいつの間にかいなくなってたと言うから！　公爵さまには適当にごまかしておくよ！　だから……この通りだよぉ！　助けておくれよぉ！　ひぃぃ～！」

「本当に、口をつぐむのだな？」

「も、もちろん！　あぁ、もちろんさ！」

　おかみがリズベットを見た。皺しわの刻まれたその顔は、涙でクシャクシャになっていた。

「あんたも悪かったねぇっ……今までのこと、すべて謝るよ。どうか許しておくれ？　そうだよね、リズは優しい子だものねぇ……ああ、あたしはこんな優しい子になんてことを……」

　イヴがリズベットに手を差し伸べた。

　きゅっ、と握る。

　温かい手。ホッとする手。胸のあたりに、火が灯ともった気がした。

「おねえ、ちゃん」

「事情があって我らはもうこの王都にはいられない。すまぬ……そなたをまた、過酷な旅に巻き込むことになりそうだ。それでも……我についてきてくれるか、リズ？」

「は、い」

　目からポロポロと涙が零こぼれ落ちてきた。

「わたしはおねえちゃんと一緒なら、どこにだって行きます」

　と、和らいだイヴの目つきが急に鋭くなった。その鋭さはおかみへと向けられている。

「よいか？　イヴ・スピードは突然いなくなったリズベットを捜すため、南へ向かったと言え。その代わり……先の謝罪に免じて、貴様は見逃してやる」

　おかみが何度も頷うなずく。

「わ、わかったよ！　絶対にそうする！　あ――ありがとう！　見逃してもらったこの恩義は一生忘れないよ！　リズ……あんたも強く生きるんだよ？」

　リズベットは頭を下げた。

「今まで、ありがとうございました」

「うん、うん！　ぐすっ……元気でね、リズ！」

　イヴに手を引かれる。

「ゆくぞ、リズ」

　リズベットは足を止めた。

「……おねえちゃん？　あ、あれ――」




　扉のところに、蠅はえの顔をした魔物が立っていた。




　黒いローブ姿。

　リズベットはイヴに身を寄せた。

「安心するがいい。あの男は味方だ。我の命を救ってくれた。信用できる」

　よく見ると蠅の頭は被かぶり物だった。中身は人らしい。

「いい人、なの？」

「そうだ」

　その時、

　ダンッ！

　蠅の人が、壁を強く叩いた。

　リズベットはビクッと震え、瞬時に目をつむった。

　肩が窄すぼまる。身体からだが震え始めた。

　薄く目を開く。

　周りをキョロキョロうかがう。

　蠅の人が近づいてきた。恐る恐る蠅の顔を見上げる。

　すると、彼の手が伸びてきた。

　身を縮めるリズベット。

　彼の手は――優しく、その小さな頭に置かれた。

「急に大きな音を立てて悪かった。だが――」

　男の人の声。若い感じだ。

　けれど、奇妙な威厳がある。王さまみたいだ、と思った。

「おまえの反応で、あの女のことがよくわかった」

　手が離れる。

「あいつと一緒に先に行ってろ、イヴ」

　蠅の人が、横を通り過ぎる。

「俺は少し野暮用を済ませてから行く」

　無言で頷くイヴ。蠅の人を強く信頼しているのが伝わってくる。

　リズベットはイヴに連れられて店の外へ出た。

　と、店の中から声がした。

「乗り切れると思ったか？　けど、残念だったな……根が善人のイヴはあれで騙だませても、俺にあんなクセェ演技は通用しねぇよ。ま、演技力に関しちゃそこそこ自信があってな……あいつの真偽判定がなくとも嗅ぎ分けられた。で、なんだって？　あの子を追ってイヴが南へ向かったと公爵に話す、だったか？　カカ、馬鹿を言えよ」

　蠅の人の声はまるで、別人みたいに聞こえた。

「テメェみたいな人間がそんな約束をクソ正直に守るわけが、ねぇだろうが」







　◇【三森灯河】◇




　少し前、俺はイヴと白はく足そく亭ていに辿たどり着いた。

　例の少女が女主人に大声で威圧されていた。

　カッとなったイヴは女主人を殴りつけた。蹴りもお見舞いした。

　そしてイヴは少女を連れて店を出た。あのままセラスと合流するだろう。

　上う手まくすれば、誰が攫さらったかわからないように少女を連れ出せたかもしれない。

　しかし、激げき昂こうしたイヴは踏み入って女主人を殴りつけた。

　……ま、気持ちはわからなくもない。

　それに――俺自身の問題もあった。

「あ、あたしが約束を守るはずがないだって……？」

　今、目の前には尻餅をついた白足亭の女主人がいる。

　手前まで行き、俺は女主人を見おろす。

「公爵に聞かれたらおまえはすぐに真実を話すさ。長い目で見て、肩入れして得するのはどっちだ？　自分を殴りつけて姿を消した豹人か？　今後も〝お得意様〟になるであろう、公爵サマか？」

「ぐっ」

「そしておまえは義理堅い性格じゃない。目の前の長いモノに巻かれるタイプの人間……どうだ？　図星だろう？」

「ぬぐ、ぐ……そもそもあんた、い、一体なんなんだ？　何モンだ？」

　女主人は活路を見み出いだそうとしている。

　会話で時間を稼ぎ、逃げ道を探そうとしている。存在しない抜け道を。

「俺が何者かだって？　そんなの、善人中の善人に決まってるだろうが。おまえにひどい扱いを受けていた少女をここから救い出したんだぞ？　正義の味方に、決まってる」

　女主人が青筋を立てた。コケにした答えだと理解したらしい。

「あ――あんたねぇ!?　こんなことしてタダで済むと思ってんのかい!?　あの子はズアン公爵さまが引き取る予定になってた子なんだよ！　つまり、あんたはあのお方に逆らったんだ！　もうあんたらは終わりさね！　あの小汚い獣もなぁ！　ぶひゃひゃひゃ！　ざまあみろ！　けどまあ今ならまだ許してやろうかねぇ？　今からでもあの子をあたしに返してあの獣と王都を立ち去るなら、あんたの存在だけは黙っててやるよ！」

「あの子の反応で、すぐにわかった」

「あぁ……？　なんの話だ？」

「怒鳴りつける時に身近なものを叩たたきつけてでかい音を出すと、気分がいいんだよな？」

「あ？」

「しかも前置きなく、急にやりやがる。相手を怯おびえさせるために」

「…………」

「それが続くと、されてる側は大きな音にひどく敏感になってくる……音がするたび、怒鳴りつけられた時の記憶がフラッシュバックするようになる。自分がまた何か悪いことをしたのかと、不安になってくる」

　まず音に驚き、委縮する。直後に周りの人間の顔色をうかがう。

　よくわかる。俺も、同じだったから。

　そう――この女には既視感がある。

　あいつらと似ている。実の親どもと。

「あの反応で、おまえが普段からあの子をどう扱ってたかよーくわかった。前後のテメェの態度や反応と照らし合わせれば、ほぼ確定で間違いねぇだろ」

「う――うるさいうるさいうるさぁぁああい！　だからなんだってんだい!?　てめぇにゃ関係ねぇ話だろうがぁ！」

「気に喰くわねぇんだよ」

「な、に？」

「あの子にあれだけのことをしといて、テメェが何ごともなかったかのように今後ものうのうと暮らしていくと思うと……どーも俺は、それが気に喰わねぇ」

「ん、だとぉ……ッ!?」

「ま、口封じの意味合いもあるけどな……あの子を攫ってイヴが逃げたと推測はされるだろうが、唯一の目撃者のおまえを殺せば確定にはならない」

　確定と未確定。その両者の差は意外と馬鹿にならない。

　未確定の場合〝他の可能性〟が残り続けるからだ。

「ぐぅぅぅ……っ！　あ、あたしはあんたらがもう終わりだって話をしてんだよ！　言った通りあんたをあの恐ろしい公爵から救えるのはあたしだけだ！　ほれほれ!?　あたしに許しを請うかどうか、ハッキリしな!?」

　息をつく。

「もう、ハッキリしてるだろ」

「あ？」

「どう考えても終わるのは、おまえの方だ」

　キョロキョロ店内を見渡す女主人。助けてくれる者など、誰もいない。

　女主人はそこで〝人を呼ばねば〟という顔になり、大口を開けた。

「ぎぃぃゃぁぁ――」

「【パラライズ麻痺性付与】」

「――ぁ、ぐ……ぁ？」

　叫び出そうとした女主人を麻ま痺ひさせる。続けて、

「【ダーク闇性付与】」

「あ？　な……ん、だ……？　目の前が……暗、く……？」

　さらに非致死設定で、

「【ポイズン毒性付与】」

　この三つの重ねがけは可能。

「あ、ぐっ……ぐ、ぁ……ぐ、ぐる……じっ……」

　客はいない。外に他の人間の気配もない。

　今の白足亭には女主人と俺しかいない。

「大声で助けが呼べなくなって、残念だったな」

　声が発せられる位置で俺の顔の位置がわかるのだろう。

　ギョロついた目が俺を睨ねめ上げた。目は時に言葉以上に感情を語る。

　女主人の渾こん然ぜん一いつ体たいとした感情――困惑、焦燥、恐怖。

「バ、バケ……モ、ノ……がッ！」

「そいつはお互いさまだろ」

　振り向いて扉を見る。

「いたぶって殺してやりたいところだが、あいにくそれほど時間がなくてな」

　俺は腰から短剣を抜いた。本来は素材用のものだが。

　女主人の喉もとに刃を当てる。

　ビクッと反応する女主人。何が喉に添えられたかを、理解したのだ。

「大した偽装にゃならねぇだろうが、物取りの犯行って体ていにさせてもらう」

　女主人はガタガタ震え始めた。

　深い闇の中で命の危機が迫ってくる……。

　俺はその恐怖を知っている。あの廃棄遺跡の中で知った。

「恐ろしいもんだろ……視界を奪われた状態で、いつ殺されるかわからないってのは」

「ぐ、ぎっ……ぎぃぃっ……こんな、ごとじて……あん、た……地ちの獄ごく門もん、行きに……なる、よ……ッ？」

「…………」

「だけど、ねぇ……あたしを、見逃せば……天てんの救きゆう門もんに……行げ、る……ッ」

　地の獄門、天の救門。

　こっちの世界でいう天国と地獄みたいなもんか。

　最後は死後の世界を持ち出してきた。

　意地でも助かりたいらしい。が、

「馬鹿か、おまえ」

　これだけ好き勝手やって、

　目的を果たすためなら手段を選ばず、

　己の復ふく讐しゆうに他人を巻き込んで、

　個人の判断で、あれもこれも蹂じゆう躙りんして。

　この女が今持ち出した交渉は無意味。

　もう、覚悟は決まっている。

　天国や地獄の概念が前の世界と同じかはわからないが――

「地獄行きに、決まってるだろうが」

　そう、

「俺も、おまえも」







　すべきことを終えた俺は、白足亭をあとにした。







３．蠅王と共に




　大門近くの壁の内側まで来た。この壁の向こうは王都の外になる。

　俺は地下水道の入口の方へ足を向けた。

　目的の場所に到着。周囲に注意を払いつつ格子を外す。

　格子を嵌はめ直し、中へ歩を進める。

　イヴが来なければ大門から出ていくつもりだった。

　が、今は目立たぬようここを使う。

「我が主あるじ？」

　セラスの声。歩きながら蠅はえのマスクを外す。

　角を曲がると、セラスがいた。イヴとあの子の姿もある。

　俺は、置いてあった自分の荷物を手に取った。

「悪い、待たせた」

「いえ」

「ハティ」

　イヴが声をかけてくるが、俺は手で制す。

「話は歩きながらだ」

　歩き出したあと、イヴが再び口を開く。

「先ほどはすまなかった。怒りで我を忘れて、つい……」

「女主人を殴った話か。あんた、思ったより気が短いんだな」

「……面目ない」

　ややあってイヴが尋ねる。

「して、あの女主人は？」

「すべきことをしてきた」

「……そうか」

　今のひと言で察したようだ。

「我は、甘かったのだろうか」

「かもな」

「…………」

「それより、その子は大丈夫か？」

「あ、ああ」

　隣を歩く少女の頭をイヴが撫なでる。

「リズ、自己紹介を」

「は、はい」

　おずおずと俺とセラスを見る少女。

「り、リズベットといいます……申し訳ありません、知っている名前はそれだけです。あ……長いので、リズとお呼びください」

「俺はトーカだ」

　急に飛び出した名にリズが不思議そうな顔をする。イヴも同じ反応を見せた。

「ハティは偽名だ。本当の名前は、トーカ・ミモリ」

「そうであったか。用心深いのだな、そなたは」

「まあな。で、そっちの剣士がセラス・アシュレイン。今は精霊の力で外見を変えてる」

「お二人とも、よろしくお願いいたします」

　最後尾のセラスが挨拶した。イヴはもうセラスの正体を知っている。

　リズの方は、元聖騎士の名にピンときた様子はない。

　セラスに改めて自己紹介したあと、リズが俺の隣に来た。

　項うな垂だれたまま、彼女は言った。

「トーカ様……わ、わたしはなんでもします……ですからどうか、おねえちゃんと一緒にわたしもお供をさせてください……お願い、します」

「……俺がこれから向かうのは危険な場所だ。命を落とすかもしれない。それでもいいなら、連れて行ってやる」

「かまいませんっ……危険な場所だとしても、おねえちゃんと一緒なら……」

「わかった。いいだろう」

　リズが洟はなをすする。

「ありがとう、ございます……っ」

　まあ、元より連れて行くつもりだったが。

「…………」

　ん？　リズが俺をチラチラ見上げている……。

「何か気になるか？」

「あ、その……蠅のお姿の時と少しお声が違う気がしたんです……気のせいだったら、すみません……」

「ああ……あの被かぶり物には細工がしてあってな。だから声が歪ゆがんで聞こえたんだ」

　声を変える魔法の石〝声せい変へん石せき〟。

『禁術大全』に載っていた魔導具の一つ。

　買い物の時、運よくモンロイの店で素材が揃そろった。

　作製はセラスが【スリープ眠性付与】で寝ている時に宿の部屋で行った。

　今は蠅のマスクの口部分に装着してある。

　ＭＰ１００ほどの魔素を流し込めば一日くらいは効果が持続するようだ。

　当初はセラスの声を変える目的で作るつもりだった。

　が、自分の正体を隠すのにも役立ちそうだ。

　素材の質が上がればさらに声を変化させられそうだが……。

　イヴが、俺の真後ろまで距離を詰めてくる。

「我も、聞きたいことがあるのだが」

「なんだ？」

「そなたの身体からだから奇妙な音がする。水っぽい感じ、とでも言えばいいのか」

「ああ、それはもう一人の仲間だ」

「仲間？」

「あらかじめ断っておくが危険はない。だから、急に斬りかかったりするなよ？」

　俺は立ち止まった。

「セラス、先に行って出口付近の様子を見てきてくれ。俺はこの二人にピギ丸を紹介する」

「かしこまりました」

　セラスが一人で先へ進む。俺は、イヴとリズの方へ向き直った。

「自己紹介しろ、ピギ丸」

「ピッ」

　ローブの中にいたピギ丸が俺の足もとへ、ポヨンッと落ちる。

　リズが「あっ」と声を出した。

「む……？　スライム、か？」

　俺を「ピユ？」とうかがうピギ丸。

「新しい旅の仲間の、イヴとリズベットだ」

　イヴがしゃがみ込む。

「我はイヴ・スピードだ。よろしく頼む、ピギ丸」

　ピギ丸が「ピッ」と突起をのばす。イヴは、突起の先端を手で優しく握った。

「ピギッ♪」

「うむ……この者、そなたにとても懐いているようだな？」

「大事な相棒さ」

「ピユ～♪」

「あ、あのっ」

　リズが両膝をついた。緊張が伝わってくる。

「リズベット、です。よろしくお願いします……ぴ、ピギ丸さん？」

「ピギッ」

　リズがビクッとなって強こわ張ばる。俺は少し苦笑する。

「呼び方が硬すぎるとさ」

「ピギ丸……ちゃん？」

「ピキュ～ン♪」

「今度は気に入ったらしい」

　薄ピンクになったピギ丸がリズの方へ突起を伸ばす。

「リズとも握手がしたいそうだ」

「あっ――」

　戸惑いを覗のぞかせながらも、リズはピギ丸の突起を両手で包み込む。

「よろしくお願いします……ピギ丸、ちゃん」

「ピッ♪」

「…………えへへ」

　ぎこちなさはあるものの、リズは嬉うれしそうにはにかんだ。

　俺たちは地下水道を出た。先に出ていたセラスが、駆け寄ってくる。

「辺りに人影はなさそうです。あの林の中を進めば、ひとまず姿は隠せるかと」

「馬は無事だと思うか？」

「大丈夫だとは、思いますが」

　俺たちは先を見越して馬を用意していた。

　ただ、今は見張りなしで林の中に繫つないである。

　盗まれたら仕方ない程度の感覚だった。

　用意できたのは二頭。金を積めば馬車も用意できそうだった。

　が、魔群帯の前で置いていくことになるかもしれない。

　使い捨てと考えると馬車は割高すぎる。

　何より馬の方が目立たないし、小回りもきく。

　俺は後ろを振り返った。

「あの二人に俺たちのことは？」

「あなたが合流する前に、かいつまんで説明しました」

　明かした情報に関してセラスがサッと説明する。

　与えた情報の選別は問題なさそうだ。そういうところも優秀である。

　俺は背後の二人に言った。

「林の中に馬を用意してある。うち一頭にはイヴとリズで乗ってくれ」

「わかった。すまぬな……元はそなたたちが一人ずつ使っていた馬なのだろう？」

「いや、違う」

「む？」

　一頭は最初からイヴ用の馬だった。

　イヴがついてくるのを想定して用意しておいたものだ。

「俺には乗馬の心得がない。だから、馬にはセラスと二人で乗る」

　二人乗りだと速度がやや落ちるが仕方がない。

　歩くよりはマシだろう。







　王都を守る壁。その外側には林が広がっている。

　俺たちはその林の中を歩いていた。

　なるべく音を立てないよう注意し、歩を進める。

　今、イヴは俺が買っておいた外がい套とうに身を包んでいた。

　目立つ豹ひよう頭とうはフードで覆われている。

　豹人は珍しい種族だという。その辺で日常的に目にする種族ではないそうだ。

　要するに、目立つ。

　魔群帯入りするまではああやって姿を隠す必要があるだろう。

「人間の姿に変身とか、できたらいいんだが」

　セラスの変化の力は本人にしか使えないしな……。

「少し、よいか？」

　イヴが話しかけてきた。

　リズは後ろの方でセラスと話している。二人は、もう打ち解けてきているみたいだ。

「聞きたいことや話したいことがたくさんあるか？」

「うむ」

「まず、何を聞きたい？」

「我はそなたに禁忌の魔女の居所を教えるつもりでいる。ただし、その前に確認しておきたいことがある」

　イヴの言葉を思い出す。

『条件つきでだが、我はそなたに魔女の居場所を教えるつもりだ』

　あの条件の話か。

「聞きたいのは、そなたが禁忌の魔女に会う目的だ」

「解読困難な古代文字の記された呪文書が手もとにあってな。記された文字の読めるヤツを探してる。で、禁忌の魔女なら何か知ってるんじゃないかと思ったわけだ」

　聞きかじる感じだと禁忌の魔女は〝知りすぎた者〟と思われる。

　女神が禁じた呪文。

　その情報を知る者。クソ女神にとってはリスクになりうる。

　魔女は女神の手から逃れるべく魔群帯に隠れた。十分、ありえるのではないか？

「魔女を捕まえるわけではないのだな？　彼女に、害を及ぼすわけでも」

「向こうに害意がなければな」

　枝えだ葉はのあいだから夜空が覗いていた。

　月は雲で覆われたり顔を出したりしている。

　雲で月の光が閉ざされた。林の暗さが一気に増す。ここは外灯もない。

　しかしイヴの足取りはしっかりしている。躊ちゆう躇ちよのない歩調。

　俺も闇には慣れているつもりだった。

　が、イヴは歩き方からしておそらく俺以上に〝見えて〟いる。

「夜目がきくのか？」

「ある程度はな」

　耳のよさ。夜目。イヴの特性は今後も役に立つかもしれない。

「そなたも闇を躊躇せぬ足取りだ。大抵ヒトは闇を恐れるものだが」

「色々あってな。闇には慣れた」

「セラス・アシュレインは？」

「光源は、作れるんだが」

　この位置だと外壁の物見からセラスの光が見える可能性がある。

　今は闇に紛れたい。

　イヴが王都を離れたのがいつバレるかもわからない。

　バレれば追手が放たれるはずだ。その際、手がかりになる要素は極力排除したい。

　当然、光る皮袋も使えない。

「――我は、単純な女だ」

　ふと、前方をジッと見つめていたイヴがそう言った。

「そなたのように我は先の先を見通せぬ。深い思索も得意ではない……単純ゆえ、視野が狭くなって愚かな選択をしてしまうこともある。だからこそ、あのズアン公爵にいいように使われてしまった。あの女主人の本質を見抜くことも、できなかった」

「俺だって何もかもを見通せてるわけじゃないさ。それに、自己分析できてるだけあんたは上等な方だろ」

　イヴは一拍ほど間を置き、再び口を開いた。

「そなたに、この身をあずけたい」

「ん？」

「今後は、どう動けばよいかを我に命じてほしい。そなたの命令通りに動こう」

「へぇ……ずいぶん信用度が上がったもんだな」

「アシュレインとのやり取りを見ていて思ったのだ。そなたの指示通りに動いた方が、よさそうだと」

　イヴが立ち止まる。

「何より……現状、我はそなたを信じるしかない。正直、どこまで他人を信用していいのか今の我にはよくわからぬ。だが――」

　リズの方を振り返るイヴ。

「そなたなら信用できると思っている」

「ありがたい話だが……そう思う根拠は？」

「我から禁忌の魔女の情報を得るために、そなたはもっと非道な手段も取れたはずなのだ」

　イヴが視線をリズから俺へ戻す。

「そなたは麻ま痺ひさせた我をあのまま攫さらって拷問することもできた。あの子を使って我を脅す手もあっただろう。なのに、それをしなかった」

　……本人が言うほど、頭が回らないわけじゃないんだよな。

　イヴは、少し声を抑えて言った。

「リズは足手まといになる」

「…………」

「そなたもわかっているはずだ。我らが赴くのは、あの金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいだ」

　リズは非戦闘員。しかも子どもだ。

　魔物の巣窟であの子を守りながら戦うのはホネが折れるかもしれない。

　どうしても一人は守りへ回る必要が出てくる。

　さっきのイヴの言葉は、事実でもある。

「そなたは、それでもリズの同行を認めてくれた。あの子の気持ちを汲くんでくれたのは我にもわかる……それも、信用する理由の一つになった」

　どうせリズは魔群帯では生き残れない。

　ひとまずイヴから目的の情報を聞き出せればリズは用済みだ。

　リズが魔群帯の魔物に殺されたなら、イヴも納得せざるをえないはず。

　死ぬ前提で連れて行く。イヴ・スピードを、協力的にさせるために……。

　……そういうことを、イヴは考えないのだろうか？

　もちろんリズは全力で守るつもりだ。あの子は意地でも、生き残らせる。

「そなたは善よき人間だ」

「世の中には善意の皮を被かぶった打算もあるだろ」

「ふふ、これが奇妙なものでな……仮に打算があったとしても、そなたなら信用してもいいと思えるのだ」

「昨日今日会った人間なんて信用できないんじゃなかったか？」

「む、ぅ……信頼できるかは、共に過ごした時間だけでは測れぬ……今回の件で、我はそれを学んだ気がするのだ」

　イヴに不安げな空気が漂う。フードの奥から、俺の方をチラッとうかがってきた。

「つ、都合がよすぎるだろうか……？」

「前にあんた、俺のことをお人ひと好よしだと言ったな」

　出会った酒場でイヴが口にした言葉。

『お人好しだな、そなたは』

　鼻を鳴らす。

「あんたの方が、よっぽどお人好しだ」

　馬を繫いでおいた場所に到着する。

　幸い馬は無事だった。荷物を素早く馬に括くくりつける。

　騎乗したイヴが、馬上からリズに手を差し伸べた。

　イヴがリズを身体からだの前に乗せる。俺も、馬の横に立った。

「お手をどうぞ」

　セラスが馬上から手を差し出してきた。その白い手を取る。

「あ、もっとしっかり握っていただけますか？」

「……わかった」

　そうやって馬に乗るのを手伝ってもらった。

　乗馬経験なんてない。初体験。

　……これが馬の上にいる感覚か。なんか、変な感じだ。

　セラスが背後の俺に声をかける。

「振り落とされぬよう、後ろからしっかり私に抱きついていてください」

「いいのか？」

　セラスが前を向く。

「必要なことですし、相手はあなたですから」

「わかった」

　細腰に腕を回し、胸の下あたりを両手でギュゥゥと抱き締める。

　セラスが、ビクッと反応した。

「密着しすぎか？」

「…………」

「セラス？」

「いえ、問題ありません」

「……大丈夫か？」

　セラスの匂いと一緒に感じるもの――体温の上昇。

「少し、汗ばんでるみたいだが」

「――行きます」

　問いには答えず、セラスは馬を歩かせ始めた。

　馬の扱いには慣れているようだ。扱いのブランクで緊張してるわけでもない、か。

　……ま、異性にこうして密着されたら大抵は何か思うところがあるものだろう。

　無理もない。

「どっちの意味合いで緊張してるのかはわからないが、辛抱してくれ。俺もなるべく意識しないでおく」

「わ、わかりました」

　一度、セラスが両頰を自分で叩たたいた。自ら気を注入するみたいに。

　セラスはイヴの方を向き、声をかけた。

「では、行きましょう」







　林の中から様子をうかがう。道にひと気はない。

「トーカ殿」

「ああ、大丈夫そうだな」

　俺たちは一度、林道へ出た。

　二人乗りと荷物の重量。さほど速度は出せない。

　蹄ひづめの音を鳴らし、先へ進む。イヴとリズは少し先行している。

　時おりこちらを振り返りつつも、二人はおしゃべりに興じていた。

　セラスの耳に顔を近づける。

「ここから魔群帯まで大体どのくらいだ？」

「この速度でしたら一日半もあれば到着しそうです」

「例の城を迂う回かいするなら？」

「魔群帯の南に位置する魔ま防ぼうの戦せん城じようを迂回すると、到着は半日ほど遅れるかと」

　魔群帯と境界を接する地域。各国はそこに小城や砦とりでを置いているという。

　ただ、今の俺たちはそれらを避けるべきだ。

「魔群帯関連で、他に気をつけることはあるか？」

　基礎知識はモンロイまでの道中でもう教わっていた。

「確定情報ではないのですが、やはり一つ気にかかることがあります」

「なんだ？」

「人じん面めん種しゆと呼ばれる特殊な魔物のことです。主に人の顔を持つ魔物なのですが……目撃情報がそう多くないのもあり、詳細はほぼ不明でして」

「…………」

　セラスの言葉を聞いてピンときた。

　廃棄遺跡の最上層にいた魔物――魂たましい喰ぐい。

　あいつだけ他の魔物と違う感じがした。人間を模したような印象的な顔面。

　多分あいつも、その人面種だったのだ。

　金棲魔群帯。

　あのレベルの魔物が棲せい息そくしてるとなると、危険地帯として恐れられるのも頷うなずける。

「その人面種なのですが、魔群帯に多く生息しているのではと言われています」

「目撃情報は少ないが存在自体は認知されてる、と」

「目撃情報の少なさについては一つの理由が考えられます」

　セラスの声が深刻なトーンに変わる。

「おそらく目撃した者が――」

　理由に思い当たった俺は、先に答えを口にした。

「ほぼ人面種に殺されている、か」

「はい、そういうことかと」

　死人に口なし。死んでしまえば、目撃情報もクソもない。

「詳細は不明ですが、とにかく人面種は凶悪な魔物として知られています。しかし凶悪な力を持ちながらも、目立つ場所へはほとんど出てこないようですが……」

　慎重な気質なのか、あるいは単に面倒くさがりなだけか。

　はたまた、何か他に理由があるのか。

　が、ここでは推測しかできない。なので今それを考えても仕方あるまい。

「そもそも魔群帯に関する情報自体、どうも少なすぎてな……」

「ええ。外縁部ならともかく、それ以上深く踏み入った者が生還すること自体が珍しい場所ですから……」

　セラスが「ん？」と小さなあごに手を添える。

「そういえば、イヴは魔群帯へ踏み入った経験があると言っていましたよね？」

「言ってたな」

　印象としては、イヴはそこそこ危険な場所まで足を踏み入れている。

「彼女を仲間に引き入れたかった理由は、それもあったのですか？」

「まあな」

　確かに、それも理由の一つだった。

「……ところでリズとはどうだ？　上う手まくやっていけそうか？」

「ええ……あの子は、とてもよい子です」

　ハイエルフとダークエルフ。なんとなく対立しているイメージを持っていた。

　微妙にそこを危惧していたのだが、問題なさそうでホッとした。

　セラスが前方を向く。

「ですが本当にあの子をこのまま？」

「ああ、あの子は魔群帯へ連れて行く。イヴもあの子を連れて行く気だし、あの子もイヴとは離れたくないだろうしな。本人たちが拒否しない限り、このまま魔群帯入りするつもりだ」

「大丈夫でしょうか？」

「意地でも守るさ。なんとしてでも、あの二人は禁忌の魔女のもとまで連れて行く」

　セラスが微笑ほほえんだ。

「やはり、お優しいですね」

「イヴもおまえも俺を買い被りすぎだな。助けて仲間に引き入れたのには、もっと現実的な理由もあるんだよ」

　セラスの身体を抱き直し、続ける。

「イヴを仲間にしたかった理由はいくつかあった。まず一つは前も言ったようにイヴが優秀な戦士ということ。もう一つはさっきおまえが言ったように、イヴには魔群帯に踏み入った経験があること。そして三つ目は――禁忌の魔女との交渉を考えると、イヴは同行させるべきだと思ったからだ」

「と、いいますと……？」

「俺たちとイヴには一つ、決定的な違いがある」

　禁忌の魔女は隠れ住んでいる。だから簡単に会ってはくれまい。が、

「イヴは魔女に恩義があると言っていたな？」

「あ、なるほど」

　セラスは察したようだ。

「そうだ。縁もゆかりもない俺たちが訪ねていくよりは、魔女と少なからず縁のあるイヴが一緒にいた方が接触しやすい」

　よく考えれば普通のことだ。

　ゆかりのある者と、ない者。

　当然、ゆかりのある者がいれば接触はしやすくなる。

　いわゆる〝知人の紹介〟という感じに近いか。

「ただ、イヴの話しぶりからすると面識があるかは微妙なところなんだけどな……」

　イヴの話し方には独特の距離感があった。少なくとも仲間や友人という感じではない。

　あとで魔女との関係性も聞いておきたいところだ。恩義とやらの内容も。

「それとリズだが……」

　俺の方を振り返るセラス。

「リズ、ですか？」

「ああ」

　モンロイの酒場で初日に聞いた話。

『大遺跡帯にいるって言われてる例の魔女か？　ダークエルフなんだよな、確か』

「禁忌の魔女はダークエルフって話なんだろ？　そして――」

　セラスがリズの乗る馬を見る。

「リズも、ダークエルフ……」

「俺たちは〝ひどい目に遭っていた同種族の少女を助けた訪問者〟だ。イヴやリズ本人の口から真実だと説明してもらえれば、魔女も疑いようがないだろ。上手くすれば、俺たちのしたことは禁忌の魔女から好反応を引き出す材料になる」

　だからリズは意地でも生き残らせる――魔女のもとへ、連れて行く。

「そんな先まで見越していたのですか……さすがトーカ殿ですね」

「手持ちの交渉カードは一枚でも多い方がいいからな。だからまあ、結局は打算ありきなわけさ」

　リズを見ると、イヴと楽しそうにおしゃべりしている。

「ただ、まあ――」

　白はく足そく亭ていで初めて会った時のリズを思い出す。

「…………」

　実の両親から虐待を受けていた俺と、女主人から虐待を受けていたリズ。

　あの時、不意に二つが重なった。

　もう救うことのできない過去の自分と、まだ救えるかもしれないリズ。

　セラスの言うように、あの子はイイ子だ。

「ああいう子が震えて泣いてるよりは……楽しそうに笑ってくれてた方が、何十倍もいいだろ。どう考えても」

　声を和らげ、セラスが同意を示した。

「ええ……私も、そう思います」







　最初に反応したのは、イヴだった。

　次にピギ丸。三番目に、俺がそれに気づいた。

「この音……」

　背後を振り返ると、視界に灯あかりが映った。複数の灯り。

　硬い面持ちで「トーカ殿」と声をかけてくるセラス。

「ああ」

　俺たちが王都を出た時間を考えると、少し動きが早すぎる気もするが。

「追ってきやがった」

　ひとまず馬を走らせる。セラスに指示しイヴたちの馬と併走。

　俺は、イヴの動揺を読み取る。

「どうした？」

「我は夜一人で王都を出歩くことも多かった。今夜部屋にいなくとも違和感は薄いはずなのだが……」

　白足亭の方はもう店じまい寸前だった。

　建物内には女主人以外の人間もいなかった。店の灯りも消してきた。

　少なくとも朝方まで死体は見つからないと思ったが……。

「誰かに王都を脱出する話をしたか？　たとえば、血けつ闘とう士し仲間とかに――」

「いや、誰にもしていない。特に公爵や傭よう兵へいギルドの支部長、公爵の私兵長には勘づかれぬよう細心の注意を払ったつもりだ。しかし……」

　喉奥で自責の唸うなりを鳴らすイヴ。何か心当たりがあるようだ。

「血けつ闘とう場じようを出る直前、一人の男と出会った。その時の我を見てその者が勘づいたのかもしれん」

「誰だ？」

「ムアジと呼ばれていた。人の気配に気を配ってはいたのだが……恥ずかしながら、声をかけられるまで我はやつの接近に気づけなかった」

　俺は後ろを振り返った。

「なるほど、例のアシントの親玉か」

　再び、前を向く。

　おそらくイヴの推察は当たっている。ムアジはその時、イヴの様子に違和感を覚えた。

　これまで得た情報からすると、アシントは公爵と繫つながっているだろう。

「ムアジはおまえと会った後、そのまま公爵のところへ違和感を伝えに行った。イヴ・スピードの様子がおかしかった、と。で……荷物の有無やリズのいる白足亭を調べるべきだと提言した、ってとこか」

　短時間でイヴの様子が妙だと察した男だ。白足亭で何が起きたかもすぐ把握したはず。

　追手の動きが早すぎた理由は、単に追う側が気づくのが早かったから。

　早く気づいた要因はムアジ。アシントのボスは観察力も優れてるらしい。

　読みも鋭い。詐欺師には、不可欠な能力。

「ムアジはこの機会に自分の優秀さを公爵へ売り込む算段だろうな。アシントの力を示す意味でも絶好の機会だ」

　となると追手の中にアシントもまじってそうだ。

　イヴを捕らえるのか、あるいは殺すのか。いずれにせよさらに自分たちの力を示せる。

　最強の血闘士を凌りよう駕がせし呪術師集団。

　五ご竜りゆう士し殺しにもより真実味を持たせられる。

「……すまぬ。我のせいで、そなたたちをいらぬ危険に晒さらす結果になってしまった」

　イヴが馬の速度を落とした。リズが不安げにイヴを見上げる。

「おねえ、ちゃん？」

「トーカ、リズを――」

「ここで俺たちに託しておまえが一人残り、追手を食い止めるって？」

「やめて、おねえちゃん……っ」

　リズが涙目になった。

「……これが我なりの責任の取り方だ。せめて、そなたたちとこの子だけでも逃げ――」

「いくら最強の血闘士でも、あの人数相手に一人じゃ勝てないだろ」

　俺は、イヴの言葉を遮った。

「それに、俺がここで禁忌の魔女への案内人を失ってどうする」

「しかし……このままではいずれ追いつかれてしまう」

　荷物と二人乗りの重さ――速度は向こうが上。

　確かにこのままだといずれ追いつかれる。灯りは、どんどん近づいてきている。

　ただしその数は少しずつだが減っていた。

　いくつかの灯りは左右の林の中へ入っていく。林の中も捜索しているのだ。

　が、それでもまだ相当な数が残っている……。

　俺たちの馬はなだらかな坂を駆け上がっていく。

　首を巡らせて後方を確認。

　ここは後方より高い位置のため、遠くまで見通せる。

　先頭集団のさらにその向こう。別の灯りのかたまりが見える……。

「あっちが第二陣ってとこか。けっこうな数だな」

　ご苦労なことだ。

　俺は指示を飛ばした。

「馬を止めて下りろ」

　セラスが馬の速度を落とす。

　イヴが狼ろう狽ばいした。

「ど、どうするのだ？」

「迎え撃つ」

　セラスの身体からだから腕を解き、俺は言った。

「あらかた、組み上がった」







　二頭の馬が闇の向こうに駆けて行く。

　光を放つ木の枝を身体に括くくりつけた馬。

　俺たちが乗っていた馬である。

　セラスとイヴが馬の扱いに慣れていて助かった。

　二頭とも意図通り勢いよく駆け去っていく。何も乗せていないからスピードも速い。

　発光する木の枝は光の精霊の能力。

　一定時間、対象物に光を付与できる。ただし対価は安くない。

「悪いなセラス……落ち着いたら、俺がぐっすり眠らせてやるよ」

　薄く微笑ほほえむセラス。

「ええ、是非お願いいたします」

　複数の馬ば蹄ていの音が接近してくる。俺たちは、茂みの中で息を殺した。

「副長殿、あれを！」

「あの光っ!?　よし、ついに捉えたぞ！　灯りは二つ！　豹ひよう人じんと連れの少女で間違いあるまい！」

「あのムアジという男の読み通り、二人は北を目指していたようですなっ」

「ああ、さすがは〝黒竜殺し〟といったところかっ」

「他へ回された連中はこれで無駄足になりましたがねっ」

「我々が北へ回されたのは幸運だった！　よし！　豹殺しの称号は我らが手にするぞ！　アシントや傭兵どもに渡すわけにはいかん！　追え！　追えーっ！」

　第一陣がけたたましく前方を通り過ぎて行く。

　……先頭の第一陣は公爵の私兵っぽいな。

　口ぶりからそう察せられた。会話を聞くに、他の方角に回された連中もいるらしい。

　女主人の口を封じたおかげで一定の効果は出せたか。

　わずかだが、戦力を分散させられた。

　イヴが声を潜めて言った。

「あの話しぶりからすると、アシントや傭兵たちも駆り出されているようだな……」

「傭兵は公爵が報酬で釣ってかき集めたんだろう。アシントは、さっき言ったように自分たちの力を示すために出てきた」

　駆け去った馬を第一陣が追いかけていく。

　今、俺たちが乗っていた馬は身軽な状態だ。追いつくまでしばらくかかるだろう。

　ひとまずの分断は成功した。茂みに身を潜めつつ、イヴが第二陣の方を向く。

「先頭集団にアシントはいなかった。とすると、あの第二陣がアシントかもしれぬな」

　ムアジはイヴが北に逃げたと読んだ。ならば、こっちへ来ている可能性が高い。

　北以外へは行っていないはず――つまり第二陣は、高確率でアシントと見ていいか。

「イヴ……おまえは夜目がきく上に、耳がいいんだよな？」

「うむ、自信はある」

「一つ頼みたいことがある……で、それが終わったら少し先の林の中に身を隠して、そこでリズと荷物を守っててくれ。俺はこのままここに残る」

「我もここで戦う」

「今からやろうとしてることにはセラスが必要だ。となると、他の誰かがリズを守る必要がある。リズが捕まれば、人質にされる危険だってあるだろ？」

「むっ……」

　イヴはおとなしく引き下がった。

　さっき〝俺の指示に従う〟と口にした。偽りはないようだ。

　枝葉の間から空を見上げる。

　今夜は、厚ぼったい雲がたくさん浮かんでいた。月が隠れがちなのはいい。

　闇を存分に、利用できる。

　と、セラスが顔を寄せてきた。

「おそらく私たちは向こう側に存在を知られていません。逃げているのはイヴとリズだけと思われているはずです。ですので、上う手まくすれば相手の油断をつけるかと」

「……どうかな」

　セラスが小首を傾かしげた。

「と、いいますと？」

「なんとなくだが、ムアジという男は協力者の存在まで想定している気がする」

「トーカ殿はムアジを買っているのですね」

「連中の使う呪術ってやつ……胡う散さんくさいと思わないか？」

「まあ……そうですね。術式や精霊術と違い、実体があるようでないと言いますか……」

「にもかかわらず、ムアジは呪術を多数の人間に信じ込ませている。配下からも崇拝されてる印象がある……つまりムアジってのは、相当タチの悪い噓うそつき野郎なわけだ」

　一応、呪術の正体にも心当たりはある。

　会話を聞いていたイヴが首を傾げた。

「要するに、何が言いたいのだ？」

「よくも悪くも、ムアジは頭が回るってことだ」

　指でこめかみを示す。

「それも、かなりな」

　向こうもこっちの動きを読みにきている。

　今この瞬間もこっちがどう動くか読み解こうとしているはずだ。

　追手の動きの迅速さが物語っている。

　ムアジはイヴが逃げた方角を北と読んだ。あの噂うわさ話ばなしから推測したと思われる。

〝イヴ・スピードは禁忌の魔女の居所を知っている〟

　その噂話をムアジは知っていた。

　禁忌の魔女が隠れ住むと言われる金こん棲せい魔ま群ぐん帯たい。

　今のイヴがリズを連れてイチかバチかで逃げ込むならそこしかない。

　ヤツは素早く、そう読んだ。

　荷物を手にしつつイヴが聞く。

「あの数相手に勝算はあるのか？」

「やり方次第だな。真正面からぶつかって勝てない相手なら、こっちが勝てそうな領域へ引きずり込めばいい」

　リズが残りの荷物を抱える。俺は立ち上がり、第二陣のいる方角を見た。

「ただ、ここでアシントとぶつかるはめになるとは思わなかった」

「……すまぬ」

　何度目か知れぬ謝罪を口にするイヴ。俺は、イヴに視線をやった。

「ま、この状況を招いたのは確かにおまえが原因かもな」

　リズが慌てて頭を下げる。まるで、イヴのことは連帯責任だとでも言わんばかりに。

「お、おねえちゃんがしたことは全部わたしのためです……ですから悪いのはわたしです……だから……」

　リズの小さな肩は震えていた。

　……まいったな。これは俺の言い方が悪かったか。

　息をつく。

「勘違いするな。俺は別にイヴを責めてるわけじゃない。もちろん、リズもだ」

　蠅はえのマスクを手にし、ほんの少し口角を持ち上げる。

「今の状況は、上手くいけば俺が望む結果を生むかもしれない――俺にとってはむしろ、好都合かもしれないんだよ」

　俺の反応が予想外だったのか。

　イヴとリズは、虚をつかれた表情をする。

　俺は、蠅のマスクを被かぶった。

「さあ、始めようか」







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　先頭の男が、足を止めて振り返った。

「ムアジ様？　いかがされましたか？」

　問いを投げられたあの後ろの男がムアジのようだ。

　ムアジはローブを着用していた。他の者より上等なローブ。ひと目でわかる。

　そして――紋の入った紫のローブを着た集団。あれがアシントで間違いないだろう。

　ムアジが口を開く。

「灯あかりを消していただけますか？」

「え？　あ、はい！　おい、消せ！」

　灯りが消えると、雲間から微かすかに漏れ出る淡い月明かりだけが残った。

　ムアジが、問いを投げる。

「灯りを消す前に気づきましたか？」

「は？　ええっと、何をでしょうか……？」

「あそこです」

「あそこに、何か……？」

「あの辺りだけ枝が何本か折れていました。普通に考えるなら、何者かが慌てて逃げ込んだ際に折れたのでしょう。折れ方が不自然ですので」

「で、ではっ!?」

「逃亡者はまだこの辺りに潜んでいますね。第一陣は囮おとりに引っかかったようですが」

「よし、おまえたち！　林の中へ入って豹人と小娘を捜せ！」

「――その必要はありません。あれは、罠わなでしょうから」

「わ、罠ですか!?」

「あの枝は意図的に折られたのです」

「意図的、に……？」

「はい。囮を使い先頭の私兵部隊と我々を分断した者が、あんな簡単な失敗をするとは思えません。そう……あのような露骨な痕跡を残すわけがないのです」

「な、なるほど」

「賢い相手のようです。我々なら枝が折れているのを見逃さない……そこまで読んだのでしょう。そしてまんまと林へ踏み入れば、相手の思うツボ……つまり、あの先には罠が張ってあるのです」

「さすがはムアジ様……しかし、まさかあの豹人にそこまでの知恵があったとは……」

「罠を張ったのはおそらく、豹人ではありません」

「え？」

「直接見た感じ、イヴ・スピードは緻密な策を練る人物には思えませんでした。過去の話を聞く限りでも」

「では他に仲間がいると？」

「はい。ですので敵は豹ひよう人じんと少女だけと思わぬ方がよいでしょう」

「くっ、危ないところでした……ムアジ様がいなかったらどうなっていたことか……」

「――さて、そちらの策は見破りましたよ？　そろそろ、観念して出てきてはいかがですか？」

　ムアジが手を上げると、アシントたちが弓を引き絞る。

「そこに隠れているのはわかっています。我々の攻撃手段は弓矢だけではありません。距離を詰めずとも、遠距離から仕留める方法や、炙あぶり出す方法はいくらでもあります。たとえそこの木の幹を、盾にしようとも」

　雲間から月が顔を出す。

　共に姿を現したのはセラス・アシュレイン。彼女は、蠅の被り物をしていた。

　口角を緩めるムアジ。

「蠅の剣士ですか……蠅はえ王おうの伝説に登場する彼の配下を彷ほう彿ふつとさせますね。まあ、あちらは女剣士ではありませんでしたが」

　セラスの剣はすでに抜き放たれている。黙したままでいると、ムアジが続けた。

「何者かは知りませんが、豹人と少女を素直に引き渡すのなら命までは取らぬと約束しましょう」

　両手を広げるムアジ。

「いえ、それどころかアシントの一員として歓迎します。佇たたずまいでわかりますよ。かなり腕の立つ戦士のようです。さぞ、名のある戦士なのでしょう」

　剣を握り直すセラス。

「出された提案を断る、と言ったら？」

「呪いによる苦しみを与えます。生きていることを後悔するほどの、壮絶な苦しみを」

「…………」

「我々の呪いは強力無比です。あの五ご竜りゆう士しさえ、我々の呪いには抗あらがえなかった」

「本当にあなたたちが五竜士を？」

「ええ。呪いの前では〝人類最強〟とて無力……さて、どうでしょう？　ここで苦しみの果てにその命を散らすよりは、我々の一員となる方が賢明かと思いますが」

　セラスは構えを緩めた。推し量る目でムアジを見る。

　やがて、彼女は口を開いた。

「わかりました」

　ムアジの糸目が角度を増す。

「賢い選択です」

「この数相手に勝てるとは思えませんし、私たちが見つかって捕まるのも時間の問題でしょう」

「現実を見据えて先を読む力もある。素晴らしい才覚をお持ちだ」

「ですが、一つ条件があります。イヴと少女の身の安全を保証してください」

「今の我々はあなた方を追っている公爵家に強い影響力があります。約束は、必ずや果たしましょう」

「……いいでしょう。では、豹人と少女のところへ案内します」

　踵きびすを返す。

「全員、私についてきてください」

　歩き出したセラスに、先頭のアシントが続こうとする。が――

「なるほど、そういうことですか」

　ムアジが、配下を止めた。

「全員、止まりなさい」

「ムアジ様……？」

　セラスも足を止める。

「…………何か？」

「あなたは豹人たちを素直に引き渡すつもりはない。そうですね？」

　セラスは問いに答えず反転し、剣を構える。

「なぜ、気づいたのですか？」

「あなたの言葉の違和感です。あなたは先ほど〝全員〟と口にしました。しかし、全員を引き連れて行く必要がありますか？　付き添いなら数人で問題ないはずです。なのに、あなたは我々〝全員〟を林の中へ連れて行こうとした」

　セラスは口もとを引き締める。ムアジが、続ける。

「いえ、実際は林の中へ引き込む必要すらないのかもしれません。たとえば、そう――」

　片目を開くムアジ。

「何かの射程距離へ引き込めさえすればそれでよかった、とか？」

「――――ッ！」

「逆に考えれば、その罠はこの距離だと意味をなさない……全員、距離を取って攻撃態勢を取りなさい」

　手を上げ、ムアジが指示を出した。

「そのまま攻撃態勢を維持。矢を、いつでも射れるように」

　矢を向けられたセラスは、やや挑戦的に問う。

「お得意の呪いで殺すのではないのですか？」

　微笑ほほえみを返すムアジ。

「今ここにいるアシントは〝呪じゆ士し〟と呼ばれるワタシ直属の特別な部隊でして」

「呪士？」

「特別にお教えしましょう。彼らは暗殺者ギルドの意思を継ぐ者たちです」

　その名をセラスは知っていた。

「暗殺者、ギルド……」

「ほぅ？　名に覚えがありますか。これは珍しい」

「古い文献を漁あさるのが趣味でして。しかし、暗殺者ギルドはもう存在していないはずです。なぜなら――」

「そうです、暗殺者ギルドはかつて異界の勇者により根絶やしにされたと伝わっています。根源なる邪悪を倒し主目的を失った勇者たちは、暗殺者ギルドを次なる〝邪悪〟としたのです」

　微笑みを絶やさず、ムアジは続ける。

「勇者たちは大陸中の暗殺者ギルドを次々に潰して回りました。その後も暗殺者ギルド員の者は勇者やその子孫から追われ、投獄され、殺されていきました。そして……時代を経るにつれ、暗殺者ギルドの存在も忘れ去られていった」

　セラスもそれは知識として知っている。

「あなたたちは……暗殺者ギルドを復活させるつもりなのですか？」

「いえいえ、我々はかつて暗殺者ギルドが担っていた仕事を肩替わりするだけです。呪術師集団として。ただし――」

「やり口は、暗殺者ギルドの手法と同じ……」

「そういうことになります」

　王都モンロイの酒場でアシントと揉もめた男の父親。

　彼は泡を吹きながら倒れ、意識不明となった。あれは呪いではなく――

「毒物、ですか」

「ご明察です」

　暗殺者ギルドとくれば、まず思い浮かぶのは毒物だ。

「我々は容易に毒と見破れぬ高度な毒物を有しています。種類も豊富ですよ？　痺しびれを及ぼす程度のものから、即効性の致死毒まで……しかし、それらの高度な毒はわずかに生き残った暗殺ギルド員の子孫が隠し持っていた特殊な調合法でしか、作れません」

　足もとを靴底で擦りつつ、ムアジは続ける。

「そして……痕跡を残さず始末するのは、暗殺者ギルドが最も得意とするやり方です」

　痕跡の残らぬ高度な毒物を用いた暗殺――それが〝呪術〟の正体。

　ただし毒物は所持そのものを禁じている国が多い。表立っての流通も禁止されている。

　とある二国などは毒物の所持及び使用を特に厳しく禁じている。

　ヨナト、アライオンの二国だ。

　この二国は毒物を〝邪よこしまなるもの〟として認定していた。

　所持者、使用者は厳罰に処される。

「あなたたちアシントは暗殺対象を毒で始末したのち、その痕跡を消した上で自分たちの成果を〝呪術〟として喧けん伝でんしていた……」

　用いるのは毒物と判明しにくい特別製の毒。

　暗殺対象に気づかれず体内へ侵入させるすべも心得ているはずだ。

　暗殺者の技術なら、痕跡を消すのもお手のもの。

　これらが揃そろって〝呪い〟は完成する。

　広く知られるように、毒物は所持及び使用が各国で禁じられている。

　だから彼らは名を〝呪い〟と変えて用いた。

　この〝呪い〟という概念は非常に厄介な代物と言える。

　存在を完全に証明できない反面、逆にその不存在も証明できない。

　つまり絶対に〝ない〟とは、誰も言い切ることができないのだ。

「そうして舞い込んだのが例の黒竜騎士団の一件でした。特に、最強の称号を欲しいままにしていた五竜士の突然の死は――」

　セラスは先回りし、ムアジの言を継ぐ。

「人知を超えた呪い以外では、説明できない」

「そうです。実に素晴らしい理解力です……ええ、ゆえに我々は〝黒竜殺し〟を名乗ったのですよ。呪いの存在を人々へ信じ込ませる、絶好の機会だと判断して」

　確かに五竜士の死には説明のつかない点がある。

〝誰が彼らを殺したのか？〟

　セラス・アシュレインが彼らに勝てたと思われてはいまい。

　それどころか一般的にはすでにこの世にいないと認知されているらしい。

　現状、五竜士を殺せた者を誰も思いつけていない。皆が納得のいく該当者が、いない。

　そう、当時現場に居合わせた者以外には何もわからないのである。

　ならば人知を超えた力――呪いの力かもしれないと思っても、おかしくはない。

「――五竜士を殺した者があなたたちの噓うそを知り、接触してくるとは考えなかったのですか？」

「ふふ、わかっていないようですねぇ？　その者が五竜士に勝てたのも、我々の〝呪い〟のおかげなのですよ？」

　……これはどこまで行っても水掛け論にしかならない。

　呪いのおかげで勝てた。そして、呪いの力でないと完全証明する手立てはない。

　これは五竜士を殺した当人でさえ証明不可能とも言える。

　ある意味、無敵の論理。

「呪いの不存在は誰も証明できない。呪いの力かもしれない。その不確かな状態が続く限り、どうあっても我々の勝利なのです。証拠がない限り、この世では言い張った者が勝つのですから」

「本物の五竜士殺しにあなたたちが狙われるとは考えないのですか？」

「ふふ、仮にそんな者が現れても隙を見て暗殺します。実を言いますとね……五竜士相手でも、我々なら勝てたと思っているのです。確かにシビト・ガートランドは戦闘能力こそ最強だったかもしれません。ですがこの世において最強にふさわしいのは、実のところ暗殺者なのです。正々堂々戦う必要などありません。そう……策や毒を用いた殺しに長たけた者こそが、この世で最も強き存在なのです」

「……あなたたちの目的は、なんなのですか？」

「暗殺の仕事は金を生みます。そして貴族の世界では、邪魔者を殺したいと願う者も少なくない。我々は最終的にズアン公爵家を足がかりとして、この国の中枢へ喰くい込むつもりです」

「邪魔者となる相手を暗殺で排除しながら、ですか」

「はい。最後は、この国を我々が手に入れます」

「裏からウルザを操る、と」

「そうなるでしょう」

（だから公爵家へさらに取り入るべく、彼らはイヴを捕らえて功績を上げたい……トーカ殿の読みは当たっている……）

　ところで、とムアジが問う。

「他の仲間はどこに？」

「イヴと少女以外は、私一人です」

　セラスはそう答えた。が、ムアジは信じなかった。

「たった一人で我々を相手にするとは、さすがに考え難いですがねぇ」

　セラスは頭を回転させる。暫しばし黙したのち、彼女は己の顔へ手をやった。

　一瞬、アシントが攻撃へ移ろうとする。しかしムアジが制する。

「……あなたたちを私一人で相手にできると思うに足る理由を、説明しましょうか」

　セラスは蠅はえの被かぶり物を脱ぎつつ――変化を、解除。

「それは――私があの五ご竜りゆう士しと対たい峙じし、生き残った者だからです」

　ムアジの配下たちがざわめく。賞金首としての似顔絵は知れ渡っているようだ。

　ハイエルフという物珍しさもあるだろう。

　皆、正体を明かしたセラス・アシュレインを凝視している。

「これは……さすがのワタシも少々驚きました。蠅の剣士の正体が、まさかあのセラス・アシュレインとは……」

　納得顔になるムアジ。

「しかしこれで合点がいきました。豹ひよう人じんの逃亡に手を貸すのと引き換えに、あなたは禁忌の魔女の棲すみ家かまでの案内を豹人に頼んだ。逃亡者同士、イチかバチかでそこへ逃げ込む算段だった。ちなみに――」

　探るようにムアジが片目を開く。

「五竜士殺しは、あなたが？」

「だとすれば？」

「いえ……五竜士を殺したのはあなたではない。他の誰かです」

「……なぜ、そう思うのですか？」

「簡単ですよ。あなたがあの〝人類最強〟より強いとは思えない……なぜならこのワタシが、この者たちよりもあなたが弱いと感じるからです」

　パチンッ、とムアジが指を鳴らした。

　すると一人の男がフードを払いのけながら前へ歩み出た。

　全身に彫り物をした男。禿とく頭とうで、その瞳は落ちくぼんでいる。

「彼は豹人の最後の血闘で対戦相手になるはずだった男です。名はベルガー。そして、もう一人――」

　ムアジがスッと指先を動かした。セラスは、その先を視線で追う。

　斜め前方の林の暗がり。

　目を凝らすと一人の男が片膝をついていた。巻き上げ式の弓を構えている。

　鈍く光るその厚い矢じりは、セラスへと向けられていた。

「あれはベルガーの兄、ヴァラガンです。二人は我々アシントの誇る最強の兄弟でしてね？　それにしても……これは奇妙な巡り合わせでもありますか」

　二人がタダ者でないのは瞬時に伝わった。しかもなぜか、既視感に近い感覚を伴って。

「彼らの末弟の名をお教えしましょう」

（……末弟の名？）

「二人の末弟の名は、ザラシュ・ファインバード」

「！」

　ザラシュ・ファインバード。

　かつて逃亡するセラスを追い詰め続けた凄すご腕うでの傭よう兵へいの一人。

　トーカに殺されたあの聖なる番人ホワイトウオーカーの一人である。

　勇ゆう血けつの一族であり、生前〝牙〟と呼ばれていた戦士だ。

「思い至ったようですね？　そうです、彼らはあなたを追い詰めたと言われているあの〝牙〟の兄なのですよ」

　ベルガーが、無感動に言った。

「ザラシュはデキの悪い弟だったが、アレに苦戦させられたとは……セラス・アシュレインも噂うわさほどではなさそうだ。出来損ないのザラシュよりも、おれたちは強いぞ……」

「…………」

　精せい式しき霊れい装そうを用いてもあの四人組には苦戦を強いられた。

　ザラシュには特に苦戦させられた記憶がある。言葉通りあの男より強いとなると、

（ムアジは噓をついていない。彼らは本当にザラシュの兄のようですね……）

　ニコリとするムアジ。

「おわかりいただけましたか？　アシントは暗殺や毒物だけが取り柄の集団ではありません。こうして十分な戦力も備えています」

　兄弟は隙なくセラスを注視している。彼らはいつでも攻撃に移れる状態にあった。

　セラスが動けば即座に攻撃を開始するだろう。

　再び月が雲に隠れる。辺りを闇が覆い、ムアジが言った。

「暗殺の技術、確固たる戦力――そして、このワタシの頭脳と洞察力がアシントには揃っています。戦闘だけに特化した豹人など敵ではありません。仮に五竜士を倒した者が襲ってこようと、ワタシは勝つ自信があります」

　ベルガーが舌なめずりした。他のアシントもセラスに視線を注いでいる。

　視界を阻む闇が邪魔とばかりに苛いらついている者もいた。

　セラスの形なり姿かたちをハッキリ視界に捉えたいらしい。

「どうしますか、セラス・アシュレイン？　刃向かう素振りを少しでも見せれば、ヴァラガンの豪速必中の矢があなたを射い貫ぬきます。もし豹人がどこかから襲ってきても、ベルガーなら問題なく叩たたき潰すでしょう」

　セラスは一歩後ずさった。ムアジが警告を口にする。

「林の中へ逃げ込むのはおすすめしません。あなたの背後の林の中には、すでにワタシの配下たちが回り込んでいます」

　アシントの一人が賛辞を口にする。

「さすがはムアジ様……あの娘、まんまと策にハマりましたな」

「囮おとりを使ったのはあなただけではないのです、セラス・アシュレイン。驚きましたか？　そう――」

　ムアジは自分の胸に手を添え、高らかにタネ明かしをした。

「ワタシたちが囮だったのです」

　灯あかりを持っている部隊と、灯りを持ってない部隊。

　ムアジは二つの部隊を用意していた。

　先頭半分は灯りを持った部隊。

　そして、灯りを持っていない後方半分は途中で闇に紛れて林の中へ移動。

　あえて灯りを手にし目立つよう移動していたのも、ムアジが大声で会話していたのも。

　すべては、闇に紛れさせた別働隊から意識を逸そらさせるための策。

　結果、セラスは包囲されることとなった。もはや――逃げ場は、ない。

　タネ明かしを終えたムアジが、一歩前へ出る。

「今までの会話も時間稼ぎでした。別働隊が、あなたの逃げ道を阻むまでの……」

　苦笑するムアジ。

「真相を明かすワタシの語りには引き込まれざるを得なかったはず……ええ、わかります。いかにも謎の真相が明かされていると感じる語り口に対し、人は耳を傾けざるをえないものです。この話術を作り上げるには、血の滲にじむような修業が必要でしたが」

　セラスは一瞬、背後へ視線を滑らせた。

（もし林の中に大掛かりな罠わながあれば、先に被害を受けるのは別働隊……別働隊はおそらく、罠の有無を確認させるための捨て駒でもあった……）

「豹人と少女も今頃は別働隊が捕らえているかもしれません。別働隊の方にも手て練だれを用意しましたから。しかし……静かなものでしょう？　気配を消し、背後からこっそり忍び寄る……これが、暗殺者の妙技というものです」

　またもや気まぐれな月明かりが顔を出した。

　セラスの身体からだに月光が降り注ぐ。ムアジが、目もとを緩める。

「しかしまあ、なんと見事な美貌ですか……」

　セラスを見る者たちは明らかに興奮を隠し切れていない。

　目や口もとを見やれば、何を考えているか手に取るようにわかる。

　最強の兄弟も、沈着冷静な印象のムアジも、胸の高鳴りを抑えきれぬ様子だった。

「あなたは時間をかけてワタシ直々に〝祝福〟を与え、正しき呪じゆ神しんの徒として〝脱皮〟させる必要がありそうです。もし五竜士を殺した者について何か知っているとすれば……〝祝福〟の過程で自ら話したくなることでしょう。ワタシの〝祝福〟を受けた者は、最後は例外なくワタシに絶対服従してきました。五竜士と対峙したあなたが何を目にしたかを聞き出すのも……まあ〝祝福〟のさなかでよいでしょう」

　祝福。薬物を用いた洗脳だろうか。

　アシントがさらに扇状に広がった――セラスを、取り囲むように。

「あなたを狙っているあの矢には痺しびれ薬が塗ってあります。矢じりにかすっただけで、あなたは動けなくなる……もしあの痺れ矢から逃れたとしても、あの兄弟から逃れることはやはり厳しいかと。そうです……いかに強くとも、状態異常を引き起こす我らの〝呪術〟の前では誰もが無力……」

　ムアジが一歩、前へ出た。

「これにて詰みです、セラス・アシュレイン」

「…………ッ」

　セラスは一歩、後退する。

「この結末を読んでいたからこそ、ワタシはあなたにすべてを話しました。そして次々と〝真相〟を繰り出すワタシの話術に引き込まれている間に、気づけばあなたは完全に退路を断たれていた。あとは……豹人と少女を公爵に引き渡して終わりです。では、そこに跪ひざまずきなさい。まずは、このワタシに許しを請うところから始めましょう」

　ムアジが両目を開いた。

「セラス・アシュレイン……あなたにはいずれワタシの子を授かる栄誉を与えます。光栄に思うことです……」

　またもや月が、雲に覆われた。

　さながら希望を奪い取るかのように――辺りから、光が失われる。

（……トーカ、殿）

　セラスの頰を冷や汗が伝った。

（あなたの――）
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　王の〝合図〟が、

　闇の中から放たれた。







４．黒策　～Ｍｉｓｓｉｎｇ～




　イヴは夜目がきく。

　ただそれ以上に集中時の耳のよさがずば抜けていた。

　もはやセンサーという感じだ。豹ひよう人じん族ぞくの特徴らしい。

　第二陣が迫っていた頃、まず迫る第二陣を夜目で確認してもらった。

　次に、耳を地面につけて足音を聞いてもらった。

　灯りの数から推測できる人数と、足音の数から推測できる人数。

　そこにはズレがあった。

　灯りの数から推測できたのは約三十人。

　足音から推測されたのはおよそ四十五人。

　約十五人の誤差――つまり、誤差が別働隊と考えられる。

　途中で足音のかたまりが二つに分離したとイヴが報告した。

　別働隊が本隊を離れたらしい。

　俺はセラスに指示を出してから、イヴたちと林の奥へ踏み入った。

　セラスには時間稼ぎのために、灯りを持っている方の部隊の相手を頼んだ。

　彼女なら信頼して任せられる。

　が、完璧は望まない。望みすぎはプレッシャーとなる。

　彼女ならばベストを尽くす。それは言うまでもなく、わかっている。

　だからどんな結果でも俺は文句をつけない。

　俺にとって〝任せる〟とは、そういうことだ。

　彼女にはそう伝えた。

　そうしてセラスと別れた俺は、林を進んだ。別働隊がいるであろう方角へと。

　イヴとリズは途中まで連れて行った。

　集中し、耳を澄ますイヴ。

「林を通ってこちらへ向かっているのは十四……いや、十五人だな。この距離なら確実にわかる……」

　耳元でイヴがそう囁ささやいた。音で人数を把握しているらしい。

　……俺はすごい拾い物をしたのかもしれない。

「わかった。あとは戻ってリズと身を隠しててくれ」

「一人で大丈夫なのか、トーカ？」

「リズを一人にはできないだろ？」

「だが……」

「心配するな、問題ない」

　今、月は隠れている。林の中は暗い。深い闇――得意な舞台だ。

　こめかみを指で叩たたいてみせる。

「おまえほどじゃないが俺も感度はイイ方でな？　とある場所で、死と隣り合わせのまま数日過ごした。そのおかげか、気配ってヤツにはけっこう敏感になったんだよ」

　ローブに手を当てる。

「それに、一人じゃない」

　ピギ丸が「ピ」と小さく返事をした。

　イヴたちが戻ったあと、俺は草陰に身を忍ばせた。

　別働隊が近づいてくる……。

　俺は、雲で月が隠れて闇が濃さを増す瞬間を狙った。

「【パラライズ麻痺性付与】」

　闇に乗じ、スキルを発動。なるべく、範囲内に大人数が入るようにして。

　麻ま痺ひにかかった敵から戸惑いが伝わってくる。

「な、ん……だ？　身体、が……？」

　気配を忍ばせ、麻痺状態の敵に近づき【スリープ眠性付与】をかける。

　これで麻痺状態でもわずかに出せる声は、完全に封じられる。

　短剣を取り出し――一人一人、喉を搔かっ切っていく。

　殺した人数を数えながら、手早く搔っ捌さばいていく。

　俺は闇に身を潜めつつ、

「――これで、十五人」

　別働隊の始末を終える。予定通り一人も逃さず片づけた。

　そこそこ腕利きの十五人だったとは思うが、五ご竜りゆう士しと比べればなんてことはない。

　適度な闇もほどよい援護になった。それに、

「……おまえ、ほんと優秀だな」

　靴底の裏には今、ピギ丸の一部が薄く張りついている。平べったい状態で。

　いわば音を吸収するクッション的なものだ。

　これのおかげで俺の足音はほぼ完全に消えている。

　他にも、移動中に音が出そうな時はピギ丸が気を利かせて消音してくれた。

　おかげでかなり楽に仕事をこなせた。

「つくづくおまえはデキる相棒だな、ピギ丸。助かった」

　突起を撫なでてやると、ピギ丸は上機嫌に小さく鳴いた。

　さて、お次は……。

　先ほどから男の声が聞こえてきている。

　この距離だとまだ内容は聞き取れないが、けっこうな大声で喋しやべっている。

　灯あかりを持っていた方の本隊の誰かだろう。あるいは、例のムアジか。

　別働隊の中にムアジがいたかはわからない。

　迅速に済ませたかったので、尋問は省いた。いずれにせよ、

「アシントは、全滅させる」

　他に気配がないかを確認したあと、ここの位置を頭に叩き込む。

　位置を覚えると、俺はセラスのいる方へ戻った。

　今、アシントの連中は足を止めている。

　狙い通り折れた枝の存在に気づいたようだ。

　イヴの違和感を見抜いた男……。

　観察力と洞察力。この二点が優れていると思われる。

　ならばあの枝にも気づくはず。

　次にムアジは何か怪しいと感じる。そして踏み込んだ先に罠わながあると読む。

　となれば林の中へは踏み入ってこない――が、本当の俺の狙いは逆。

　これは林の中へ来させないための策だった。

　聞こえてくる声の主は移動していない。近づいてこない。

　つまり林の中に入ってきていない。策は、成功している。

　俺は移動を続ける。近づくにつれ、会話内容が少しずつ聞こえてきた。

　声の主は誰かに何か語っている。ムアジがセラスに語っているのだろう。

　セラスは姿を晒さらしたらしい。

　もしくは、ムアジが隠れていたセラスの存在に気づいたか。

『できるだけ林の中に引き入れたがっているように見せてくれ』

　俺の与えた指示はそこまで。あとの時間稼ぎの方法はセラスに任せてある。

　会話内容を聞く限り、上う手まくやれているようだ。

「…………」

　ムアジは上等な詐欺師。

　賢く目ざとい。そこにこそ、落とし穴がある。

　最初はムアジに違和感を与える。すると、ヤツはその違和感の謎を解く。

　解いたことでヤツは満足する。自信を得る。

　自分が絶対に正しいという全能感を得る――そこで思考が、ストップする。

　次は自分側のターンだ、とヤツは思うだろう。

　目の前にいる女は策を看破された哀れな敗北者。

　何を恐れることがある？　強力な戦力も揃そろっている。

　女の背後には差し向けた別働隊もいる。相手に逃げ道はない。

　すべて自分の目もく論ろ見み通り……ムアジは今、そんな状態なのではないか。

　語り口でわかる。今のムアジは全能感に満ちている。

　――その全能感こそ、思考を麻痺させる毒と化す。

　木に登り始めた俺を、ピギ丸が補助してくれる。

　ピギ丸はロープっぽくも変化できる。つくづく器用なヤツである。

　さらに、登る際に出る音も消してくれていた。

　やや遠いが、セラスたちを見渡せる位置に陣取る。

　最大射程の【パラライズ】は届かない距離……。

　目論見を成功させるには、敵をすべて見渡せなくてはならない。

　ムアジたちは林から距離を取っていた。近づくと危険だと読んだのだろう。

　しかし、さらに後退する気配はない。

　この距離なら敵の罠にはかからない――そう信じているのだろう。

　……悪いな。

　時間さえあれば、俺の状態異常スキルは届く。

　月が顔を出したのを見計らい、相棒に囁く。

「ピギ丸、接続開始だ」

　頭部の後ろから両側面へ、根の張る感覚が這はいのぼってくる。

　セラスたちの会話を耳に入れつつ、魔力供給と接続を行う。

　――ミシッ――

　これまで耳にした会話を振り返る。

　声の主はムアジ。ヤツは己の策のタネ明かしをしていた。

　読み通り呪いの正体も毒だった。

　ただ、会話の途中で少し意外なことが起こった。

　セラスが正体を明かしたのだ。

　効果はてきめんだった。アシントの意識は完全にセラスへ移っている。

　連中は今、この距離でもわかるほどセラス以外への注意が散漫になっている。

　皆、ハイエルフの姫騎士に意識を吸い寄せられていた。

　月光に照らし出された、セラス・アシュレインに。

　言葉を聞くにムアジさえも魅入られているようだ。

　闇が再び、辺りを覆った。

　――ピキッ……――

　セラスも闇に包まれる。

　意識逸そらしと時間稼ぎのためとはいえ――なかなかの無茶をしたな、セラス。

　口もとの片方を吊つり上げ、呟つぶやく。

「たった一人で、よくやってくれた」

　――ミシッ――

　声に力を込め、俺は、合図を発した。




「――攻性形態アサルト、最終加速アクセル――」




　直後、セラスとアシントの間に光のかたまりが出現した。

　光の精霊の能力。照明弾のごとく出現した光が、アシントを照らし出す。

　――全員、目視可能。

　バシュゥッ！

　何十本もの突起がアシントめがけ射出される。

　浮足立つ予兆を見せるも、しかし、いまだアシントは硬直状態。

　急な襲撃に認識が追いついていない。

　驚きよう愕がくの表情へと変貌していくムアジも確認できる。

　が、もう遅い。

　最高の結果を生むためには逃がすわけにいかない。

　ただの一人とて。

　だからこそ、別働隊を先に潰す必要性があった。

　本隊が潰されたのに気づいた別働隊が四方八方へバラバラに逃げるのだけは、避けたかった。

　そうなれば追跡は困難となる。

「ステータス、オープン」

　ＭＰ残量を表示。――アシント、

「おまえらの知らない状態異常呪いを、見せてやる」

　全員、とらえた。

「――【パラライズ】――」







　スキルを放ったあと、俺は木から下りてセラスの隣まで行った。

　視線の先には麻痺したアシントたち。最強の兄弟とやらも麻痺状態にあった。

　無論、ムアジも。

「ここまで攻撃が届くとは、思ってなかったらしいな」

　もし届くならとっくに攻撃している。そう考えるのが筋だ。

　攻撃がこないからムアジはここが罠の射程距離外と読んだ。

　が、こちらが時間稼ぎをしているとは考えなかった。

　稼いだ時間は二つ。

　別働隊を始末する時間と、ピギ丸との接続を完了させる時間。

「この力を使うには、そこそこ準備に時間を食うんでな」

　接続を、解除。

「べ、別働……隊は……どこ、に……？」

「もう潰してきた。あんたがペラペラしゃべってるうちに、十五人すべて」

「ぬ、ぐっ……？　先ほどの、姿……なん、なのです……おまえ、は……？」

「【ポイズン毒性付与】」

「ぐ、がぁ……っ、ぁ……っ!?」

　ムアジたちが毒状態になった。素早く人数を数える。

「全部で三十人か。他に気配は……」

　背後の方角。離れた位置に二つ。これは、イヴとリズか。

　他に気になる気配はない。

「……つーか、イヴのやつ」

　さっき〝約〟とか〝およそ〟とか言ってたけど……人数、ピッタリじゃねぇか。

　すさまじいな、豹ひよう人じん族ぞくの聴力……。

「……さて、しばらくアシントの連中が毒でくたばるのを待つとするか」

　アシントとは特に何か話す必要はない。言葉に耳を貸す必要もない。

　こいつらの悪行は知っている。死んでも心は痛まない。

　クズだとわかっているだけで、十分だ。

「あの」

　セラスが声をかけてきた。

「ん？」

「ご期待に、応えられたでしょうか……？」

「ああ、よくやってくれた。けど正体を明かしてまで意識を引きつけるとは、大胆な策に出たもんだな」

　反省の色を見せるセラス。

「申し訳ありません……またも、独断で正体を明かしてしまい……」

　なぜ反省路線へ入るのか。

「いや、褒めてるんだが」

「う……」

　手の甲で口を塞ぐセラス。次いで、彼女は気まずそうに視線を逃がした。

「すみません早とちりでした……てっきり、お叱りを受けるものかと」

　俺は口端を歪ゆがめる。

「おまえに任せて、正解だった」

　事前にセラスへ出した指示。

『俺が合図を出すまで、できるだけおまえの方にヤツらの注意を引きつけておいてくれるか？　やり方は任せる……それと、今回追ってきたアシントを可能なら一人も逃さず始末したい』

　俺の意を汲くみ、セラスは絶妙なさじ加減で動いた。

　動いて、くれた。

　十分な働き。叱るどころか、結果はその真逆。

　セラスの表情が緩む。彼女は胸を撫なで下ろし、表情を輝かせた。

「はいっ……お役に立てて、よかったです。あのっ……」

「ん？」

「あなたの――すべてあなたの、読み通りでした」

「相手がしたそうなことをさせてやった上で、逆に、こっちがそれを利用してやった。どうやら見事にハマったらしい」

　セラスとの会話中、ムアジは得意げに言った。

　自分たちは時間稼ぎをしていた、と。

　が、時間稼ぎをしていたのはこちらも同じだった。

　ムアジのミスは〝さらに奥の可能性〟にまで意識を向けられなかったことだろう。

「……セラス、一度イヴたちに状況を知らせてきてもらえるか？　できるだけ早く戻ってくれると、助かる」

「ええ、お任せをっ」

　小走りで林の中へ入っていくセラス。

　……これで、第一段階はクリア。

「さて……」

　来たか。

　囮おとりの馬を追って行った第一陣。

　灯あかりのかたまりが遠くに視認できる。その灯りが、近づいてくる。

　合図時に放ったセラスの光。あれを見て戻ってきたのだろう。

「フン」

　ホッとした。

　ちゃんと戻ってきてくれたか。

「あいつらが戻ってきてくれないと、俺の目もく論ろ見みも不完全で終わるからな」

　――思い描く画は、完成に近づきつつある。

「ピギ丸、もう一度接続だ」

「ピッ！……ピ？」

「ん？　どうした？」

「ピ……ピニュゥ～……」

　へばった鳴き声。

「もしかして……無理そうか？」

「ピ……ピニィ～……」

　ＭＰ残量は十分ある。しかし、ピギ丸への負荷が思った以上にあったようだ。

　連続使用を試みたのは今回が初めて。

　あの接続はＭＰをバカ食いする。接続状態にあるだけでＭＰはどんどん減少していく。

　なので、一時的に接続を解除しておいたのだが……。

「悪かった。おまえの負荷の方にまで、気が回ってなかった」

　接続は俺にも負荷がかかる。ピギ丸も同じだろうとは思っていた。

　が、今までピギ丸は疲労している素振りを一切見せなかった。

「気づいてやれなかったのは、俺の失態だな」

「ピッ!?　ピユユゥ～！」

　必死に俺を擁護する鳴き方。ピギ丸が、申し訳なさげな声を出す。

「ピニュニュゥゥ～……」

「おい、安心しろって。責めるつもりもないし怒ってもいない。これは、ＭＰさえあれば短時間で連続使用できると思い込んでた俺のミスだ」

「そなたにも読めぬことはあるのだな」

　イヴの声がした。振り返ると、セラスの姿もあった。

　イヴたちには状況を知らせるだけと伝えた気がするが……。

「申し訳ありません。その、彼女が話をしたいと」

　セラスの隣にはリズの姿もある。イヴが前へ出た。

「状況は聞いた。我も加勢しよう」

「大丈夫だ。俺とセラスでやれる」

「セラスには疲れが見える」

　ムアジとのやり取りでセラスは神経を消耗しただろう。

　俺の【スリープ眠性付与】で短い睡眠はとっている。が、それでもセラスの睡眠時間は少ない。

　彼女の場合、疲労を取り切るのがなかなか難しい。

「前へ出てそなたを守る役目は我が引き受ける。今の我は気力、体力共に充実している。何より……そなたたちだけに戦わせるのが、申し訳なくてな」

　思考を回転させる。

　最強の血けつ闘とう士しと、疲労の残るセラス。

　……イヴには、もっとあとで働いてもらう予定だったが。

「わかった。なら、頼む」

「任せてくれ」

「ただし魔女への案内人であるおまえが死んだら元も子もない。それを理解した上で戦ってくれ」

「劣勢と感じたら迷わず引け、だな？」

「理解が早くて助かるよ。じゃあセラスは、リズを守ってくれ」

「わかりました。頼みましたよ、イヴ」

「うむ。トーカ、そなたの方は問題ないか？」

「多分な」

　ピギ丸との接続を用いた超遠距離攻撃は使えない。

　が、状態異常スキルは問題なく使える。

　五ご竜りゆう士しを相手にするってわけじゃない。

　一応、レベルによるステータス補正も受けてるしな。

「あ、あの」

　リズがおずおずと言った。セラスが中腰になって尋ねる。

「どうしましたか？」

「もしセラス様の力が必要だと思ったら、わたしのことは気にせずトーカ様のために戦ってください」

「……リズ？」

「禁忌の魔女のところへ行くためにわたしがいちばんお力になれないのはわかっています……戦えないわたしが、皆さんのお荷物になっていることも……」

　目をつむると、リズは胸の前で両手を握り込んだ。

「そんなわたしのために、おねえちゃんやトーカ様が危険になるのは……だめだと思います、から……っ」

　優しい目つきになるセラス。彼女はそっとリズの肩に触れた。

「わかりました。気を遣ってくださり、ありがとうございます」

　リズの覚悟と気持ちを汲んだ結果だろうか。

　セラスはその申し出を拒否しなかった。リズは少し涙ぐんでいる。

　できた子だ。

　イヴは心配そうな雰囲気だった。彼女にとってはリズの身の安全が最優先なのだろう。

　俺は小声で言った。

「ああは言ってるが、セラスがリズの守りを放棄して飛び出してくることはないさ。安心しろ」

　それから俺は指示を出した。セラスはリズを連れて林の少し奥の方へ。

　イヴと俺は、ここで迎え撃つことにした。

　計画完遂のためには、今引き返してきている第一陣も全滅させる必要がある。

　林に引き入れての乱戦は避けたい。見失って逃げられる確率が高まるからだ。

　となればやはり、ここでまとめて迎え撃つしかない。

「我が囮となって引きつけよう。そなたはそこの草陰に隠れていてくれ。やつらが射程範囲内に入ったら、例の力で麻ま痺ひさせるといい」

　俺はその案をのんだ。

　敵の狙いはイヴ・スピード。そう考えると、囮に適しているのはイヴだろう。

「公爵の私兵の中に注意すべき相手は？」

「公爵の近この衛え隊たいは私兵の中では抜きん出た実力を持つ者たちだ。その中でもあえて一人名を挙げるとすれば、私兵長のコステロであろう」

「強いのか？」

「モンロイでは竜殺しドラゴンスレイヤーに次ぐ強さと噂うわさされている。かつては、魔戦騎士団にいたと聞く」

　肝心の竜殺しの強さが、俺にはわからないが。

「イヴ・スピードと比べたら？」

「どちらが強いかを知りたくて我とやつを戦わせたがっていた者は大勢いた。しかし剣を交えたことはない。やつの真の実力は、我にもわからん」

「未知数ってわけか」

「うむ。ただ、先ほど通り過ぎるのを見た感じ第一陣にはまじっていなかったと……ん？」

　イヴの耳が反応した。俺は背後を振り返る。引き返してくる第一陣とは逆の方向から、

「第三陣か」

　灯りが、迫っていた。

「第三陣は今までゆったり進んでたのかもな……で、セラスの放った光が見えたから速度を上げてきた」

　第一陣は功を焦っていた。第二陣のアシントも似たようなものだろう。

　いずれも先にイヴを見つけて功績を上げたかった。

　さて――そこまで功を焦る必要のない者は誰か？

　そう、功績を与える側の人間だ。

「第三陣には、公爵がまじってるかもな」

　速度と距離からして、引き返してくる第一陣の方が到達は早いか……。

　二つの隊が合流し数が増えると、これまた逃がす確率が高くなる。

「一つずつ順に潰していくとするか。イヴ、先に第一陣を潰すぞ」

　イヴが剣を抜く。

「承知した」

「できれば一人も逃がしたくない。だから、可能な限り引きつけてから交戦してもらいたい。やれるなら、だが」

「やってみよう」

　第一陣の人数はさっきやり過ごした時に把握している。

　通過時、林の中を捜索していた他の兵も合流していた。なので、あれで全員のはず。

「第一陣の今の人数をできるだけ正確に把握できるか？」

　イヴが集中する。やがて、

「把握した」

　人数を告げるイヴ。……最初に把握した人数と一致している。

　ムアジのように隊を分けてはいない。

　バカ正直にひとかたまりで突っ込んでくるようだ。

「ありがたい話だ」

　蹄ひづめの音が大きさを増していく――第一陣が、迫る。

「ようやく見つけたぞ、イヴ・スピード！　残念だったな！　囮はすでに見破った！　我々からは、逃げられんぞぉ！」

　俺は息をつく。

「……見破った、ねぇ。引っかかっておいてある意味その言い振りは、すげぇけどな」

　声高に看破宣言をした男が、前方の死体の山に気づく。

「む!?　あそこに倒れているのはアシントの連中か!?　ふ――ふはは！　所詮、呪術など紛まがい物に過ぎなかったか！　元々やつらは気に入らなかったのだ！」

　斜め後ろの男が、その気勢にのっかる。

「公爵様は大層お怒りでしたからな！　豹ひよう人じんの無様な死体を差し出せば、公爵様は必ずや喜んでくださりますぞ！」

「うむ！　我々にとって物事はよい方向へと転がっている！　もう近衛隊の連中にばかりデカい顔はさせん！」

「わははは！　逃亡してくれて礼を言うぞ、人モドキ！　正直、我々は皆おまえのような人間の出来損ないが称賛を受けているのが気にくわなかったのだ！」

　イヴは黙している。

「わははは！　どうした!?　この人数を見て戦う気力も失うせたか!?」

　先頭の男が馬ごとイヴに迫り、剣を振りかざした。

「その首、もらったぁぁああああ！」

「よし」




　――全員、範囲内に入った。




　確実に範囲内へ収めるべく、俺は手を突き出したまま草陰から躍り出る。

「【パラライズ麻痺性付与】」

「――、う、ぉ……っ!?」

　私兵たちと馬が、急停止。

　先頭の男は剣を振り上げたまま硬直している。

　他の私兵も麻痺により停止状態。

　彼らはまるで、地面に縫いつけられているかのように見える。

「な……う、動けない……？」「なん、だ……あの男、は……？」

「【ポイズン毒性付与】」

　私兵たちに毒を付与。苦鳴が上がり始める。

　射程、範囲、相性。

　麻痺と毒の定石コンボはまったくもって使い勝手がいい。

「トーカ」

　イヴが俺に呼びかけた。

「ああ、わかってる」

　そう、まだ終わってない。別方向からの地を叩たたく蹄の音。

　近い。もう、すぐそこまで迫ってきている――第三陣が。

「いる」

　独り言のように、イヴがそう呟つぶやいた。おそらく言葉の意味は、

「もはや逃げ場などないぞ、この恩知らずの人モドキめぇ！　逃げようと無駄無駄無駄ぁ！　コケにしおって！　ばぁかめぇ！　逃げ切れると思ったかぁぁああああ！」

「ズアン公爵」

　牙を剝むき、イヴが獣じみた低い唸うなりを発する。

　公爵たちには勝利を確信した空気があった。

　第一陣がまさか麻痺で動けないとは思っていないのだろう。

　むしろ第三陣の認識は逆である可能性が高い。

　俺たちの前に第一陣が立ち塞がっている――そう見えているのではないか。

　公爵はおそらく今、第一陣が獲物の逃げ場を塞いだと勘違いしている。

「トーカ、公爵の隣の男が見えるか？」

　そう口にするイヴの視線を追う。

　巨きよ軀くの男がこれまた大きな馬に乗っている。

　威圧感の鎮座する兜かぶとを被かぶり、ゴツい鎧よろいを着ていた。手には大おお槌づちを手にしている。

「あれが例のコステロか？」

「うむ」

　コステロは哄こう笑しようすると、大槌を得意げに頭上で振り回した。

「喜べ、イヴ・スピード！　公爵様はお主を晒さらし首くびにする！　その後は、お主の毛皮や骨で作った服や装飾品をあの娘に着けさせながら育てるそうだ！　ぶははは！　めでたいのぅ！　なぜならお主は、これでずっと大事な娘と一緒にいられるわけじゃあ！」

　口もとを嗜し虐ぎやく的な弧の形に歪ゆがめた公爵が、続く。

「そしてこのワタシが飽きたあかつきには、あの娘はそのまま娼しよう館かんへ売り飛ばしてやる！　ふははは！　そうなったら、豹の被り物をさせて客を取らせてやるぞぉ～！」

　……とことんゲスな発想をしやがる。

　公爵が片眉を上げた。

「ん？　なんだ……？　あの倒れている紫のローブの者たちはアシント、か……？　それに、やつらの道を塞いでいる兵どもの様子が、なんだか――」

　力強くイヴが、地を踏んだ。

　前方のイヴのみ対象から除外し、俺はスキルを発動する。

「【パラライズ】」

　と、
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【対象数が上限に達しました】

【80／80】
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　第一陣の動きが、止まらない。

　…………対象数の上限？

「――――――――」

　思い返す……。

　過去、八十以上の対象にまとめて使ったことはなかった。

　リザードマンの群れの時も、黒竜騎士団の時も。

　ここまでの大人数が対象ではなかった。

　アシントは下馬していたから、馬は対象から外して使用した。

　が、戻ってきた第一陣は馬も一緒に麻痺させた。

　麻痺した私兵を乗せたまま馬が走り去るのを避けたかったからだ。

　結果、馬を含んだために対象数は倍になっていた。

「……確かにここまでの大人数相手にまとめて使う機会は、なかったな」

　アシントの中にはまだ息のあるヤツも何人かいる。

　見る限り第三陣は一人も麻ま痺ひしていない。つまり、第三陣から〝八十一人目〟だった。

　なんともキリのいいところで上限に達したものだ。

「ったく」

　俺の状態異常スキルは後出しで表示情報が追加されていく。

　ＭＰ使用量も一度使用しないと表示されなかった。人数の上限表示も同仕様か。

　上限人数に一度達しないと説明欄に表示されない、と。

　……他のスキルも八十が上限なのか？

　ただし【フリーズ凍結性付与】だけは最初から上限数が表示されていた。

　状態異常スキルにはまだまだ仕様の不明な点が多い。

「ま、状態異常スキルは他の性能面が破格すぎるからな……このくらいの仕様は、受け入れるべきだろ。それに――」

　手を突き出す。

「【ダーク闇性付与】」

　俺の状態異常スキルは、麻痺だけじゃない。

　コステロの表情が一変した。

「なっ!?　何ぃぃいいいい!?　急に視界がっ!?　な、何をした!?　目がぁ!?」

　スパッ

「う、ぐ!?　ぐ、ぉ……っ!?」

　コステロの喉もとを、イヴの煌きらめく剣刃が斬り裂いた。

「残念ながら一対一で力比べとはいかなかったな、コステロ」

　そう言い放つと、イヴは間髪容いれず他の馬上の近この衛え兵へいに襲いかかる。

　ここは血けつ闘とう場じようではない。一対一で正面から雌雄を決する必要など、ない。

「ぐ、がっ」

　大槌を取り落としたコステロが、喉を搔かき毟むしりながら落馬した。

　公爵の顔から血の気が引いていく。

「なな、何が起こった!?　おいコステロ、何をしている!?　ぐっ、あの男が何かしたのか……っ？　なんだ!?　キサマぁぁ、何をしたぁぁああああ!?　それにそこの先発隊はどうしたというのだ!?　一体、何をそんなに苦しんで――」

「公爵様！　どうか一度我々の後ろへ！　あの小汚い獣の始末は、我々にお任せを！」

　歯ぎしりする公爵。

「まさかアシントのやつら全滅しおったのか!?　ええい！　なぁにが〝少し遅れて北へ足をお運びください。ご到着される頃にはお望みの結果をご覧に入れて差し上げましょう〟だ！　五ご竜りゆう士しを倒した連中ならばと信じて足を運んでみれば、このブザマな有様はなんだ！　クソの役にも立たんではないか！」

「公爵様、どうか我々に任せてお下がりを！　そしてご安心ください！　先発隊が役に立たなかろうと、どこぞの馬の骨とも知れぬエセ呪術師集団が全滅しようと、油断による事故でコステロが死のうと……あなたには我々近衛隊がおります！　見事あの愚かな反逆者どもを血に染め、我々の力をここで証明いたしましょうぞ！」

「ええいわかった！　必ずやあやつらを仕留めよ！　仕留めた者は次の私兵長にしてやる！　くそ、コステロめ！　目に砂でも入りおったか！　間抜けが！　過信しおって！」

　気勢を上げる近衛隊の後方に公爵が下がっていく。

　前へ出てきた近衛隊が、迫る。

「【バーサク暴性付与】」

「がぁぁぁああああ[image: ][image: ]っ！」

　先頭の背後にいた近衛兵が、隣の仲間に襲いかかった。

「なっ!?　お、おいよせ！　何をする!?　ぎゃぁぁああああっ!?」

　つい先ほどまで意気揚々としていた近衛隊。

　連中はすぐさま余裕の面を剝ぎ取られた。

　今は上限に達して【パラライズ】が使えない。定石コンボも使用できない。

　が、十分戦える。

「ふはははっ！　豹ひよう人じんの首を取ればこの私が次の――」

「【バーサク】」

「ぐがぁぁああ[image: ][image: ]っ！」

「ひぃぃ!?　おまえまでどうしたってんだよぉおお!?　うわ!?　よ、よせ！　ぎゃぁああっ！」

　当初、敵は数で圧倒していた。

　数で勝る。これは戦いにおいて重要な要素だ。心理的にも、安心感を覚える。

　だから最初は逃亡など考えない。つまり、俺たちにとっては好ましい状態だ。

　が、コステロの死や状態異常の効果によって少し空気が変わった。

　敵に恐れの空気がまじり始める。

「イヴ！」

　声を張り、俺は猛攻をかけるイヴの背に呼びかけた。

「俺の守りはいい！　逃げそうなヤツがいれば殺せ！　それが最優先だ！」

　イヴは足もとに落ちていた槍やりを拾う。

「承知！」

　回れ右をしかけた近衛兵めがけ、イヴが槍を投とう擲てき。

「ぎゃっ!?」

　串刺しにされた近衛兵の身体からだがぐらっと傾かしぐ。近衛兵はそのまま、落馬した。

「ぐぬぬぬっ！　イヴのやつめぇ！　あやつを討ち取った者には莫ばく大だいな報酬をくれてやる！　地位も女もくれてやろう！　ゆけぇ！　恩を仇あだで返すあの無礼なクズを、ワタシの名誉のために討ち取れぇぇええええ！　本っ気で気が済まん！　ズタズタに八つ裂きにせねば、気が済まんぞぉぉおおおお！」

　怒号を飛ばす公爵の目は血走っている。公爵の中に退く選択肢はなさそうだ。

　想定通り、頭に血がのぼりやすい人物。

　イメージと違うからと逆上し娼しよう婦ふを斬り殺すような男だ。

　第一陣の私兵が〝公爵様は大層お怒りでしたからな〟と口にしていた。

　コケにされたと感じると冷静さを失うタイプなのだろう。

　いずれせよ、あの様子なら早々に退却はしまい。

　――ちょうどいい。逆上して周りが見えなくなってる方が、やりやすい。

「さて、公爵殿にはしばらく泳いでいてもらうとして――」

　先ほどの公爵の号令。それで気配の変わった連中がいた。

　近衛兵ではない。毛色が違う。おそらく、

「うぉぉおおおお！　あれだけ〝後ろで我々の強さを見ていろ〟とか威張ってた近衛隊も大したことねぇなぁ！　あいつらも近衛隊と戦ってちったぁ疲労してるはずだぁ！　一気に畳み掛けるぞぉ！」

　雇われ傭よう兵へいたちが、怒ど濤とうの勢いで飛び出してきた。

　言動を聞く限り敵たちは連携できていない。互いに出し抜くことばかり考えている。

「俺たちとしては、ありがたい話だけどな」

　勢いづいた傭兵の何人かがイヴを突破してきた。

「人殺しで金が稼げて、しかも時には名声までついてくんだからよ！　まったく、傭兵業は最高だぜ！」

　イヴは逃げようとする者の始末を優先している。突破されるのは、仕方がない。

「【バーサク】」

　先頭の列にいる傭兵の一人に暴性を付与。

「おらぁくたば――――ぐがぁぁああ[image: ][image: ]！」

　暴性を付与された傭兵が、そのまま隣の傭兵を斬り殺す。

「おいてめぇら、様子が急におかしくなったやつは躊ちゆう躇ちよなく殺しちまえ！　見た感じ原因はあのローブ男だ！　ただ、観察する限りじゃまとめておかしくはできねぇらしい！　まずは、あのローブ男を殺すぞ！」

　中に目ざといヤツがいる。短い時間でよく分析できている。

　迫りくる傭兵部隊。俺は、転がっているアシントと動けない第一陣へ視線を飛ばす。

　時間が経たって次々と毒でくたばっている……。

「ステータス、オープン」

　スキル情報を表示。表示を見て【パラライズ麻痺性付与】の〝枠〟が空いているのを確認。

　手を、突き出す。

「【パラライズ】」

「あ、ぐ、ぅ……っ！」

　麻痺させた後、続けざまに毒を付与していく。

「てめぇら、怯ひるむなぁ！　見ろ！　やっぱり力を使える相手に数の制限があるらしい！　つまりまとめてかかれば処理し切れねぇはずだ！　おら！　ここできっちり売り込めばズアン公爵の名のもとで好き放題できる未来が待ってるぜ！　行けぇぇええええ！」

　隣の者が無力化されていっても、傭兵たちは怯まない。

　むしろ競争相手が減って好都合と思っている節すらある。

　今回の傭兵たちは命知らずの集まりか。

　俺は、麻痺、暗闇、暴性付与で敵を搔き回していく。

　途中、乗り手を失った馬が錯乱し暴れ始めた。その馬の陰から二人、飛び出してくる。

「よっしゃぁ！　取ったぁ！」

「金も地位も名誉もおれたちがいただきだぁ！　ひゃはははっ！」

　両手を突き出す。この距離なら【スリープ眠性付与】で、眠らせて――

　ドスッ！　ザシュッ！

「がっ!?」「ぐ、ぉっ!?」

　俺に襲いかかってきた二人の傭兵の頭部を、矢が貫いた。

　矢は林の中から飛んできた。視線をそちらへ滑らせる。

　――セラス。

　林の中から援護してくれたようだ。使用したのは回収したアシントの弓矢か。

　エルフは弓矢が得意なイメージがある。

　そのイメージに漏れずセラスも得意なのだろうか？

　ともかく、援護はありがたい。

　セラスの援護を受けつつ、俺はイヴを突破してきた連中を片づける。

　俺はそのまま前進する。落馬した傭兵や近衛兵が倒れている。

　通り過ぎざま【ポイズン毒性付与】を付与していく。

「ぐっ……な、なんなんだあいつはぁっ!?　クソが！　あの豹人がブザマに死ぬサマを、特等席で見物できると思ったのによぉ！」

　林の中へ逃げ込もうとする近衛兵を、視界が捉える。

「【ダーク闇性付与】」

「……え？　あぁぁ!?　目がぁあああ!?」

　馬から転げ落ちる近衛兵。近衛兵が、四つん這ばいで逃亡を図る。と、

「ひぃぃ！　助け――ぐぇぇっ!?」

　ズアン公爵が、逃亡しようとした近衛兵を馬上から槍で突き刺した。

「ととと、逃亡など許さんぞキサマぁ!?　それでも我が公爵家の栄誉ある近衛隊の一員か！　この愚か者がぁ！　許さん！　豹人も近衛隊もっ……このワタシから逃亡する恩知らずは絶対に許さん！　許さぁぁん！」

　公爵は憎悪に吞のみ込まれていた。逆上して正気を失っている。

　近衛隊には公爵を恐れて逃亡を躊躇ためらっている者も少なくない。

　今の光景も逃亡を躊躇わせる要因となるだろう。泳がせておいて、やはり正解だった。

「何をしているキサマらぁ!?　あの薄気味悪い黒ローブを殺せぇ！　何をしているのかは知らんが、このおかしな状況は十中八九あの男が元凶……ッ！　殺せ！　このズアン公爵をコケにした者は許すわけにいかん！　よいか!?　ワタシは公爵だ！　すべてはワタシの思惑通りに運ぶ！　物事はすべてこのワタシの思惑通りに進まねばならぁああん！」

　……俺が【バーサク】をかけずとも、公爵はもうイカれてるようだ。

「トーカ」

　背中越しに、イヴが声をかけてきた。

「なんだ？」

「そなたに礼を言う」

「どうした、急に」

「血けつ闘とう士しになって以来、我は見世物と化した戦いに身を投じてきた。戦士でありながら、我は戦いそのものへの徒労感を覚え始めていた。戦いなどもうごめんだと……そう、思い始めていた」

「……今は心境の変化でも？」

「ああ。なぜかは、よくわからぬのだが――」

　足もとに落ちていた剣をつま先で器用に跳ね上げるイヴ。

　柄つかをキャッチし、彼女はそのまま近この衛え兵へいめがけて剣を投擲した。

　ザクッ！

「ぐあぁ!?」

「こうして戦えることを、今は嬉うれしいと感じている」

　直後、イヴは夜闇に吠ほえた。

　猛獣さながらの激しい咆ほう哮こう。そこには、歓喜の色があった。

　一瞬、残る近衛隊が怯んで固まった。

　近衛隊たちのかたまりへイヴが突撃していく。迫る速度は、まさに疾風。

　懐に飛び込んだイヴが敵を斬り飛ばす。

　ザシュッ！　ズバンッ！

　夜空に次々と舞い上がる血と悲鳴。

「…………まいったな」

　イヴの戦う姿。俺は彼女の血闘を一度も見たことがない。

　イヴは第一陣やアシントとも戦っていない。

　なのでこの第三陣との接触が、初めて目にするイヴの戦せん姿しだった。

　改めて見ると凄すさまじい戦闘力だ。

　さすがにあのシビトには劣るだろう。それは仕方がない。あいつは特別だった。

　が、他の五ご竜りゆう士しとならいい勝負をしたかもしれない。

　そう思えるほどには、目を奪われる戦いぶりだった。そして気づけば――

「ぐぅぅぅっ！　くそっ！　くそくそくそぉおお！　くそめがぁぁぁああああああっ！」

　残るは、公爵のみとなっていた。

　血管を浮き上がらせプルプル震える公爵。ようやく自分の周囲が見えてきたか。

　公爵以外は壊滅状態。俺はもう死体の数合わせに移行し始めていた。

　息のある連中も次々と毒でくたばっていく。公爵が、馬上でジタバタし始めた。

「ぐ、がっ……ぎぃぃぃ！　ぐぎぎぎぎぎぃぃぃいいいいいいっ！　[image: ]んでぇぇぁあ[image: ]!?　あぁぁああああああ[image: ][image: ]――――――――ッ！」

　まるで、現実が自分の思い通りにならずブチ切れている子どもだ。

　馬首を巡らせ、公爵が怨えん嗟さを浴びせかけてきた。

「覚えておれぇぇええええ！　今回は仕方なく引き下がってやる！　しかしキサマらのことは絶対に許さん……ッ！　近い将来、必ずやむごたらしい死を――」

「【パラライズ】」

　麻ま痺ひの枠はもう、十分空いている。

「ぐ、ぉ……ぉ……？」

　麻痺状態になる公爵と馬。俺は、呆あきれて言った。

「馬鹿かおまえ。覚えておくもクソもあるか……はいそうですかと、ここでおまえを逃がすと本気で思うのか？」

　なぜここで自分が逃げられると思えるのか？

　公爵は、物事はすべて自分の思い通りに運ぶと思い込んでいる。

　一方で思い通りにいかないことには耐えられない。

　都合の悪い物事にはこれまで全部蓋をしてきた。見ないようにしてきた。

　そう、暴力や権力を用いて。要するに、

「もう少し現実を直視する勇気があれば、生き残れたのかもな」

　公爵に背を向け、イヴに言う。

「公爵の命乞いを聞きたいかもしれないが、始末は手短に頼む」

　イヴはすぐに返事をしなかった。死体を数えるのを中断し、俺は言った。

「気が進まないなら、俺が――」

「いや、我にケリをつけさせてくれ」

「……わかった。終わったら、俺のところへ来てくれ」

　一つ頷うなずくとイヴは公爵の前に立った。その手には剣を握りしめている。

　俺は、死体の数合わせを再開する。

「ぬ、ぉ……ぐ、ぎぎ……っ、ひ……ひ、ぃぃ……っ」

　いよいよ公爵は現実から逃げられなくなった。

　背後から溢あふれんばかりの公爵の恐怖が、伝わってくる。

「喋しやべれない状態はむしろよいのかもしれぬな。言葉で惑わされる心配がない……我は、単純だからな」

　イヴの声は凍りついていた。研ぎ澄まされた氷のような、そんな冷たさがあった。

「我を陥れただけなら、まだどこかに許す気持ちが湧いたのかもしれぬ。だが……あの子にまで手を出そうとしたのは、悪手だったな」

「ぎ、ぐ……ぐ、ぅ、ぅ……」

「涙を流そうとも、もう騙だまされん」

「ぎ、ぎ、ぎ、ぃぃ……ッ」

「さらばだ」

　ごく小さな短い悲鳴がした。

　最後にイヴが口にしたひと言。あれは普通に考えれば、公爵へ向けたものだろう。

　しかし見方によっては、甘さのあった過去の自分へ向けた言葉だったのかもしれない。

　しばらくして、イヴの足音が背後で止まった。

「……ケリは、つけられたか？」

「うむ」

　思ったよりもイヴは晴れ晴れとした感じだった。

　と、セラスがリズの手を引いて林から出てきた。

「トーカ殿」

　今、セラスは変化を解いている。

　精霊の力は対価が必要だ。本来、変化の力も使用しないに越したことはない。

　ま、今は変化の力も必要ないだろう。

　セラスが辺りを見渡す。

「終わった、ようですね」

　リズはセラスの服の裾を握っていた。セラスの腰あたりに身を寄せている。

　俺は声をかけた。

「リズ、もし死体を見たくないなら――」

「だ、大丈夫ですっ……」

「本当に？」

「おねえちゃんと旅をしていた頃にたくさん見てきました……わたしたちを、襲ってきた人たちの……」

　死体を目にするのは初めてじゃない、か。

　が、小刻みに震えている。……それに、見慣れて得するものとは言えまい。

「セラス、俺はこれからイヴと少しやることがある。おまえはリズを連れて先に出発の準備をしててくれるか？」

「承知いたしました。では、置いてきた荷物を回収してから、まだその辺りをうろついている公爵たちの馬を捕まえておきましょう」

「頼む――ああ、それと」

「何か？」

「あの弓矢での援護、助かった」

　自信なさげな顔をするセラス。

「あれも指示にないもので、自己判断だったのですが――」

「前も言っただろ？　おまえの自己判断は、信用してる」

　言葉を嚙かみ締めるように目を閉じるセラス。そのまま、彼女は胸に手をあてた。

「はい、ありがとうございます……」

「もうおまえはこの〝傭よう兵へい団だん〟の副長の位置だ。おれが指示できない時の判断はおまえに一任する。イヴとリズもそれでいいな？」

「うむ」

「は、はいっ」

　イヴとリズが答えた。微笑ほほえむセラス。

「今後ともよろしくお願いいたしますね、二人とも」

「それと、セラス」

「はい」

「出発の準備をする前に荷物の中から例のアレを取ってきてくれるか？　あとで使うことになりそうだ。そうだな……その辺りに置いておいてくれ」

　すぐピンときた顔になるセラス。

「かしこまりました」

　大体の合流位置を決め終えると、セラスは林の中へと向き直った。

「……あの、セラス様」

　気後れした様子で、リズが立ち止まった。

「どうしました？」

「わ、わたしにも……手伝わせてください」

　リズの声は震えていた。

「先ほどトーカ様は、傭兵団の一員にわたしも含めてくださいました……」

「リズ？」

「わたしも何か、お役に立ちたいです……」

　リズの目尻には涙が溜たまっていた。

　今、自分は悪いことをしている。なぜかリズにはそう思っている感じがあった。

　セラスが、リズの頭を撫なでる。

「わかりました。では、あなたには荷物運びの手伝いをお願いします。いいですか？」

「は、はいっ……感謝します、セラス様っ……」

　二人はそうして、林の中へ消えて行った。

　リズは自分の意思を口にするのを怖がっている。それが、いけないことだと思っている。

　あの女主人との生活による影響だろう。

　ヤツらは否定する――子どもが自分の意思を持つことを。

　自分の考えを持つな。ただ言われたことに従えばいい。

　そうやって頭ごなしに押さえつけてくる。

　すると子どもは、自分の考えに自信が持てなくなっていく。

　やることなすこと間違っているように思えてくる。次第に、感情も凍りついていく。

　リズが受けた心の傷は、深い。

「イヴ」

「なんだ？」

「あの子が負った傷は、おまえが時間をかけて癒してやれよ」

「あの子のことは鈍感であった我にも責任がある……当然、そのつもりだ」

　俺はリズの消えた林を見た。

「一緒に旅をする間は、俺とセラスも協力する」

「ああ……礼を言う、トーカ」







「それでトーカよ、我とそなたで何をするのだ？」

　辺りに散らばっている死体。

　俺たちは先ほどまで死体を数えていた。

　討ち漏らしはゼロ。毒状態だった連中も今は物言わぬ死体と化している。

　俺は懐に手を入れる。

「こいつを見てくれ、イヴ」

「これは氷、か……？」

　俺の指先が摘つまんでいるのは、小さな氷のかたまり。

　目を細めてイヴがそれを観察する。

「氷漬けになった虫に見えるが……」

「そうだ。これは、生きている虫を【フリーズ凍結性付与】のスキルで凍結させたものだ」

　使用対象を凍結させる【フリーズ】。こいつは他のスキルと少々毛色が違う。

　対象上限数は【３】で、現在の表示は【２／３】。

　上限が他のスキルと比べると明らかに少ない。

　非致死型。他スキルとの重複使用不可。効果持続時間は３００日。解除不可。

　使いどころの難しいスキルと言える。

　俺は、平らな石の上に凍った虫をのせる。

「イヴ、その大おお槌づちでこいつを叩たたいてみてくれないか？　氷を砕くつもりで、思い切りやってくれ」

「何？　この小さな氷漬けの虫を相手に思い切り、か？」

「そうだ」

「……わかった」

　先ほどコステロの大槌をイヴに回収してもらっていた。

　その大槌を振り上げるイヴ。軽々と持ち上げている。さすがの腕力である。

　狙いを定め、イヴが大槌を振りおろす。

　ブンッ！　カキンッ！

「っ!?」

　イヴの表情に困惑が走る。手ごたえに違和感があったのだろう。

「異様に、硬い」

　イヴが唸うなる。

「勢いは申し分なかったはず……衝突の位置も悪くなかった。しかしこの硬さ……ただの氷とは思えぬ」

「その通り。こいつはただの氷じゃない」

　氷を指先で拾い上げる。

「生きた対象に付与すると、凍結後にこうして破壊を拒む状態になるらしい。つまり、氷が馬鹿げた硬度を持つようになる」

　以前【フリーズ】を初めて試用した時のこと。

　実験対象に選んだのは、小さな虫だった。

　氷漬けになった虫は何をしても砕けなかった。火で炙あぶっても、氷は溶けなかった。

　多分、３００日が経過するまで溶けないのだろう。

「それじゃお次は、こいつをその大槌で叩いてみてくれ」

　怪け訝げんそうな反応をするイヴ。

「……先ほどと同じ虫に見えるが」

　石の上に再び俺は氷を置いた。手で氷を示す。

「やってみてくれ」

「……わかった。そなたのことだ、何か考えがあるのだろう」

　もう一度イヴが大槌を振りおろす。

　……にしても、驚くべき精度だ。寸分たがわぬと言っていい。

　あのサイズの氷を、先ほどとほぼ同じ衝突位置で捉えている。

　――ピキッ――、……ボロッ

　イヴが何かに気づいた。

「む？　音も手ごたえも、先ほどと違う……」

　大槌をゆっくり持ち上げていくイヴ。

　そこには――粉々に散らばった氷があった。

　粉々という表現に偽りはない。まさに粉と思えるほどの細かさである。

「これは……？　先ほどの氷と何か違うのか？」

「他のスキルと【フリーズ】が違う点は〝物体〟にも使用できる点だ」

「だが、同じ虫だったではないか」

「そう、虫の種類は同じだ。しかし二匹には決定的な違いがある」

「決定的な違い？」

「ああ……生者と死者という違いがな」

「む？」

「最初の虫は生きたまま【フリーズ】をかけた。そして、二番目の虫は――死骸に【フリーズ】をかけた」

「そんな違いがあったのか……」

「死体になると〝物体〟と判定されるらしい。すると異様な硬度を持たず〝破壊可能〟な氷となる」

　死骸は【フリーズ】において〝物体〟扱いとなる。

　ほぼ粉状になった氷を、俺は指先で掬すくい取った。

「しかも……破壊した際、こうして普通の氷とは違う特殊な砕け散り方をする――風に乗って消えるくらいの、細かさにな」




　　　　　△




　あれはモンロイの宿に泊まっていた時のことだった。

　前から抱いていたある考えを俺は試してみた。

　新スキル【フリーズ】による凍結状態は３００日解除できない。

　そう、解除は不可能……では〝破壊〟ならどうか？

　最初の実験で凍らせた虫を試しに小型ハンマーで叩いてみた。

　尋常でない硬さだった。明らかに一般的な氷とは硬度が違う。

　不自然と言える硬さ。セラスの精霊が作り出す氷に近いのかもしれない。

　アレコレ試したが、氷の破壊は無理そうだった。

　俺はため息をついた。自分の立てた案が白紙になっていくのを感じた。

　窓際に寄り、俺は外を眺めた。今後のことを考えるために。

　と、窓枠から剝がれた落ちた木片が目に入った。

　……そういえば【フリーズ】は物体にも効果が及ぶんだったな。

　物体にはまだ使用していない。なので、こちらも試してみることにした。

　対象数の上限は【３】。あの虫とこの木片で２枠使ってもひとつは残る。

「一応、違いがあるか確認しとくか……」

　木片を凍らせ、ハンマーで叩いてみた。

　砕け散った。

　虫の方とは比べ物にならない脆もろさ。しかも粉々に砕けた。小麦粉みたいに細かく。

「……普通なら破片にもっと大小の差が出そうなもんだが。つまり……この砕け方は【フリーズ】特有のものか？」

　仮説を立ててみた。

　人間、動物、虫などは〝生者〟と判定される。

　植物、土、石などは〝物体〟と判定される。

　生者は破壊できないが、物体は破壊できる。

「ステータスオープン」

　スキル情報を確認すると、数値が【２／３】から【１／３】に戻っていた。

「破壊されると、数値も戻るのか」

　綻びかけたものが、再び繫つながった気がした。

　これならいけるかもしれない。

　俺は外へ出て虫の死骸を探した。

　たまたま最初の使用時と同じ種類の虫の死骸を発見した。

　そうして死骸を凍結させ、ハンマーで叩いてみた。
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「で、その結果――」

「破壊できた、というわけか」

「ああ」

　イヴが渋く唸った。

「うぅむ……使用対象の違いで硬度が変わる話は、まあ、わかったのだが……それで、そなたは何をしようというのだ？」

「死体処理の方法をずっと考えててな」

　イヴがハッとする。

「つまりそなたは、死体を凍結させて……」

「そういうことだ」

　このスキルを使えば、死体を残さず処理できる。

　ただ、イヴはまだ怪訝な顔をしている。

「しかし、それでも疑問が残るのだが……あえてそのスキルで死体を処理する意味はあるのか？　死体など、そのまま捨て置いておけばよいのではないか？」

「もっともな疑問だ。だが――」

　ムアジの死体に視線をやる。

「ここに転がってる死体は〝五ご竜りゆう士しを殺した呪術師集団〟だ」

「う、む……？　我にはまだ、そなたの狙いがわからぬ……」

「五竜士殺しの犯人をこのまま、永遠にアシントの連中に押しつけさせてもらおうと思ってな」

　アシントの死体が粉々になって消え去る。

　ここで死んだアシントは今後誰にも見つけられない。

　そうすれば真相は闇の中となる。

　五竜士は本当にアシントの〝呪術〟で死んだのか？

　死人に口なし。以後、誰もアシントに真偽の確認を取れない。

　五竜士の死を目撃した生存者は俺とセラスのみ。真相を知る者は他にいない。

「自分たちが五竜士を殺したと触れ回っていた呪術師集団。そいつらがある日、忽こつ然ぜんと姿を消す」

　五竜士殺しを世間はアシント〝かもしれない〟と思い続ける。

　アシント自身が否定しない限りその〝かもしれない〟は残り続ける。

　他に犯人の目め処どがつかなければなおさらだ。永遠に続く未確定の状態……。

「五竜士の死の謎を解明したがるヤツは、存在しない容疑者を探し続けることになる」

　元々デコイ役のアシントが長持ちするとは思っていなかった。

　いつか化けの皮は剝がれると思っていた。

　が、上う手まく運べばこれで連中は未み来らい永えい劫ごうデコイ役になってくれるかもしれない。

　五竜士を呪い殺した謎の集団として。

「〝消えたアシント〟には引き続き、俺の目くらましになってもらう」

　現場に残るズアン公爵の私兵および、傭よう兵へいたちの死体。

　これもアシントの仕業にできるかもしれない。

　アシントが逃亡中のイヴ・スピードに加担したのか？

　あるいは繫がっていた公爵たちと内うち輪わ揉もめでも起こしたのか？

　何が起きたかは、誰にもわからない。

　俺はイヴにその考えを話した。

「とはいえ、アシントがイヴ側に寝返る理由なんざ見当がつかないはずだ。なんらかの内輪揉めや、裏切りで処理される可能性もある――となれば、イヴからも目を逸そらせるかもしれない」

「……そうか。その策を成立させるために、そなたは一人も逃したくなかったのだな」

「ああ」

「確かに……目撃者が一人でも逃げてしまえば、その策の成立は難しくなる」

「ま……逃がしたら逃がしたで仕方ないとは思ってたさ。正直、この策の達成は難しいと考えてた。けど、おまえたちのおかげで本当に一人も逃さずやれた」

　仮に失敗しても、主戦力さえ潰しておけばその後は大きな障害なく魔群帯を目指せる。

　どの道、追いつかれた時点で主戦力は潰しておく算段だった。

「イヴ、少し待っててくれ」

　俺はセラスに頼んでおいた例のアレを取りに行った。

　中型の長いハンマー。

　コステロの武器が大おお槌づちなのは想定していなかった。

　元はこのハンマーでイヴに砕いてもらうつもりだったが、これなら俺も手伝えそうだ。

　俺は、中型ハンマーを手に取る。

「コステロとやらのおかげで作業用のハンマーが二本になった。アシントの死体は手分けして砕いていこう。正直、気持ちのいい作業じゃないが……やれそうか？」

　セラスやリズにやらせるものではあるまい。見せるものでもない。

　が、イヴの腕力には頼りたいところだった。

　イヴが、ふん、と鼻を鳴らす。

「残虐な光景など血けつ闘とう場じようで飽くほど目にしてきた。我の手もすでに数え切れぬ血で穢けがれている。ゆえに、我へのそのような配慮は無用」

「心強い言葉だな」

　俺はゆったりハンマーを担ぐ。

「イヴ、もしどこかでセラスたち以外の者の気配を察知したらすぐ教えてくれ。氷を砕いている現場を目撃されるのは避けたい。おまえがそういった気配を察知した時点で、作業は打ち切ってここを離れる。第四陣が来る可能性もゼロじゃないしな……ま、死体を消すのは最悪ムアジと中心メンバーだけでいい」

　他のアシントは公爵の私兵や傭兵と相討ちになったというシナリオでもいい。

　毒死して傷のない死体には、その辺の毒矢や剣でも刺しておけばいい。

「承知した」

　イヴが頷うなずく。俺たちは、ハンマーを手に歩き出す。

「それじゃ、取りかかるとしようか」







　場所が都市や村と離れているせいか、あるいは、夜の深い時間帯だからか。

　結局イヴのセンサーに邪魔者の気配が引っかかることはなかった。

　アシントの死体を砕き終えた俺たちは、セラスたちと合流すべくその場を離れた。

　死体砕きの過程で得た情報を整理する。

　死体の硬度は木片の時と違った。対象によって硬度は変わるらしい。

　となると、元々硬いものなんかは破壊が困難かもしれない。

　凍らせられればなんでも粉々に、とはいかないか。

　……先ほどから雲が低い唸うなりを不機嫌そうに発している。

　このまま雨でも降ってくれれば、散らばった〝粉〟も綺き麗れいに洗い流されるだろうか？

　途中、背後を振り返る。

　もうあそこに〝アシント〟はいない。

『呪いの不存在は誰も証明できない』

　セラスによると、ムアジはそう得意げに語ったらしい。

「そうだな」

　俺は呟つぶやいた。

「もはやおまえたちの存在も、誰も証明できない」







５．おやすみ




　俺とイヴは、待っていたセラスたちと合流した。

「お待ちしていました、トーカ殿」

「これで、五竜士殺しの件はしばらく進展しなくなるはずだ」

「では、例の計画は上手くいったのですね？」

「ここまで思い通りに運ぶとは思ってなかったけどな」

　リズがイヴに駆け寄る。

「おねえちゃんっ……」

「我を待つ間、問題はなかったか？」

「うん……セラス様には、とてもよくしていただいて……」

「荷物を運ぶ時、リズは一生懸命手伝ってくれましたよ。おかげで私も助かりました」

「セラス様……」

　リズは薄うつすら涙ぐんでいた。

　最近は褒められた経験に乏しかったのだろう。

　手伝いはして当然。労ねぎらいの言葉などかけられたことがない。

　あの女主人がリズをどのように扱ってきたか、容易に想像がつく。

　リズが俺の方に歩み寄ってきた。彼女は足を綺麗に揃そろえ、深々と頭を下げた。

「あ、ありがとうございます。トーカ様が助けてくださらなければ……おねえちゃんも、わたしも……」

「気にするな」

　オドオドと顔を上げるリズ。失礼がないか心配している感じだ。

「俺に何か聞きたいのか？」

「あの……」

「遠慮しなくていい」

「ピギ丸ちゃんも……無事、ですか？」

　思い切った顔でリズが尋ねてきた。

　と、俺の首の横からニョロンと突起が姿を現す。

　若干、動きが普段よりゆっくりだった。合体技の負荷による影響だろう。

　突起が「ピニッ♪」と伸びていき、リズの前で止まる。リズは優しく突起に触れた。

「ピギ丸ちゃんも活躍したと、セラス様から聞いて……」

「プユ～」

「お疲れさま」

「プニュニュゥゥ～♪」

　薄ピンクになるピギ丸。

「……えへへ」

「ピギ丸殿とああして触れ合っていると、リズは特に緊張感を忘れられるようですね」

　俺の隣に立つセラスが目もとを和らげた。

　ピギ丸はリズの心の傷すらも癒してしまうのだろうか？

「なんなんだ、あいつの万能感は……」

「ふふ、さすがはピギ丸殿です」

　さて――囮おとりに使った馬はどこかへ駆け去ってしまった。

　なのでここからは公爵たちの使っていた馬に乗り換えねばならない。

　ただ、荷物の方はもうセラスたちが替えの馬に括くくりつけてくれていた。

「無限収納できる魔法のアイテムでもあればいいんだけどな」

　言いながら、懐に手を当てる。

　あの現場から持ち出したものはほんの一部。金、宝石類、装飾品くらいだ。

　運べる重量には限りがある。できるだけ、荷物の量は抑えたい。

「では、行ゆこうか」

　イヴとリズが準備を終えた。俺も馬に乗り、後ろからセラスに抱き着く。

「悪いな、馬に乗れないせいで手間をかける」

「どうかお気になさらず。得手不得手は誰にでもありますから。それに……私としては、あなたのお役に立てて嬉うれしいのですよ？」

　イヴたちの馬が歩き出す。が、俺の乗る馬はまだ動き出さない。

「セラス？」

「すみません、トーカ殿……もう少し強くしがみついてもらえますか？　緩いと、不安でして」

「……わかった」

　ギュゥウウ、とセラスの身体からだにガッシリしがみつく。

「んっ――」

　セラスが少し苦しげな声を発した。

「……強すぎたか？」

　力加減をミスったのだろうか？　ステータス補正の影響かもしれない。

　やや力を緩める。

「これくらいでどうだ？」

「ええ……はい、このくらいでお願いします」

　そうして馬はパカパカと歩き出した。

　蹄ひづめの音、独特の揺れ……正直、まだこの乗り心地に慣れたとは言い難い。

「トーカ殿、今回もさすがの読みでしたね」

「……どうかな。もしすべてを読めていれば、ピギ丸の負荷やスキル対象数の上限にも気づけた。おまえやイヴが思うほど、俺は完璧に先を読めてるわけじゃない。行き当たりばったりなトコもある」

「ですが、あなたは想定外の事態が起こっても戸惑って動きを止めたりしません。対応も素早くできていましたし……そんなトーカ殿だからこそ、私たちは安心して指示に従えるのですよ？」

　指示を出す人間があたふたしていたら不安感を与える。

　だからいかなる時も、なるだけドッシリ構えておかねばならない。

「ま……主あるじ扱いしてもらうなら、その扱いに恥じない立ち振る舞いをしないとな」

「ふふ、心強いお言葉です」

「……さっきも言ったように、俺は何もかもを完璧に見通せるわけじゃない。ただ、常に完璧へ近づけたいとは思ってる」

「では私も、あなたのために完璧な副長を目指して努力しなくてはですね？」

「今でも十分よくやってくれてるだろ。特に、モンロイに着いて以降はおまえに頼る状況も多くなった」

「あなたに頼っていただけるのは嬉しいことですよ？　馬に乗る際も、こうして頼っていただけますし」

「なあセラス……馬ってのは、少し教えてもらえば簡単に乗れるものか？」

「時間に余裕ができたら今度お教えしましょうか？」

「頼む。二人乗りだと馬の速度も落ちるからな。馬上での動きも制限されるし」

「承知しました。トーカ殿が、望むのでしたら」

「それに、馬に乗るたびに一々こうして後ろから抱き着かれるのもアレだろ？」

「――いえ、私は問題ありませんが。他の人間ならともかく、トーカ殿ですし……」

「俺としてはそれは喜んでいい言葉なんだろうが……今後を考えたら、一人一人が馬に乗れた方がいいのは事実だろう」

　暫しばしセラスは黙り込んだ。

「それはまあ、そうなのですが」

　しばらく行くと、雨がポツポツと降り出した。雨足は次第に強さを増していく。

　途中で小さな洞穴を見つけたので、今日はそこで雨宿りすることにした。

「雲行きは怪しげでしたが、急に激しく降ってきましたね……」

　セラスとリズが濡ぬれそぼった衣服を絞る。タオル代わりの乾いた布を、二人に渡す。

「髪はよく拭いておけ。風邪を引くかもしれないからな。まあ……ハイエルフとダークエルフも人間と同じように風邪を引くのかどうかは、知らないが」

「風邪ですか？　ええ、引くには引きますよ？」

　水滴を垂らす前髪を丁寧に拭きながら、セラスが言う。

「ただ、エルフ族は人間族よりも病気にかかりにくいと言われています。というより、人間族が他種族と比べると病にかかりやすい種族と認識されていますね」

　セラスが歩み寄って来て、俺の髪を布で拭き始めた。

　彼女は少しだけ背伸びをしていた。同意を求めるように、セラスが微笑ほほえみかけてくる。

「あなたこそ、風邪を引かぬよう気をつけねばなりませんよ？」

「……だな」

　ここで風邪を引いて悪化でもしたら大変だ。

　セラスが、洞穴の外へ視線をやった。

「戻ってきたようですね」

　外にいたイヴが戻ってきた。

「馬は繫つないできた」

「お疲れさまです」

「うむ」

　イヴがブルブルと激しく身を震わせた。毛についた水分が勢いよく弾はじけ飛ぶ。

「繫いできた場所は一応雨も凌しのげるし、何かあればここからすぐ駆けつけられる」

　俺は乾いた布を放ってイヴに渡す。

「雨の中悪いな」

「問題ない」

「食事を取ったら交代で睡眠を取る。モンロイからかなり遠くまで来たし、そろそろ休みが必要だろう。魔群帯へ入る前から疲ひ労ろう困こん憊ぱいじゃ困るしな」

　と、ピギ丸が俺のローブから抜け出した。

「ピユリ～」

　俺から離れ、壁際でプルプルし始める。しばらく休息モードのようだ。

　食事の方は日持ちのしない材料を先に片づけることにした。

　イヴが手際よく火を起こす。俺は、焚たき木ぎの上に小鍋を置いた。

「寝る前に服が乾きそうにないなら着替えてくるといい。俺は背中を向けてるから」

「わかりました。リズ、行きましょうか？」

「は、はいっ」

　セラスはリズの手を引き、薄暗がりの奥へと消えて行った。







　◇【セラス・アシュレイン】◇




　濡れそぼった衣服を脱いでいくリズ。

　セラスは雨を吸い重くなった生地を絞った。水がボタボタと、地面で跳ねる。

　装具類を一つ一つ外し、脱衣していく。

　と、セラスはリズの視線に気づいた。

「どうされましたか？」

　頰を赤らめ、リズが俯うつむく。

「――あ、ごめんなさい」

　セラスは首を傾かしげた。あご先に指を当て、直前の記憶を探る。

（先ほどのリズの視線が、向かっていた先は――）

　なんとなく、思い当たる。

（……これは、触れない方がいいのでしょうか？）

　しかしリズの様子が気にかかる。なぜか罪悪感を覚えているようだ。

　不要なあの罪悪感は取り除いてあげるべきですね、とセラスは考えた。

　腰を落とし、視線をリズに合わせる。

「私の胸が、気になりましたか？」

「あ――」

　あの、と言い淀よどむリズ。失礼をしでかしたと感じているようだ。

　苦笑するセラス。

（ミルズで受けた失礼と比べたら、なんということはないのですが……）

「あなたが何か恥じたり、礼を失したと感じたりする必要はないのですよ？　リズは同性なのですし……私の胸もとへ目がいっていても、気にはしません」

　努めてセラスは優しく言う。しかし一方、内心では諦めに似たため息が出ていた。

（大きさゆえなのか、ある時期から私の胸に視線が集まりがちなのは……もう、気にしても仕方がありません。ただ――）

　背を向けて座るトーカを、チラッと一いち瞥べつする。

（むしろ意識を向けて欲しい唯一の相手は、なかなか向けてくれませんね）

　モンロイの宿で着替えた時も、馬に相乗りした時も。

　彼はどぎまぎした反応一つなく淡々としていた。

　思わず苦笑が漏れる。

（皮肉なものです）

「あの」

　リズが小さな両手を、自分の両胸に添えた。
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「わたしのものも、セラス様のようにしっかり育つでしょうか？」

「ど――どうなのでしょうね？」

　回答になっていない上に、ひどく無理のある笑みになってしまった。

　膨らみがないわけではない。ちゃんとリズには女性的な胸のふくらみがある。

　そこまで小さくも……ないはずだ。

　しかし、ここでどう返せばよいのかわからない。

　無責任に〝しっかり育ちますよ〟と答えるわけにもいかないだろう。

（トーカ殿なら、きっと的確な返答をするのでしょうが……）

「おかみさんが……」

　セラスは一転、険しい表情を浮かべる。

「あの白はく足そく亭ていのですか？」

「……はい」

　哀かなしげな表情をするリズ。表情には、不安が滲にじみ出ていた。

「成長期の娘は胸をせっせと発育させないと、将来まともな女として扱ってもらえなくなるって言っていて……だから……」

「……違います」

　セラスは、怒りを覚えた。

　こんないたいけな少女に、なんと馬鹿げた非常識を教え込むのか。

　軽蔑すら、覚える。

「忘れてください」

「え？」

　断言できる。

「あの白足亭の女主人があなたに押しつけた一切はすべて間違いです。ですから、彼女の放った言葉はすべて忘れてください」

「全部、忘れる……」

「はい。これからのあなたは、あなたが心を許せる人の言葉に耳を傾けてください。そして、あなた自身が正しいと感じた言葉だけ、あなた自身に染み込ませていってください」

「……は、はいセラス様」

　照れくさそうに視線を伏せ、リズは礼を口にした。

「ありがとう、ございます」

　そのいたいけな口もとは緩み、表情と声には込み上げる嬉うれしさがあった。

「だったら、その……わたし……」

　リズが顔を上げた。

「わたしは、セラス様のお言葉を……もっと自分に染み込ませたいです」

　くす、とセラスは微笑む。胸の内に温かい火が灯ともった。

「わかりました。私もあなたと会話する時間を増やせるよう、努力します」

　こうしてセラスはリズとさらに打ち解けた。

　濡れた衣服を干し用の枝にかけながら、二人で好きな食べ物などの話をした。

「あ、リズの着ていた服が乾くまでは私のものをお貸しします。ただ、おそらく大きさは合いませんが……」

　着せてみると、案の定ブカブカだった。やはりリズはまだ年端のいかぬ少女である。

「あの、セラス様……お胸のところの生地が……」

　胸の辺りの生地に皺しわが寄り、ややよれている。

　頰に熱を覚えながら、セラスは軽く咳せき払ばらいした。

「すみません……あなたの服が乾くまでの間だけ、我慢してください」

「は、はい……」

　少しだけ、気まずい空気になってしまった。

　が、着替えを終えたリズが最初にこぼしたのは――小さな笑み。

　その笑みはセラスの胸を温かくくすぐった。

　そして、出会ってから一番の笑顔でリズは言った。

「もう一人、おねえちゃんができたみたいです」







　◇【三森灯河】◇




　セラスとリズが奥へ消えたあと、

「ならば我は、武器と防具を手入れするとしよう」

　イヴが、ドカッと俺の前に座った。

「…………」

「む？　どうした、トーカ？」

「体毛のせいかあまり気にしてなかったけど、けっこう薄着だよな。防具も軽めだし」

　人間で考えればけっこうな露出度だ。豹ひよう人じん族ぞくはあまり露出を気にしないのだろうか？

「我は動きやすさを重視している。豹人族の強みの一つは俊敏さだ。強みは活いかすべきであろう？」

「確かに俊敏さには目を瞠みはった。もちろん、それを活かした戦闘にもな」

　数秒、俺たちは黙り込んだ。

「……そなたは我やリズの過去を聞こうとしないのだな」

「基本的に相手から話したがらない限り俺から聞くつもりはない。人によっては、話したくない過去もあるだろ」

　セラスも同じだ。

　聖騎士になる前はハイエルフの国の姫だったという。

　その姫がなぜ人間の支配するネーア聖国へ身を寄せたのか？

　ハイエルフの国で何があったのか？　ネーア聖国ではどんな風に過ごしていたのか？

　謎といえば謎だ。しかし俺から積極的に聞く気はなかった。

　俺にだって話してない過去はある。何もかもを知る必要はない。

　イヴとリズにしても同じだ。俺は、そう考えている。

「もし話したくなったら話せばいいさ。セラスの過去も俺はよく知らない。けど、それでいいと思ってる」

「わかった。では、我もそなたやセラスの過去をあえて深掘りはせぬ。互いに知りすぎぬ方がよい距離感というのもあるしな」

　イヴとリズとの旅は、禁忌の魔女の棲すみ家かまで。

　二人も俺たちについて深く知る必要はない。女神への復ふく讐しゆうまで二人は辿たどり着かない。

　話が一段落すると、イヴは馬の様子を見に行った。

　俺は小鍋の横で食材を切り始める。

　鍋は楽だ。食材をぶっこんで味つけさえすればひとまず形になる。

　魔法の皮袋は……足りなさそうだったら、使うとするか。

「て、手伝います」

　着替えを終えたリズが、俺の隣にポジションを取った。

「疲れてるんじゃないか？　無理しなくていいぞ」

「て、手伝わせていただけませんか？」

　……そんな顔をされるとな。

「じゃあ、そいつの皮を剝むいてくれるか？」

「は、はいっ」

　嬉しそうに、リズは皮を器用に剝いていく。

「ふーん、上う手まいもんだな」

「お、お褒めいただけて嬉しいです……っ」

　照れくさそうに肩を縮めるリズ。

「料理は得意なのか？」

「はい、お料理も手伝っていましたから。お店に来る人は喜んでくれていました。表向きには、おかみさんが作っていることになっていましたけど……」

　またあの女主人にクズエピソード追加である。腹立たしい気分で、額に手を添える。

「……ったく、ああいう連中は外ヅラだけはよく見せようとするからな」

「トーカ様」

「ん？」

「あの……いつか料理番のお役目をわたしに任せてもらえたら、嬉しいです……あと、荷物運びも……」

　リズの皮を剝く手が止まっていた。肩や声に震えがある。

　何か願い出るのにはまだ抵抗がある、か。

「無理に仕事を見つけて働かなくてもいいぞ。リズの分は、イヴが働いてくれてるようなもんだし」

　リズは慌てて否定する。

「ち、違うんですっ……その、白足亭にいた時は何も感じませんでした……でも、今はトーカ様やセラス様のために……何かお役に立ちたいと、そう強く感じるんです」

　俺はリズの背に手を添えた。

「わかった。そういうことなら、前向きに考えておく」

　リズの表情は、綻んでいた。

「は、はいっ……ありがとうございます、トーカ様……」

　食事のあと、イヴとリズは眠りについた。二人はぐっすり眠っている。

　絶え間ない緊張が解けてドッと疲れが押し寄せてきたのだろう。

　声を抑え、セラスが囁ささやく。

「二人とも、よく寝ていますね」

「元々この二人はモンロイから逃亡する予定じゃなかったからな。普段はもう寝てる時間なんだろう」

　火を消し、俺たちは二人から離れた位置に並んで腰掛けた。

「トーカ殿もお疲れではありませんか？　見張りは私がしておきますので、どうぞお休みになってください」

「実を言うと、目が冴さえて眠れそうにない」

　セラスが正座し、膝をポンポン叩たたく。

「お貸ししましょうか？　この上でしたら、安眠できるかもしれませんよ？」

「疲れてるのはおまえも同じだろ。なんだったら――」

　俺はあぐらをかき直した。セラスと同じように、自分の足をペシペシ叩く。

「貸してやろうか？」

「そ、そうですか？　では……」

　セラスが、四つん這ばいで近寄ってきた。

　……冗談のつもりだったのだが。

　あぐらの上にセラスが頭をのせる。視線を落とすと、真下にはセラスの顔。

　空色の瞳が俺を見上げていた。ジーッと俺を観察している。

「あの、まさか……」

　俺の反応に違和感を抱いたのか、

「先ほどのは、冗談のつもりで……？」

　セラスが尋ねてきたので、俺はコクッと頷うなずいた。

　ハイエルフの白い頰がみるみる紅潮していく。

　羞恥を堪こらえる表情で、セラスは目を閉じた。

「……これはまた、失礼を」

「いいさ。たまにはこういうのも悪くないだろ」

「お、お気遣いに感謝します……」

　セラスは耳まで赤くなっていた。あごに手をやって、俺は唸うなる。

「実は、前から興味があったんだが……耳を触ってみてもいいか？」

　やや緊張を孕はらんだ面持ちで、セラスは自分の長い耳を細い指先で摘つまんでみせた。

「ど、どうぞ……？　こんなもので、よろしければ」

「エルフの耳ってのを一度触ってみたいと思ってさ」

「初めて、ですか？」

「ああ、初めてだ」

　手つきは恐る恐るになった。……意外と緊張するもんだな。

　くにゅっ
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「んっ……い、いかがでしょうか……？」

「なんていうか、不思議な感じがする」

　特殊メイクの作り物ではない。血の通った本物の耳。

　指で軽くコスってみる――と、セラスが身をよじった。

「いやあのちょっとっ――トーカ殿、それは……ッ」

「……あ、悪い」

　耳はけっこう弱いらしい。

　セラスが起き上がったあと、俺たちは今後の方針を検討した。

「イヴの持つ能力はやはり凄すさまじいですね。魔群帯でも頼りになりそうです」

「セラスもそうだけど、純粋な戦闘面以外で活躍できる局面も多いよな。旅の仲間としてはありがたい話だ」

「……不ぶ躾しつけな質問かもしれませんが」

　セラスがリズと身を寄せ合って眠るイヴを見やる。

「イヴやリズに対して、トーカ殿は何か特別な思い入れがあるのでしょうか？」

「ん？　なんでそう思う？」

「禁忌の魔女の件を別にしても、二人に対する接し方がいやに柔らかいと感じるのです――たとえば、私と同じように」

　鋭い部分は本当に鋭い。こういうところがやっぱり叔母さんと似ている。

「要するに……普段の俺はガサツってことか？」

　セラスが胸に手を当てて慌てて否定した。

「ご、誤解ですっ。決してそんな意図は――」

「冗談だって」

「と、トーカ殿……」

　安あん堵どと恥ずかしさを滲にじませてセラスが肩を落とす。俺は、イヴを見た。

「ま、理由はセラスと同じかな」

「彼女も例の叔母さまと似たところが？」

「イヴは多分、叔父さんの方だ」

「叔父さま、ですか」

「ああ。性別は違うし、やっぱり話し方が似ているわけでもない。ただ、あの人の好よさがな……」

　叔父さんは人がいい。人がいいからこそ、俺を引き取ってくれた。

　縁を切っていた兄から一方的に俺を押しつけられたのに。

　叔父は兄――俺の父親を責めた。

　だけど、俺を責めたことは一度もない。

　人が好くて一本気な叔父と、理知的で優しい叔母。

　俺がこうして生きているのもあの二人のおかげだ。

　セラスの頰が緩む。

「叔父さまと叔母さまは、あなたにとって本当に大切な人なのですね。やはりお二人の話をする時のあなたは、特別な顔をします」

　そんなに表情が違うのだろうか？　自分ではよくわからないが。

「あの人たちがいなければ、俺はもっとひどい人生を歩んでた。確実にな」

　あの人たちには感謝してもしきれない。

　叔父夫婦は元の世界に戻りたい唯一の理由と言ってもいい。

　せめてちゃんとお礼を言いたい。ひと言でいいから、伝えたい。

　俺を引き取って育ててくれてありがとう、と。

「それとリズの方だが……リズは、俺と似てる」

　叔母を思わせるセラス・アシュレイン。

　叔父を思わせるイヴ・スピード。

　自分を思わせるリズベット。

　ある意味、奇妙な巡り合わせとも言える。

「あの子があなたと似ている、ですか……？」

「置かれてた環境が、な」

　白はく足そく亭ていの女主人は実の親を彷ほう彿ふつとさせた。

　幼い頃、劣悪な環境で虐げられていた。俺とリズはそういう意味で境遇が似ている。

　ただし俺とリズでは決定的に違う部分もある。

　あの子は虐げられる生活に耐え続けていた。

　俺も耐え続ける日々を送ってはいたが、当時の俺には殺意が芽生えていた。

　自分を虐げる者への殺意――いずれ殺やらねば、いずれ殺られる。

　当時は狂気に蝕むしばまれていたといえる。

　いや――あるいは狂気こそが、俺の逃げ道だったのか。

　片やリズは心根の優しい子だ。女主人への憎悪を持っている感じはない。

　リズは自分に責任を求めるタイプなのだろう。

　弱い自分が悪い。きっと、そんな風に思っていたはずだ。

　境遇こそ似ているが、やはりそこが俺とは違う。

　俺はロクでもない側の人間。

　自分をおびやかすものがあれば排除する――気の赴くままに、蹂じゆう躙りんする。

　トーカ・ミモリは世界を救わない。自分の思うまま、その目的を果たす。

　復ふく讐しゆうを果たす。だからこそ――

「繰り返しになるが、この復讐の旅から抜けたい時はいつでも抜けてくれていい。これは、俺のためだけの復讐だからな」

「ご存じの通り、私もアライオンの女神には思うところがありますから。抜けるつもりはありません」

　少しイタズラっぽく、セラスが微笑ほほえみかけてきた。

「せっかく、副長という大役にも任命されたわけですしね？」

「なら、しっかり頼んだぞ」

　俺の小芝居につき合って、ニッコリするセラス。

「お任せください、我が主あるじ」

「そうだな……この旅につき合ってもらうお返しに、なんでも一つセラスの言うことを聞いてやるよ。もちろん、俺にできることならだが」

「え？」

　そういえば今、何時だ？

　俺は懐中時計で時間を確認する。

「俺のわがままにつき合ってもらってるんだし、それくらいはな……ま、今すぐじゃなくてもいい。何か考えておいてくれ」

「……かしこまりました」

　懐中時計をしまう。

「おまえはそろそろ寝ておけ。俺はイヴと交代する時間まで起きてるから」

　セラスが寝支度を始める。俺は、彼女の傍らに腰をおろした。

「ではトーカ殿、お願いいたします」

「ああ」

「…………本気で、考えますからね？」

「ん？」

「さっきの話です。なんでも一つ言うことを聞いてくれる、という」

「わかってる。冗談で言ったわけじゃないさ」

　セラスが口もとを掛け布で隠す。

「……はい」

「準備はいいか？」

「ええ」

　小声で、セラスが言う。

「おやすみなさい、トーカ殿」

「ああ」

　セラスの顔に手をかざす。




「【スリープおやすみ】」







　◇【ウルザの王】◇




　魔ま戦せん王おうジンは頭を抱えていた。

（アシントが、姿を消しただとぉぉ……ッ!?）

　先日モンロイから逃亡した血けつ闘とう士しのイヴ・スピード。

　ズアン公爵はその豹ひよう人じんを追って王都を発たった。公爵にはアシントが同行していたという。

（現場に残っていたのは公爵とその私兵、それと、傭よう兵へいの死体だけ……）

　アシントの姿はどこにもなかったそうだ。

（ず、ズアンのやつめ……まさかアシントと揉もめたのか？　ぐっ！　あれほど連中の扱いには注意せよと、口酸っぱく言いつけておいたというのに……ッ！）

　何かが、起きた。

（連中のもので現場に残されていたのは武器や装具の一部のみ……馬で素早く逃げるため、重量のかさむ武具は置いていったか……）

　武器がなくともお得意の呪術があれば十分と判断したのだろう。

　ちなみに、金品のたぐいは持ち去った形跡があった。

（得た情報からすると、どう考えてもイヴ・スピード一人でやれる数ではない）

　アシントがイヴ側についたのか。しかしイヴの側につく理由が見当たらない。

　やはり、内輪揉めが起きたと考えるのが妥当か。

（読みが外れた……）

　ズアン公爵は荒くれ者をまとめ上げる手腕に長たけていた。

　部下や雇った者に適度な自由を与えるためか。あるいは、金払いがよいためか。

　公爵はああいった手合いに好かれる傾向があった。

　ジンは公爵のその能力を買っていた。

　厄介そうな相手との交渉はこれまでズアン公爵に任せてきた。

　個性の際立つ者たちの集う血けつ闘とう場じよう。公爵はその運営にも携わっている。

　ゆえに、癖の強い者たちの扱いには慣れていた。

　もちろん彼にまつわる悪い噂うわさも承知していたが……。

（しかし、アシントの連中は格別厄介そうだった。ああいう手合いを任せるならやはりあの男だと、一任したが……）

　まさかこのような事態になるとは。

（五ご竜りゆう士し殺しを名乗る者たちを駒として手もとに置いておきたかった……他国に力を誇示する材料として……）

　あの竜殺しドラゴンスレイヤーも時間をかけて手駒にできたのだ。

　アシントもいずれ手駒にできると、そう考えていた。

（考えが甘かったのか？　ぬぐ、ぐ……ッ！　それより、それよりだ――）

　女神にどう報告すればいい？

　あれは、魔ま防ぼうの白はく城じようで会談が終わったあとのこと。

　ジンはアシントの件で女神にこう提案した。

『アシントの件、この魔戦王にお任せくださいませんでしょうか？　ふふふ……本当に連中が〝黒竜殺し〟なのかどうかも、必ずやこの私が暴いてみせましょうぞ！』

　女神は任せると言ってくれた。

　ウルザの王を女神は信頼してくれている。

　証拠として、先日ヴィシスの徒が自国へ引き上げた。

　各国に派遣している監視役を引き上げさせる。

　これは女神の信頼を勝ち取った証あかしと言える。何より、

（あのニャンタンとかいう目障りな小娘がようやくいなくなって、喜んでいたというのに……ッ）

　取り柄は眉目秀麗な顔立ちとカラダつきくらいだろう。

　薄うつすらと扇情的なあの装いも相あい俟まって目の保養にはなっていた。

　しかしそれ以外においては気疲れの種でしかなかった。

　愛想など、欠片かけらもなかった。

　何もかもを見透かすようなあの冷たい瞳。

　王たる自分に対するあの温かみのない態度。

　目障り、この上なかった。

　しかし何もできなかった。ヴィシスの徒の中で彼女は特別とも聞いている。

　手を出せばどんなしっぺ返しが飛んでくるかわかったものではない。

（ぐぐぐ……またあの忌々しいニャンタンを、派遣されてしまうかもしれない）

　報告書をクシャリと握りしめるジン。

（アレがいる時は、いつも監視されているようで心休まる気がしなかった……うぅ……）

　どうにかアシントを捜し出して再交渉するしかない。

　アシントはコステロを含むズアン公爵の私兵隊を全滅させた。

　聞けば、名のある傭兵もたくさんまじっていたらしい。

（例の五竜士殺しの件、真偽は時間をかけて探るつもりだったが……）

　もはや疑う余地はない。五竜士を殺した実力は本物。

　魔戦騎士団を差し向けても、始末するのは難しいだろう。

（といって、ここで女神のもとから竜殺しを呼び戻すのも難しかろう……）

「あの……王よ、いかがいたしますか？」

　ジンはハッとした。

　家臣が傍そばにいたのを忘れていた。慌てて取り繕い、ジンは手で目を覆った。

「う、む……少々ズアン公爵の死に衝撃を受けてしまってな……しかし、もう大丈夫だ」

「して、こたびのアシントの件……アライオンへの報告はいかがいたしましょう？」

　脂汗が滲にじんでくる。

「せざるを、えまい……あとですぐ報告しなかったと判明する方が、もっとまずい……」

　女神は恐ろしい存在だ。あの美しい見た目に騙だまされてはいけない。

　機嫌を損ねたら何をされるか知れたものではない。

　ネーア聖国にまつわる噂を思い出す。

　バクオス帝国の侵攻を受けてネーアは占領された。

　今この大陸で他国への侵攻などありえない。

　女神が実質的に禁じているからだ。

　しかし侵攻時、女神の横よこ槍やりは入らなかった。

　ネーアが女神の〝加護〟を失った理由は何か？

　一説には、ネーアの聖王が女神の機嫌を損ねたためと言われている。

　そう、女神は絶対なのだ。

（妙に反抗的なあの狂きよう美び帝ていの小こ童わつぱも、いずれ女神の恐ろしさを知るであろうな。すべては、女神のてのひらの上なのだ……）

　恐怖のためだろうか？

　不意にジンは眩暈めまいを覚えた。椅子の端に肘をつき、ふらつく身体からだを支える。

「捜せ……なんとしても、アシントを捜すのだ……」

「陛下、豹人の方はいかがいたしましょうか？　それから豹人の関係者と思おぼしきダークエルフの少女も姿を消しております。それと、少女を養っていた白はく足そく亭ていの女主人も殺されており――」

　ジンはイラッとした。

「臆病風に吹かれた豹人や無力な小娘など捨て置けい！　どうせそのうちどこかで野たれ死ぬに決まっておる！　それより、今はアシントだ！　アシントの足取りを追うのに全力を尽くせ！　よいなっ!?」

「――はっ！　しょ、承知いたしましたっ！」

　歯ぎしりするジン。

（ぐ、ぐぅぅ……女神の心証をよくしつつ、アシントを都合のよい駒として使う予定が……ま、まさかこんなことになるとわぁぁ～……ッ）

　魔戦王の苦悩の種は、尽きそうにない。







　◇【ニャンタン・キキーパット】◇




「ふむふむ……例の呪術師集団がウルザの公爵を殺して姿を消しましたか。物騒な話ですねぇ。怖い怖いです」

　先日ウルザからもたらされた報告書を手にした女神が、軽けい々けいと言った。

　五竜士殺しを名乗っていた呪術師集団が行方をくらませたそうだ。

「ん～しかし呪術など本当にあるのでしょうか？　とても信じられませんねぇ。私が存じていないだけでしょうか？　あなたは、ご存じですか？」

　女神の自室。ニャンタン・キキーパットは、その壁際に控えていた。

　彼女は女神の問いに短く「いえ」とだけ答える。女神は、

「そうですか」

　と平板に言い、報告書へ視線を戻す。

「怖い怖いです。ふぅ～む、ですがもしアシントを狂美帝あたりが拾うと、ちょっと面倒なことになるかもしれません……ん～、ですがこの時期にニャンタンをウルザへ戻すのは気が乗りませんねぇ……ニャンタンには、大事な役目がありますから」

　女神が報告書を手中でクシャクシャに丸めた。次いで、息を落とす。

「この大事な時期にひどい面倒事が起きてしまいました……アシントの捜索には魔戦騎士団も投入されるようですし……五竜士殺しの力を持つとなれば、私も一切無視というわけにはいきませんし……」

　女神がぷくぅ～と頰を膨らませる。けれど、表情は笑顔のままだった。

「とっても、困ってしまいます」

「問題、あるのかな？」

　男の声が軽やかに女神に問うた。

　声の主は四し恭きよう聖せいが一人、アギト・アングーン。

　柔和な顔立ちの青年。片目が長い黒髪で隠れている。

　捉えどころのない空気感。フワフワとした雰囲気。

　ただし、その実力はあなどれない。

　今、この室内にいるのは女神とニャンタンだけではなかった。

　ヨナト公国から呼び寄せた四人の男女――四恭聖。

　彼らも部屋に集っていた。

　あのヨナトの聖女をも凌りよう駕がすると言われる四きょうだい。

　四人は勇者の血を引いている。つまり、勇ゆう血けつの一族。

　長男のアギトが続けた。

「ヴィシスが危惧すべきは、神族の力をも弱体化させる邪じや王おう素そ持ちの大たい魔ま帝ていとその軍勢じゃないのかい？」

「ん～、そうなのですけどね～」

「五竜士だろうとそのアシントだろうと、ヴィシスが彼らと戦やる分には邪王素による弱体化の影響はない。だろ？」

　ニャンタンは理解する。アギトはこう言っているのだ。

　五竜士もアシントも女神の敵ではない、と。

　涼やかな微笑ほほえみを浮かべ、アギトが続ける。

「今ヴィシスが注力すべきは、動きを活発化させている大魔帝の軍勢だろ？　違うかい？」

「おっしゃる通りなのですが……背後に五竜士級の不穏分子がいると思うと、戦にも集中しづらいのです」

「ははは、ヴィシスって意外と心配性だよね？」

「え？　それの何が悪いのでしょうか？　ごめんなさい、悪気がないのは重々承知なのですが、言い方が少し引っかかってしまいました」

　暫しばし、重苦しい沈黙が室内を覆う。

「ごめんね？」

　先手でも打つように、アギトがニコッとして謝罪した。女神も笑顔になる。

「いえいえいえ、どうぞお気になさらず～。すみません、私もつい口が滑ってしまいまして……お恥ずかしい限りです♪」

　黙したままやり取りを眺めていたニャンタンは思った。

　女神は苛いら立だちを覚えているのだろうか、と。

　アシントが消えた今回の一件。思ったより腹立たしく感じているのかもしれない。

　面倒な案件が増えた、と。

　アギトとの今のやり取り。女神がピリピリしていたからこそ、起きたのではないか。

　部屋の扉がコツコツと叩たたかれた。

「女神さま、ベインウルフ様が到着されました」

「あ、来ましたね？　あらら、大分予定よりご到着が遅れたようですね～」

　女神が椅子から腰を浮かせると、体格のよい大男がヌッと部屋に足を踏み入れた。

　大男がボリボリと頭を搔かく。

「あ～……遅れて悪かった」

「いえいえ、ようこそお越しくださいました」

　たおやかな姿勢で歓迎の意を示す女神。

「竜殺しドラゴンスレイヤー」







　◇【十河綾香】◇




「ありがとうございました」

　足を揃そろえ、十そ河ごう綾あや香かは一礼した。

　礼を向けた相手はニャンタン・キキーパット。

　女神の手が空かない際の代理として今は勇者たちのまとめ役を務めている。

　彼女はヴィシスの徒という女神直属部隊の一員でもある。

　ニャンタンが、評を述べた。

「キミは筋がいい。経験はともかく、技術だけならいずれわたしを追い越すでしょう」

　綾香は強くなる方法を模索していた。そんな時、

『少しだけでもいいです。私に稽古をつけてください』

　ニャンタンにそう頼んでみた。

　了承を得られたのは意外だった。正直、だめもとだったからだ。

　稽古をつける条件は、このことを絶対に口外しないこと。

　そして普段、意識の中にすら浮かばせないこと。

　この二つ。

『ヴィシス様から許可を得るのは、難儀ですので』

　ニャンタンはそう説明した。

　つまり、女神に内緒で稽古をつけてくれる。そういうことらしい。

（そうよね。私は女神さまによく思われていないし、彼女は女神さまの部下だもの……それは、当然だわ）

　稽古は短い時間に限られた。

　今綾香がいるのは城内地下にある古ぼけた牢ろう屋や。今は使われていないそうだ。

　ここで人目を避けるようにして稽古をつけてもらっている。

　とはいえまだ、数回ほどだが。

　ニャンタンは忙しい人物である。そう何度も都合をつけられない。

　ただその短い時間でも、得るものは大きい。

「私がどうにかついていけているのは、補正値のおかげだと思います……」

「かもしれません。しかし、それとは別にキミには天賦の才がある。その古武術という技術を身につける際、指南者から才能について何か指摘された記憶は？」

「……あります」

　祖母は綾香の戦才をいやに高く評価していた。

「キミは強くなりますよ、アヤカ・ソゴウ」

「――あの、ニャンタンさん」

　思い切って、ずっと聞きたかったことを質問してみた。

「どうして、稽古の話を受けてくれたんですか？」

　綾香を見つめるニャンタンの目もとが、ふと優しくなった気がした。

　いつもは、冷然としているのに。

「少しキミが、妹に――」

　ニャンタンが何か言いかけた。が、その先を口にはしなかった。

（今の……）

　口が滑ったみたいな感じだった。

　……なぜか綾香は、自分が悪いことをした気がしてきた。

　つまらないことを聞いてしまったのかもしれない。

　何も考えず、慌てて話題を変える。

「ニャンタンさんは、そ、その――ご結婚はっ？」

「――伴侶、ですか？　いませんし、いたこともありませんが」

「え？　そうなんですか？」

「異性と恋仲になった過去もなければ、性行為に及んだこともありません」

「せ、性行ぃ……、ですか……」

　反射的に視線を逸そらし、紅潮する綾香。

　不意打ちのひと言だった。一方、ニャンタンは顔色一つ変えていない。

　モジモジしながら、綾香は上目遣いに紫髪の女剣士を見やる。

「で、でも意外です……ニャンタンさん、その……美人だから……」

「美しさは、劣る」

「え？　劣、る……？」

　ニャンタンの横顔。その眼まな差ざしはどこか遠くを見つめていた。

「美しさは、純然たる力や知に劣る。今わたしが求めているのは――後者です」

「力と、知……」

「ただ美しいだけで幸福を摑つかめるほど、この世界は優しくありませんよ」

　ニャンタンが踵きびすを返す。彼女は一歩、上階へ続く階段へ足をかけた。

「この世界は喰くうか喰われるか……隙を見せようものなら、あっという間に暴力と陥かん穽せいの餌食となります」

　覚えておきなさい。

　最後にそう言い残し、ニャンタンは地下牢を出ていった。

（最後の、ひと言……）

〝覚えておきなさい〟

　その調子はまるで、姉が妹へ向ける響きのようでもあった。







　特別に用意された更衣室で綾香は着替えていた。

　普段の着替えは自室でしているが、訓練後は主にここを使用している。

　ニャンタンとの秘密特訓のあとは通常の訓練があった。

　今は通常訓練の前にある少しの空き時間を、ニャンタンとの特訓にあてている。

（通常訓練の最中に、勇者全員に女神さまから招集がかかった……今度は、何かしら）

　女性専用の更衣室。

　更衣室、と呼ぶにはいささか華美が過ぎるだろうか。

　さながら映画に登場するような、貴族が衣装直しでもしそうな部屋である。

　ただ、使用を許された者は一部のみ。

　現在使用を許されているのは勇者の中だと十河綾香、高たか雄お姉妹、戦いくさ場ば浅あさ葱ぎの四名。

　他にはニャンタン・キキーパット。

　そして、今は他に見知らぬ二人の女が着替えをしている。

「アタシらも皆さんと仲良く着替えかい」

「申し訳ありません。お部屋の準備が、間に合わず」

　ニャンタンが着衣の手を止め、謝罪する。

「いやいやいや、今のは嫌みじゃないから。それにさ……こんな絢けん爛らん豪ごう華かな部屋、うちみたいな傭よう兵へい団だんじゃ普段は絶対に使えないしねぇ」

　彼女たちの傭兵団。確か先ほど〝剣けん虎こ団だん〟と口にしていた。

　ニャンタンと話している女性はその傭兵団のリーダーらしい。

「そういや先日、傭兵の募集があったんでミルズに立ち寄ったんだけどさ」

　再び、袖を通すニャンタンの手が止まる。

「例の黒竜騎士団が壊滅した地域ですね」

「そうそう。で、募集されてたその遺跡探索なんだけど……これがもう成果が皆無も皆無でねぇ……赤字も赤字だったんだよ。うちは〝楽しく自由に冒険〟を標ひよう榜ぼうしちゃいるけど、銭がなけりゃ自由もクソもないわけでさ」

「他の傭兵に漁あさられた後だったのですか？」

「いいや、どうも遺跡の様子が変でね……魔物が何匹も変死してたんだよ。なんかマズい気がしたんで、そこで引き返して探索は打ち切った」

「うちの団長、勘が鋭いんです。ほんと当たるんですよ、そういうの」

　剣虎団のメンバーが口を挟む。ニャンタンが、袖を通す。

「変死、ですか。ウルザにいた頃には耳にした記憶がありませんね。結局、原因は？」

　肩を竦すくめる剣虎団の団長。

「同じ遺跡探索に参加してたやつに後で聞いたけど、これがわからずじまい。新しい探索域から危ない物質でも噴き出してたのかねぇ？」

「あ、もしかして……あの黒竜騎士団の壊滅と、何か関係あったりしますかねぇ？」

　冗談めかして剣虎団のメンバーが言う。が、団長は笑い飛ばした。

「いや～、さすがに関係ないだろうさ」

　ニャンタンが質問を挟む。

「ミルズにいる時、アシントの情報は何か？」

「あー例の黒竜殺しか……いや、その呪術師集団の話は聞かなかったねぇ」

「そうですか」

　黒竜騎士団。

　バクオス帝国の誇る大陸最強の騎士団。

　それが、ウルザで壊滅したという。アライオンの王城内でも噂うわさになっていた。

　殺したのはアシントと呼ばれる呪術師集団だそうだが……。

「――では、お先に」

　ニャンタンと剣虎団の女たちは着替えを終え、更衣室を出て行った。

「……今日はなんかありそうだね、こりゃ」

　隣で着替えている戦場浅葱が、口を開いた。

　自分に話しかけているのだろうか？

　今ほど着替え終えた高雄姉妹は少し離れた位置にいる。

　綾香は、反応したものかどうか迷った。言葉の意味もいまいち的を射ない。

「そう、だね」

　迷った挙句、打ったのは曖昧な相あい槌づち。浅葱が声量を落とす。

「女神たん、城のお外から人を招いてるみたいなんだよね。あの剣虎団って人らも多分それで集められた人だよ。で、きっとまたなんか無理やらされるんだよ、アタシら」

「……仕方ないわ。私たち、勇者だもの」

「うっわ～綾香ってマジ真面目だね～。勇者とか言われてもさ、ぶっちゃけ別に勇気ある者じゃないんスけど、みたいな？」

「だけど元の世界に戻るには、それしかないから」

「ふーん、やっぱりマジ真面目……でさ、綾香ってどんな男がタイプなん？」

「は、話が急に飛びすぎじゃない？」

「てか、男の影なさすぎじゃない？」

「あ、あるわけないわっ」

「いやさ、でもモテんじゃん？　あ、つまりぃ～？　お高くとまってんのけ？」

「……そ、そういう目で見られるのは正直心外なんだけど」

「おっぱいもフツーにでかいしさー」

　綾あや香かはみるみる頰が熱を持っていくのを感じた。少し、眉が怒った形になる。

「……大きく、ありません」

「そーかい？　ポッポは殿堂入りとしても、高雄姉妹とはゼンゼン勝負できんじゃん？」

「胸の大きさなんて、勝ち負けの世界にしちゃだめでしょ……ッ」

「いやでもさぁ？　下着が黒ってのはちょっと浅葱さん意外だったにゃ～ん？」

　綾香は恥じらいを覚えながら、ブラと下着をサッと手で隠す。

「下着の色でその人の印象を決めつけるのは、ど、どうかと思うわ……ッ」

「そのわりには下着の意匠……こだわりすぎじゃね？」

「――お、おばあさまからいただいたものなんですっ！　へ、変な風に見ないでっ」

「わ～お？　地雷踏んぢった？　ごめんね？」

　演技めいて両手を挙げたあと、浅葱が得心顔で一つ頷うなずく。

「そっかそっかぁ、綾ぴょんはこーゆー反応含めてモテるわけかー。中身知らない時点だと、スレてない印象の子の方がモテるってパターンだにゃーん。ふひひ……箱入りお嬢なせいか、綾香って他のと反応がかなり違うから面白いのぅ」

「……私って、そんなにみんなと違う？」

「まずさ、今どきＪＫでＳＮＳの一つもやってないってけっこうすごいよ？　Ｒ＠ＩＮレインも家族とだけっしょ？　綾香の場合、匿名の隠れアカらしきブツも見当たりゃんしのぅ……」

「隠れ――何？」

「うへー、そっからかーい。ま――」

　浅葱が振り向き、部屋から出て行きかけている高雄姉妹の方を見た。

「ＳＮＳの影がないのは、あちらさんも同じだけど」

「ＳＮＳって……やってると、そんなに違う？」

「まー別世界だね」

　存在は知っている。ただ、どう有効活用すればいいのか思いつけない。

「やっててくれた方が、その人の〝化粧なしの顔〟が見られるしねぇ……」

「え？　みんな……すっぴんを載せてるの？」

　調べた時のイメージと違う。もっと、自分を着飾って見せるものかと思っていた。

「え？　うはは、やだなー綾香センパイ♪　それ新作のボケ？　比喩だよ比喩ー」

「？」

「あ、にゃるほどー……こーゆートコも男ウケポイントか。ヤバい、てかけっこー天然入ってるわこのお嬢……けっこうけっこうコケコッコー……なんちて」

「…………」

　よくわからぬまま、綾香は着替えを終えた。

　そしてどこか釈然としない気分のまま、浅葱からやや遅れて更衣室を出た。







　勇者たちは、女神の指示で城に隣接する大庭園に集合していた。

　ここは女神の許可なしでは立ち入れない。

　庭園には花々が咲き誇っており、かぐわしい香りが漂っていた。

　叶かなうならゆったりしたひと時を過ごしたい場所である。

　しかしそうはいかない。集った勇者の空気は和やかとは言えなかった。

　女神がここに呼び出すのは決まって大事な話がある時だ。

　皆、もうそれを理解している。

　このところ勇者たちはずっと遺跡巡りをしていた。

　金きん眼がんの魔物が巣くう遺跡で、ずっと戦っていた。もちろん、経験値ＥＸＰを稼ぐためである。

　また、アライオンは金眼の魔物を大量に捕らえていた。

　勇者の経験値用に捕らえておいたそうだ。

　捕獲されていた魔物は桐きり原はらグループに優先で回された。

　女神の期待値。回された魔物の数は、それを露骨に物語っていた。

　綾香たちに回された魔物は、少なかった。

（だけど遺跡の魔物を倒して、レベルはかなり上がった……）

　戦いのコツも覚えてきた。

「最近、なーんか城ン中の空気がピリピリしてんよねー。ポッポはそういうの感じない？」

「え？　そ、そうかな？」

「ニッブ～！　乳の方に栄養いきすぎて頭回ってないんじゃねーの？」

「あ、浅葱さん……っ」

　胸を隠して縮こまる鹿か島しま小こ鳩ばと。その顔は真っ赤になっていた。

　戦場浅葱の無神経な発言。

　綾香の中にかすかな義憤が湧く。前の世界にいた頃からそうだった。

　彼女には少し苦言を呈するべきかもしれない。

　注意しようと、綾香は口を開きかけた。

　しかしその時、小鳩が綾香の目を見てかぶりを振った。

〝わたしは大丈夫、揉もめると面倒だから〟

　小鳩の目はそう語っていた。綾香の考えを、読み取ったのだろうか？

　こういう時の小鳩の目には強い意志が宿っている。

　悔しさを覚えつつ綾香は引き下がった。と、小鳩が礼を言うみたいに小さく頷いた。

「…………」

　戦いくさ場ば浅あさ葱ぎ。現在、２‐Ｃ内での彼女の発言力は上がっている。

　やはり固有スキルを習得したのが大きな理由だろうか。

　浅葱はＢ級勇者。通常、固有スキルはＡ級以上の勇者が得るものだという。

　しかし浅葱はＢ級ながら固有スキルを習得した。女神も喜んでいた。

『アサギさんには特別なものが宿っていると、私には最初からわかっていましたよ。仲間をまとめ上げる能力もありますし』

　浅葱の固有スキルは【群体強化クイーンビー】。

　複数の対象に【能力強化】を付与するスキルだ。

　まずグッと一度ステータスが強化される。

　のち、さらに一定値まで全体的なステータスがジリジリと上昇していく。

　そして効果時間が切れるとその上昇値は元に戻る。

　浅葱のグループは数が強みだ。ちょうどその強みを活いかせるスキルといえる。

　これで浅葱グループは集団戦において一歩抜きん出た。

　ただ、桐原グループは彼女を引き入れようとしない。

　桐原たちは浅葱をあまりよく思っていないらしかった。

　懐に抱え込むのは危険だと判断したようだ。

　桐原たちは浅葱を警戒している。そんな雰囲気があった。

　桐原側からの加入拒否。組んで欲しい女神も、これにはお手上げの様子だった。

　逆に、綾香にはまだ加入の扉が開かれている。

　もちろん綾香の側に加入の意思はないが……。

　安やす智とも弘ひろのグループも強くなっている。しかしやや安のワンマン感は否めない。

　Ａ級の彼だけが突出して強くなっている。他の勇者はレベルがさほど上がっていない。

　安のおこぼれでチビチビ上げている印象である。

　反面、綾香のグループはなるたけ均等に経験値とどめを分配している。

『経験値は十そ河ごう綾香に集中すべき』

　今では準まとめ役となっている周防すおうカヤ子こが最初そう提案した。

　しかし、綾香は拒否した。

　一人の力などたかが知れている。みんなで力を合わせるべきだ。

　そう言って綾香は提案を拒否した。

　結果、仲間たちもレベルアップしてスキルを覚えていった。

　彼らが覚えたのはコモンスキル。

　コモンスキルは勇者なら誰もが習得可能な基本スキルである。

　主にコモンスキルは五つの系統に分けられる。

【攻撃系】【防御系】【治癒系】【能力強化系】【状態異常系】

　スキルはレベルアップで解放されていく。

　解放されるとスキルツリーに変化が起こる。色味のなかったツリーの一部が色を持つ。

　ツリーの上層ほど高位スキルになるという。

　ちなみに現状、状態異常系のスキルは使いものにならない。

　確かに女神の言葉通りの性能だった。

　術式に限らず状態異常系は勇者スキルであっても不遇らしい。

　それから、固有スキルはコモンスキルと毛色が違っている。

　固有スキルはスキル自身にもレベルが存在していた。

　使用していくうちにレベルも上がっていくそうだ。

　レベルが上がると、その能力も進化していく。

「最初はどうなることかと思ったけど、わたしたちも防御系や能力強化系のスキルで綾香ちゃんの役に立てそうでよかった……綾香ちゃんの言う通りだったね？」

　綾香のグループの南みなみ野の萌も絵えが、安あん堵どまじりに言った。

　支援系スキルを使う役割なら前衛へ出なくていい。

　綾香が単騎で前衛を担当し、他の仲間は防御スキルで身を守りつつ後方から支援。

　瀕ひん死しへと追い込んだ魔物に後方の仲間がとどめをさす。

　今の十河グループの戦闘スタイルはこれだった。皆、よくやってくれている。

（だけど……）

　ステータスを表示。
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【アヤカ・ソゴウ】

　ＬＶ１１５

　ＨＰ：＋１３９０　ＭＰ：＋２８７８

　攻撃：＋１０９８３　防御：＋２２５６　体力：＋２３１３

　速さ：＋１５７４【＋５００】　賢さ：＋１４５０

【称号：Ｓ級勇者】
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　レベルはかなり上がっている。

　女神は急いで勇者を強化する方針を取っていた。着実にその効果は出ている。

　桐原拓たく斗とはＬＶ２００突破目前と聞いた。

　ただ、ＬＶ１００以降は皆レベルアップの速度が鈍化している。

　ステータス数値の伸びも目に見えて鈍くなっていた。

　綾あや香かの場合【攻撃】だけはいやにグングン伸びているが……。

　他のステータスは明らかに伸びが悪くなっている。

　安グループの男子がこの前、こんなことを言っていた。

『一定レベルまで達すると急に伸びが鈍化するのって、なんかＭＭＯみたいなレベルデザインだよなぁ』

　綾香には〝ＭＭＯ〟がなんのことかはわからない。

　スマートフォンもないため、検索もできない。

　が、伸びが鈍ってきたのは皆が感じている事実。

　レベルやステータスはどこかで頭打ちになるのかもしれない。

（何より――）

　綾香が不安なのはむしろ、こちら。

　スキル情報を表示……。口もとに手をやり、表示を見つめる。

　いまだに固有スキルが解放されていない。固有スキル未習得のＳ級は綾香のみ。

　皆から離れて立つ高たか雄お姉妹も今は固有スキルを習得済みである。

　Ａ級勇者も全員、習得済み。Ｂ級の浅葱ですら習得している。

　なのに、綾香だけが固有スキル未習得だった。

「スキルのこと、心配？」

　不安を悟ったのか、周防カヤ子が声をかけてきた。取り繕って微笑ほほえむ綾香。

「え、ええ……少し……」

　このグループ唯一の前衛担当は十河綾香。

（……私が、がんばらないと）

「だけど、特殊ツリーのスキルがある」

「うん。そう、なんだけどね」

　綾香のスキルツリーは特殊らしく、コモンスキルが一切ない。

　代わりに特殊な戦闘系スキルを習得できる。いわば、戦闘系に超特化したツリー。

　前衛一人でやれているのはこの特殊ツリーの恩恵もある。

（だけど他の勇者の固有スキルと比べると、私の特殊戦闘スキルが劣るのは否めない）

　焦りは募る。戦いには常に死がつきまとう。悠長には、していられない。

「お待たせいたしました、皆さん」

　女神が、やって来た。

　小お山やま田だ翔しよう吾ごが「遅おせー」と愚痴を垂れる。

「申し訳ございません、オヤマダさん」

「女神センパイが美人じゃなかったら、確実にののしってるわ～」

「あらあら、美しいとお得なのですね～」

「ま～、美人だと許せるラインはゆるいっしょ～」

　浅葱グループの女子たちが呟つぶやく。

「サイテー」「うっざ」「顔でしか判断できないとか、ほんと終わってるし」

　浅葱の思惑。自グループに桐きり原はらグループへの悪感情を持たせる。

　巧みな人心操作。桐原グループへ寝返るのを阻止するためだろう。

「ちょっと待って!?　あの人本気でイケメンじゃない!?」

　女神の後ろを歩く男女二人ずつの四人組。四人の服装には若干統一感が見られる。

　女子を騒がせたのは女神のすぐ後ろを歩く男だろう。

　ただ、女神の部下という雰囲気ではない。

　その四人組の後ろに続くのは――一人の大男。

　野性味のある風貌。彫りの深い顔立ち。海外映画に出てくる俳優みたいだ。

　ヒゲを生やしており、纏まとう空気はユルい。

　大きな長剣の鞘さやの先端を地面に引きずっていた。

　大男の後ろには八名の男女が続く。うち二人は、更衣室にいた人たちだった。

　彼らも武装している。先の五人とは少し空気が違った。その最後尾にはニャンタン。

　彼らは、女神を中心としてズラッと並び立った。

「皆さんのレベルも驚くほど上がりました。心より嬉うれしく思っております。まずは、これまでの皆さんのがんばりに感謝を……」

　女神が優雅にお辞儀した。

　しなやかな一礼。礼を終えると、女神はスッと顔を上げた。

「……ですが、レベルが上がってもそれはあくまで〝基礎能力〟が上がっただけです。まだ皆さんには戦闘技術――つまり〝技〟がありません。あ、とは言いましても……」

　女神が言い直す。

「ソゴウさんにはお得意の古武術があるのでしたね？　正気を失って私へ暴力を振るおうとしたあの光景は今でもしっかり記憶に刻みつけていますよ？　ええ、もちろん忘れてなどいません。そして、行動には責任がつきまといます。自分が忘れていても、相手はけっこう覚えているものですからね。いつどこで自分の行動の影響が出るかわかりませんので、勇者の皆さんも気をつけましょうね♪」

「脱線、なげー」

　小山田が愚痴ると、女神は哀かなしげに目もとへ手をやった。

「ごめんなさい……ただ、私はよかれと思って……ぐすっ……オヤマダさん、そういうのなのですよ？　そういった無自覚な加害行為が、いつか後悔に繫つながる影響を及ぼすのです……うぅ……ひどすぎます……」

「う、うっぜぇ！　おら、呼び出したからにはなんかあんだろ!?　場ぁ冷やしてねぇで、さっさと用件済ませろや！」

　桐原が口を開いた。

「翔吾」

「あ？　んだよ、拓斗？」

「誰彼かまわず嚙かみついて――あまり、無様を晒さらすな。虚むなしいその癖、そろそろ意識しておくべきだぜ」

「けど拓斗よぉ～っ」

「ニャンタンの時と同じ流れになっても、オレはフォローしねーぞ……」

「……ちっ！　女神センパイ、すぃやせんっした！　許してくだピー！　ピー！」

　形だけの誠意のない謝罪をする小山田。が、女神はケロッと元に戻った。

「平常運転ですねオヤマダさん♪　ではでは、せっかちなオヤマダさんのために、パッパといきましょうかっ♪」

　女神が引き連れてきた者たち。

　彼らは勇者を鍛えるべく集結したそうだ。各地からわざわざ呼び寄せたという。

　女神は、説明を続けていく。

「あの人たち、四し恭きよう聖せいってゆーんだって！　ていうか今、全員きょうだいって言ったよね!?　ね!?」「てことは、一緒にいるおねーさんたちはアギトさんとつき合ってるわけじゃないんだよね!?」「きゃーっ！」「で、ぶっちゃけどう!?　桐原クンとどっちがいい!?」「路線、違うし！」「わかる！」

　女子の一部が、ヒソヒソ声ながら激しく盛り上がっている。

　女神はニコニコしながら説明を続けていた。控えめなら私語にも寛容らしい。

　一方、綾香も気を昂たかぶらせていた。

（あの四恭聖って人たち……全員、とてつもなく強い。次に紹介された、ベインウルフって人も……）

　底知れない実力を感じる。ただあそこに、立っているだけなのに。

　唾をのむ。

（私、まだまだなのかも……）

「――というわけでして、彼らは皆さんを鍛える師となります」

　続いて、女神は担当の割り振りを始める。

「剣けん虎こ団だんはアサギさんのグループ、竜殺しドラゴンスレイヤーはヤスさんのグループ、ニャンタンはタカオ姉妹、四恭聖はキリハラさんたちのグループを担当してください。では、よろしくお願いいたしますね～」

（…………えっ？）

　綾香たちのグループが、呼ばれていない。

　場にいる者の割り振りはもう終わっている。いるとすればあとは女神自身だろうか？

　しかし、女神はもうひと仕事終えた空気になっていた。

　綾香は挙手し、疑問を投げ――

「十そ河ごう綾香さんのグループの担当割り振りが、まだ終わっていないようですけれど」

　綾香に先んじて疑問を投げかけた者がいた。ニコッ、と女神が首を傾かしげる。

「ん～？」

　疑問を発したのは、高雄聖ひじり。澄ました表情で挙手している。

　背筋の通った綺き麗れいな立ち姿だった。恐れを抱いている感じはない。毅き然ぜんとしている。

　女神は、困った笑みを浮かべた。

「…………えぇ！　そうでしたね、そうでした。これは失礼いたしました。あぁ私としたことが、まったくもって説明不足でした……」

　謝罪しつつ、女神は回答する。

「元々は黒竜騎士団の五ご竜りゆう士しがキリハラさんたちを担当する予定だったのです。ですが、死んでしまいましたので……勇者の師が足りなくなってしまったのですね。それで私も困っていたのですが……」

　頰に手をやる女神。

「その、ソゴウさんには神をも恐れぬ古武術がありますので……それをご自分のグループの方々に教えてくだされば、それで十分なのかもしれないと……そんな淡い期待を、抱いてしまったのです。あの、この案ではだめなのでしょうか？」

「だめでしょう」

　キッパリと、聖が否定で返す。

「ん～？　ん？　どうしてでしょうか？　個人的な感情論ではなく、論理的な回答を求めてもいいでしょうか？」

「では私も、十河さんのグループにだけ師をつけない理由を、個人的な感情論ではなく、論理的な回答として求めてもいいでしょうか？」

「えぇ～？　い、今……まさか質問に質問で返したのですか？　普通の感性でしたらそんな幼稚な行為、なかなかできませんけど……大丈夫ですか？」

「女神さまこそ、大丈夫なのでしょうか？」

「え～？」

「本心がどうあれ……Ｓ級とＡ級である私たち姉妹に不信感を与えかねない行動を取るのは、あまり普通の感性と呼べない気がしますが」

「……………………あ、ヒジリさんの言う通りですね。すみません。ソゴウさんの能力を心から信頼しての措置だったのですが、言葉足らずでしたね。あのぉ、悪意があると勘違いしないでくださいね？　う～ん、ですが困ってしまいました……これ以上、他国からヴィシスの徒を呼び寄せるわけにもいきませんし……」

　女神の視線が動く。

「報酬は据え置きで労力は倍になるのですが……どなたか、ソゴウさんたちの面倒を見てくださる殊勝な方はいますか？　やはり、いませんか」

「なら、おれが見ようか？」

「あら？」

　名乗りを上げたのは、ベインウルフという男だった。

（異名は確か、竜殺し……）

　安やすグループ担当の男である。

「ベインさん、絶対に大丈夫なんですか？」

「彼女たちも将来有望な勇者なんだろ？　だったら、生存率を上げる方策は打てるだけ打っておくべきだと思うがねぇ」

「なるほど～」

　ベインウルフがヒゲを撫なでる。

「ん～、それとも……彼らにだけあえて師をつけなかったのには何か狙いでも？」

「え？　なんですって？」

「……いいや、なんでもないさ。そうそう、彼女たちの面倒も見る代わりに、せめて上質な酒を追加報酬として弾んでもらいたいんだが……」

「うふふ、困った方ですねぇ。ですがそのくらいであればお安い御用です♪　最高級のお酒を用意させましょう」

「ふふふ、そいつはどーも……」

「あ、狙いはそれだったのですか？」

「判断はお任せするよ」

　竜殺しはのらりくらりとしていた。本心がいまいち読めない。

「ですが、質を落とさず鍛えられますか？」

「できうる限りの努力はするつもりさ。ただ、ものぐさで名高いこの竜殺しが率先して請け負おうってんだ。ここは乗っとくのが吉かと思うがねぇ……」

「……………………かしこまりました。では、よろしくお願いいたしますね？」

　頭をかくベインウルフ。

「まったく……沈黙してる間が怖いんだよなぁ、この女神さまは……」







「このところ大たい魔ま帝ていの陣営に大きな動きが確認されています」

　場が一段落すると、女神は次へ話題を移した。

「過去の戦いと比べても、大誓壁ナイトウオール付近に集結している魔物の数は圧倒的のようです。ですので、次の大魔帝軍との一戦は当初の想定を遥はるかに上回る大規模な戦いとなるでしょう。そして――」

　女神が、慈悲深く微笑ほほえむ。

　彼女は両手を広げ、朗々と告げた。

「その次の一戦には我がアライオンが誇る勇者――つまり、皆さんも参戦します。ですのでどうか皆さん、次の一戦へ向けてより気を引き締めていただくよう、お願い申し上げます」







　◇【三森灯河】◇




　モンロイを離れて数日。

「おかえりなさい」

　水場で衣類を洗っていたセラスが顔を上げる。

　さっきまで俺は最寄りの村に買い出しに行っていた。

　現在、俺たちは森の中で軽く野営していた。

「申し訳ありません、調達をすべてトーカ殿に任せてしまって」

　物資調達は基本的に俺が担当している。

「俺は顔が割れてないからな。旅人を装えば怪しまれることもない」

　衣類の水気を払いながらセラスが苦笑する。

「私はあなたほど、演技力もないですしね」

「空気化して集団に紛れ込むのは得意なんだよ」

　豹ひよう人じんとダークエルフは目立つ。

　セラスには変化があるが、その美人さで目立ちかねない。

　変化の力も万能ではない。顔立ちは大きく変えられないし、年齢や性別もいじれない。

　頭部以下の身体的特徴も変えられない。

　他を大きく変えられないのは、耳の変化に力の大半を注いでいるのもあるそうだが。

　買ってきたものを、セラスに渡す。

「魔群帯に入れば変化の力を使う必要もなくなるだろ。【スリープ眠性付与】を使わなくても、いずれ普通に眠れるようになる」

　今、セラスの対価はあってないようなものだ。

　精霊の力を使うとしばらく彼女は眠れなくなる。

　が、俺の【スリープ】を使えば睡眠が取れる。

　ズルといえばズルだろう。しかし今のところ、精霊側から苦情は出ていない。

「イヴとリズは？」

「二人はあちらで馬の世話をしています」

　俺たちは二人のところへ向かった。

「戻ったか、トーカ」

「トーカ様、おかえりなさいませ」

　イヴたちも一段落したところらしい。

「ピニィ～♪」

　今回はピギ丸も留守番だった。

　ピギ丸はリズに抱きかかえられている。すっかり仲良しになったようだ。

「じゃあ、食事にするか」

　日も暮れ、空はもう暗くなっている。

　このところは天候にも恵まれた。今日も晴れたし、気温も適度で過ごしやすい。

　俺たちは円になって座った。

　今日の夕食は以下の通り――炙あぶり肉、果物……で、メインは鍋。

　日持ちしない食材は今日で使い切ることにした。味付けは、リズに一任した。

「お……お口に合うと、いいのですが」

　汁をすする。……ウマい。

「調理役は今後、リズに任せてよさそうだな」

「あ……ありがとうございますっ」

「ピムム～♪」

　ピギ丸の口にも合ったらしい。

　にしても、スープ類を取り込む様子はいつ見ても不思議だ。

　色がまじり合うことなく消えていく。

　リズがしゃがみ込み、ピギ丸を撫でた。

「ふふ……ありがとう、ピギ丸ちゃん……」

「ピ～♪」

　そそくさと片づけを始めたセラスに声をかける。

「片づけは俺がやるから、リズの着替えを手伝ってやってくれ」

　今日はリズ用の服や装具も買ってきた。

　サイズの問題で他の者の服を貸せないので、リズは今まで一着を着回していた。

　しかもそろそろ魔群帯に入る。リズも無防備な服というわけにはいかない。

　いざという時に身を守れる防具は必要となる。

「といっても、リズの体格に合わせるとこんなのしかなくてな」

　子ども用の防具となるとほぼ選択肢がなかった。

　ちなみにリズのサイズは、道中で軽く測らせてもらった。

「どこぞの貴族が自分の娘に一度だけ着用させて、そのまま捨ててったものらしい。娘への贈り物だったが、娘がさっぱり気に入らなかったとかでな」

　で、立ち寄った村に捨てていったそうだ。

　セラスが装備を仔し細さいにチェックする。

「装備一式、という感じですね……見映え重視と思われますが、もの自体はいいです」

　今の服よりは確実にリズの身を守れる。

　とはいえ、当人の感想はどうだろうか。リズをチラ見する。

「……こんなんでいいか、リズ？」

「も、もちろんです！　ありがとうございます、トーカ様！」

「……嫌だったら無理しなくていいんだぞ」

「そ、そんなことありません。むしろ、わたしのためにわざわざトーカ様が買ってくださった服……嬉うれしいです」

　素直すぎる……。

「セラス……その装備一式だが、おまえの判断で適当にパーツを取ったり布を当てたりしてもいいからな」

　クスッとするセラス。

「はい、かしこまりました」

　今の俺としては、趣味の悪い貴族を恨むしかない。







　夕食後、

「トーカ様、こ、これはなんなのでしょうか……こんな……」

　リズが両手で、口を押さえた。その瞳は小刻みに揺れている。

「むぅ……これは、なんとも信じ難い……」

　イヴが唸うなった。ピギ丸も固まっている。

「ピ……プ、ユ……」

　リズは頰を緩ませ、両手をその頰に添えた。

「とても……おいしい、です……っ」

「そうか」

　さっき皮袋から転送した菓子を一つずつ配った。

　結果は大好評。

　先日、試しに皮袋の転送をしてみた。

　出たのは菓子類。ホワイトチョコの下にクッキー生地がついた菓子だ。

　歯でチョコとクッキー生地を嚙かみ切る。

　絶妙な二層の歯ごたえ。硬いチョコがクニクニと溶けていく。

　クッキー生地はホロホロ砕ける。口内にふんわり広がる、ホワイトチョコの甘さ。

　甘すぎないクッキー生地。ほんのりとだが塩気も感じる。

　それらが融合し、一つの極上の甘みを生み出している。

　このチョコとクッキー生地、ほんとよく合うんだよな……。

　味のバランス感覚が類を見ないほど素晴らしい。

「これも、好きだったなぁ」

　俺はその菓子の残りを、みんなへ均等に配る。

「開かぬ」

　イヴが包装紙を開けるのに苦労していた。

「貸せ」

　ピリッと包装紙を開け、中身を渡す。

「いやに簡単に開けるものだな」

「いや、誰でも簡単に開けられるようにこうなってるんだが……」

　真剣な面持ちで双そう眸ぼうを細めるイヴ。

「これも信じられん。この甘く白い部分に施された彫刻……なんなのだ、この高い彫刻技術は……」

　チョコ部分に彫られた絵に、イヴは驚嘆していた。

「菓子を包んでいた袋もわからぬ。このツルツルはなんなのだ……生地は何を使っている？」

　包装紙も物珍しいようだ。

「ん～……っ」

　リズも包装紙に苦労していた。てか、二人ともギザギザを避けてるからか？

　まさか……ギザギザを危険な場所だと思ってるのか？

　苦戦しているリズのも、開けてやる。

「ほら」

「あ、トーカ様……お手間をおかけしてしまい――」

「いいから食えよ」

「は、はい」

　ハムスターみたいにポリポリ食べるリズ。

　自制心を働かせようと努力していたらしいが、今は夢中で食べている。

「おいしいね、ピギ丸ちゃん」

「ピ～♪」

「トーカ様、こんなおいしいもの……生まれて初めて食べました」

「たまには、こういうサプライズもいいだろ」

　イヴが話しかけてきた。

「トーカの住んでいた異界とは、すごい場所なのだな」

　俺が異界の勇者である件はイヴとリズにも話した。……隠す意味もないしな。

　渡した菓子も俺の世界のものだと説明した。

　異界の勇者はこの世界でも認知されている。

　異界のアレコレへの驚きはあるが、異界に対する認識は完全なる未知ではない。

　なので、存在自体が理解不能とまではいかない。この点は楽でいい。

「俺たちからすれば、こっちの世界の方がすごいんだけどな……」

　セラスがチーズタルトを食べた時もあんな反応だった。

　互いに相手の世界がすごく見える。そんなものなのかもしれない。

　ところで、セラスがいやにおとなしいが……。

「どうした、セラス？」

「……好き」

「どうした」

「あ、いえ……なんでもありません。とてもおいしいですね、この焼き菓子……」

　前にチーズタルトを食べた時と似た反応。

　上品に食べてはいるが、これも大分お気に召したようだ。

　あの時は感動のあまりか、のしかかられたっけ。

　しかし今はイヴたちの手前もあってかおとなしくしている。

　副長としてのクールさは保ちたいのかもしれない。が、

「…………」

　感動を伝えたいのだろうか。

　俺を見る目が、いやに輝いていた。
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「イヴとリズは、もう寝たか」

「はい。二人ともぐっすりです」

　今は俺が見張り番の時間だ。ローテーションも今は定着してきている。

　俺は懐をゴソゴソと探る。

「セラス……ほら、これ」

「これは……」

「やるよ」

　先ほどの菓子の自分の分の残り。俺が食べたのは、ひと袋だけだった。

「よいの、ですか？」

「好きなんだろ？」

「ですが……」

「俺は前の世界でたくさん食べてるからな」

　セラスの表情はなかなか崩れない。

　が、元いた世界の菓子が絡んだ時は貴重な表情を見せてくれる。

「ほ、本当によいのですか？」

「気にするな。餌付けみたいなものだ」

「え、餌付け……」

「冗談だよ。副長のがんばりに対する褒美ってやつだな」

　言いながら視線を『禁術大全』に戻す。

「……トーカ殿はいつもそれを読んでいますね」

「文字通り〝知は力なり〟になる書物だ。暇を見つけて、再読もまじえて読んでる」

　ピギ丸の次の強化――魔物の強化剤。

　材料が魔群帯で手に入るのを期待したい。一度の強化で戦力はかなり跳ね上がった。

　黒竜騎士団戦にアシント戦。強化したピギ丸の能力は、共に大活躍だった。

　次の強化への道筋。それも念頭に置いて行動したいところだ。

「トーカ殿」

「ん？」

　セラスが包装紙を器用に開ける。彼女は菓子をペキッと二つに折った。

　そしてその片割れを俺の口もとに差し出すと、演技っぽく微笑ほほえんだ。

「私も、餌付けをします」

「……小生意気な副長もいたもんだな」

「さ、どうぞ」

「ん」

　口に含み、菓子を嚙み砕く。

　……しかし細い指だ。あれで、剣を握ってるんだよな。

「いよいよ金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいが、近づいてきましたね」

「……ああ」

「不思議な気分です。あの魔群帯に足を踏み入れるのに、あまり恐怖を感じていないのです」

「魔群帯の連中にも俺の力がしっかり通用すれば、もっと気を楽にできそうだけどな」

　状態異常スキルが通用するか、否か。

　人じん面めん種しゆにも通用するのか。魂たましい喰ぐい級のヤツが、どれだけいるのか。

　いずれにせよ近い将来、ハッキリする。

「ふふ、頼りにしておりますね？　もちろん、私も頼りにしていただけるようがんばります」

「ああ、俺も頼りにしてる」

「はい。ところで、トーカ殿」

　はむ、と片割れを口に含むセラス。

「んぐっ……話は変わるのですが……実は、傭よう兵へい団だんの名称を考えていたのです」

「傭兵団の名称？」

「ええ。魔群帯を出たあと、どこかで名乗る必要が出てくるかもしれません」

　そんな先のことも考えてたのか。しかし、

「なるほど……言われてみれば、そうかもな」

　ミルズでの募集を思い出す。今後、傭兵団として何かに参加するケースはありうる。

「そこで一つ提案なのですが〝蠅はえ王おうノ戦せん団だん〟というのはいかがでしょうか？」

「その名前には、何か由来でも？」

「蠅王が率いていた軍団が伝説の中でそう呼ばれているのです。名称自体は知れ渡っていますが、そう名乗っている傭兵団は聞いたことがありません」

「――蠅王ノ戦団、か」

　顔を隠すため、俺は蠅王の被かぶり物をしている。

「悪くないかもな」

　傍らに置いてある蠅王のマスクに、手を添える。

「わかった、それでいこう」







　セラスを眠らせたあと、俺は読んでいた『禁術大全』をそっと傍らに置いた。

　そして、誰にともなく呟つぶやく。

「にしても、まるで薄まる気配がねぇ」

　きっと時が、癒してくれる。

　きっと時が、忘れさせてくれる。

　きっと時が、すべて解決してくれる。




　しない。




　あのクソ女神への復ふく讐しゆう心しんは、まるで薄まる気配がない。

　俺の知らないどこかで死んでくれればいい？

　いや、知らないところで勝手に終わられても困る。

「大たい魔ま帝ていの軍勢とやらにあっさり殺されても、興ざめだからな……」

　せいぜい桐きり原はらたちでもこき使って、生き残っておけばいい。

　こっちの準備が整うまではのうのうと生きていてもらいたいところだ。

〝慈悲深いクソ女神〟として。

「――――――――」

　復讐など忘れて生きるその姿は、スマートに映る。

　寛容な心で相手を許すその姿は、実に美しく映る。

　だから俺は、愚かでいい。

　だから俺は、醜悪でいい。

　愚かで醜悪なトーカ・ミモリとして、女神ヴィシスに地獄を見せてやる。

「ま、あのクソ女神がそう簡単に死ぬとは思えねぇがな」

　アレはしぶとく生き残るだろう。

「――金棲魔群帯、か」

　金きん眼がんの魔物。

　人面種。

　凶悪な魔物たち。

　油断は禁物。

　禁物なのはわかっている。




　なのに、だめだ。




　期待が膨らむのを、抑えきれない。

　危険の極致とされる金棲魔群帯。

　しかしそこには同時に、莫大な経験値がひしめいている。

　俺のステータス補正値は低い。

　これは自覚している――が、マイナスではない。

　確実に俺を底上げしてくれている。

　支えと、なっている。

　アシントや公爵の私兵と戦っている時に感じた。

　スキルを放つ過程でも、補正値は役に立っている。

　だから数値は１でも高い方がいい。

　ステータスでＳ級やＡ級の勇者に追いつくことはできまい。

　が、差を縮めることはできる。

「つまり――」




　レベルアップにも意味はある。




　将来、縮めたステータスの差が生死を分けるかもしれない。

　だからもし問題なく状態異常スキルが通用するのなら、




「――殺して、殺して、殺し尽くす――」




　復讐達成への次なる足がかりとして――




「魔群帯のヤツらを蹂じゆう躙りんし、経験値エサにしてやる」







エピローグ




　魔群帯までの道のりはその後も順調といえた。

　ほぼ人目を避けて移動できたはずだ。

　以前イヴとリズは二人で旅をしていた。人目を忍びながらの旅だったそうだ。

　なので、こういう旅には慣れている。

　セラス・アシュレインも身を隠しながらの旅を続けていた。

　かく言う俺も、正体を隠しつつ旅をしている。

　要は全員、こういう人目を避けての旅に多少の心得があるわけだ。

　音を鋭く察知するイヴの耳と、闇の中でも視界を得られるイヴの夜目。

　旅の順調さにはこれらもひと役買ってくれていた。

　イヴが、なだらかな丘の上から遠くを眺めやる。

「少し遠回りになったが、どうにか魔群帯の手前まで到着したようだ」

　この丘から下へ続く道を行けば、魔群帯に入れる。

　やや遠回りになったのは点在する砦とりでや城を避けたためだ。

　砦や城の者は魔群帯から出てきた魔物を狩る。

　数は多くないが、まれに魔物が飛び出してくるそうだ。

　とはいえ、全域はカバーできない。手薄な場所もたくさんある。

　ゆえに魔物の取りこぼしも起こる。

　実際、俺たちもここへ来るまでに何匹か金眼の魔物と遭遇していた。

　まあ、俺たちの相手にはならなかったが。

　ちなみに馬は魔群帯の手前で放してきた。

　魔群帯で連れては歩けない。それが、イヴの判断だった。

　荷物も今は最低限にしてある。

　俺はイヴの隣に立った。

「樹海、って感じだな」

　丘の上から望む風景。広がっているのは黒々とした森。

　森林の向こう側は見えない。遠くの森に靄もやがかかっているためだ。

　ここから見える範囲だと、今の魔群帯は静かに映る……。

「あれは？」

　一本の巨大な木が見えた。一本だけ明らかにサイズがおかしい。

「あれは、汚染樹だ」

「汚染樹？」

「元は聖なる樹きだったとも言われているがな。今の魔群帯の象徴といえば、そうなのかもしれぬ」

　金こん棲せい魔ま群ぐん帯たいの別名は〝大遺跡帯〟。つまりかつては文明があったわけだ。

　各地の遺跡といい、一度この世界は滅びでもしたのだろうか？

「ん？」

　遥はるか遠くで、鳴き声のようなものがした。

　魔群帯の方からだ。悲鳴、だろうか？

　耳に障る声。あの魂たましい喰ぐいの声を思い出す。

　フン、と俺は鼻を鳴らした。

　なるほど。

「歓迎の準備は、できてるってわけか」







　魔群帯入り前に、俺たちは休息を取ることにした。

　出発は明日の朝。魔群帯入りはやはり万全の態勢で臨のぞみたい。

　野営の準備を終えると、俺たちはひと息ついた。

「ところでイヴ、魔女の居所は頭に入ってるのか？」

「入っておらぬ」

「ん？　ああ、地図を持ってるわけか」

「いや、持っておらぬ」

　ちょっと待て。……いや、大丈夫だ。

　イヴは魔女の居場所を知っている。セラスの噓うそ発見器でそれは確認済みだ。

「案ずるな、トーカ」

　イヴが立ち上がった。俺を見おろし、手を差し出してくる。

「そなたも立ってくれ。そして、我に注いでくれ」

　俺も立ち上がる。

「注ぐ？　何をだ？」

「魔素だ」

「おまえの腕に？」

「正しくは、我のこの右手にだ」

「……わかった」

　イヴの声には確信があった。何か特別な方法で魔女の居所を示すのだろう。

　俺はイヴの手を摑つかんだ。爪はやや獣寄りに感じるが、手は普通の皮膚っぽい感触だ。

「この手にこのまま魔素を注げばいいんだな？」

「うむ。我ら豹ひよう人じん族ぞくもエルフ族と同じく魔素を練り込むのが不得手なのでな。時間がかかるのだ。しかし魔術の心得のある人間のそなたなら、すぐであろう」

　いや、魔術の心得はないんだが。……しかしなるほど、カラクリは読めてきた。

「いくぞ」

「うむ」

　魔素を練り込んだ俺の手が青白く光る。淡い光がイヴのてのひらへと、移動していく。

「んっ……む……魔素を注がれる感覚とは、やはり奇妙なものだな……」

　と、イヴの掌てのひらから紋章らしきものが宙に浮かび上がった。

　高さは俺の目の位置くらい。ホログラフィックな感じだ。

　あれだ……ステータス表示に似ている。

　セラスとリズは、ぽかんと口を開けて見ている。

　ピギ丸も何やら感心した風に「プミ～……」と声を発していた。

　浮かび上がった紋章が、形状を変える。

「これは……簡易的な地図って感じか？」

　そんな風に見える。

「うむ。ここの緑色に光っている点が、我々の位置であろう」

　もう一つ、別の光る点が確認できる――緑の点より北の位置。

「つまりこの北の赤い点が――」

「禁忌の魔女がいる場所であろうな。父から、そう説明された」

「……なるほど、こういうことか」

「魔群帯の地図など作成しようがない。しかしこれなら、この光る二点が近づいていくように移動すればよい」

「その紋章の地図は魔女が仕込んだのか？」

「と、聞いている」

「ん？　イヴは、魔女に会ったことはないのか？」

「ない」

　聞けばこの紋章を受け継ぐ者は限られているそうだ。

　部族長とその実子にのみ受け継がれる、とイヴは説明した。

　つまりイヴは、部族長の娘なのか。

　……ま、今あえてそこには触れない。

　禁忌の魔女の居所。辿たどり着くための手段が明確となった。

　今は、これで十分。

　ゆっくりとだが、着実に禁呪に近づいている。

「……よし、今日はもう休むぞ」

　魔群帯に背を向ける。

「いよいよ明日は、魔群帯入りだ」







あとがき




　おかげさまで三巻も無事、発売されました。篠しの崎ざき芳かおるです。

　そしてこの巻でも、セラス・アシュレインが美しく表紙を飾ってくれましたね。この作品を書いている中でちょくちょく「書籍版はセラス本にしたいですねー」みたいなことを言っているのですが、セラス本計画（？）は着々と進行しているようです。既刊のセラス本と並べて飾っていただくのも一興かもしれません。

　三巻では書き下ろしコンテンツの量も既刊より増やせたので、よりセラスにスポットライトを当てられたかな？　と感じています（前巻で予告した深掘りも多少は達成できたはず……）。今後、書籍版ではできるだけトーカとセラスの〝二人の物語〟の色をより濃く出していきたいところです（……ページ数の都合次第な面もありますが）。




　ところで、我が家には猫が二匹同居しているのですが、二匹とも家に来た頃と比べてずいぶん懐いてくれたなぁと感じます。さて、この巻には豹人が登場します。豹もネコ科なわけですが……果たして、同じように懐いてくれるものなのでしょうか？　人間に懐いているライオンの映像を見たことがありますが、ああいった獰どう猛もうそうな動物に懐かれるというのには一種の憧れがあります。




　ここからは謝辞を。担当のＯ様、三巻では本当にお手数おかけいたしました（汗）。このシリーズは何よりまずＯ様のご尽力に支えられていると思っております。新巻のたび、セラスを始めとする登場人物の新たな魅力を溢あふれんばかりに引き出してくださっているＫＷＫＭ様、今巻も心をグッと摑むデザインとイラスト、ありがとうございました。巻数を重ねるたび、この作品はＫＷＫＭ様のイラストあってこそだとより強く感じております。

　三巻を出版するにあたりお力添えくださった皆様にも、この場を借りて感謝を。

　また、Ｗｅｂ版の読者の皆様のご声援にはいつも支えられております。書籍版でより深くこの世界に浸っていただけましたら、嬉しく思います。そして、こうして三巻にもおつき合いくださったあなたに心よりの感謝を。ご購入くださったあなたのおかげで、またこうして巻数を積み重ねることができました。ありがとうございます。




　それでは、いよいよ金棲魔群帯入りする次巻でお会いできることを祈りつつ、今回はこのあたりで失礼いたします。


篠崎芳
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